






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　左さ遷せん騎き士しと朝市









　夏場の牧ぼく場じよう町まちは、夜明け前の最も暗い時間帯に目を覚ます。

　牧場町の農家の住人は、暗い夜道をライコウクラゲのランタンを掲かかげて畑を目指す。

　俺たちもランタンの灯あかりを頼たよりに、レスカが借りている畑に向かえば、先に収しゆう穫かくを始めていた住人たちを見かける。

「おはようございます」

「おはよう」

「おう、レスカの嬢じようちゃんにコータスの兄さん、おはようさん。今日も働き者だなぁ」

　眠ねむたそうに欠伸あくびをしながら自身の畑から野菜を収穫している住人に軽く会え釈しやくをして、レスカの畑に向かう。

「さぁ、畑の野菜を収穫しちゃいましょうか」

「ああ、そうだな」

　雨季が過ぎて、恵めぐみの夏が到とう来らいし、レスカの畑では、キュウリ、トマト、ナス、ピーマン、トウモロコシなどの夏野菜が実っている。

　俺やレスカが近づくと、動く野菜たちが食べ頃ごろの夏野菜を教えてくれるので最も美味おいしい野菜を次々と収穫し、丁てい寧ねいに籠かごに載のせていく。

「今日も立派な野菜が採れましたね。毎日、美味しい野菜、ありがとうございます」

「夏の汗あせを搔かいた時には瑞みず々みずしいキュウリやトマトは旨うまいからな。いつも助かる」

　俺とレスカは、動く野菜たちに感謝の言葉を述べながら収穫していく、と動く野菜たちの葉っぱや蔦つたの先せん端たんがくるりと丸まり、照れくさそうに揺ゆれているのが見える。

　そんな収穫の間、俺は前々から疑問に思っていたことをレスカに尋たずねる。

「そう言えば、動く野菜の収穫時期になったが、魔ま物ものは襲おそってこないな」

　動く野菜とは、野菜が魔力などの影えい響きようで魔物化したものであり、その特とく徴ちようには【魔物誘ゆう因いん】という魔物が好む匂においなどを放つ性質がある。

　そのために動く野菜は、自力で動ける時期は、魔物から逃にげ、根を張って野菜を実らせる時期には、魔物を引きつけて実を食べさせ、種子を遠くに運ばせるらしい。

　だが、レスカの畑は、魔物に荒あらされたことはない。

「ふふっ、それはですね。畑の肥料が関係しているんです」

「肥料？」

「はい！　動く野菜の性質として、畑の栄養を普ふ通つうの野菜よりも多く吸収するのでその分、多くの肥料を投入していますよね」

　その説明に俺は頷うなずく。

　レスカの牧場には、リスティーブルのルインの排はい泄せつ物を発はつ酵こうさせた牛ぎゆう糞ふん肥料の他ほかにもランドバード牧場から出る鶏けい糞ふん肥料、リア婆ばあさんの作る液状肥料などを与あたえている。

「魔物由来の肥料は、魔物の匂いが強いので、動く野菜の放つ匂いを搔き消して、魔物の縄なわ張ばりと勘かん違ちがいしてくれるので、荒らされないんです」

「なるほど、そうした理由があるのか」

「一種類の魔物の肥料だと、その系統の魔物にはあまり効果がないので、複数の魔物肥料を混ぜたり、町の周りにはリアお婆さんが作る魔物避よけの匂い薬も撒まいているんです。それに、ペロがいるお陰かげで私の畑は、万ばん全ぜんです」

「ペロが？」

　魔物肥料による縄張りの形成や薬品による魔物避けは分かるが、そこでペロの名前が出るとは思わなかった。

「ペロは、畑の周りにマーキングしてくれますから肥料よりも直接的な強い匂いが残るんです」

「ああ、なるほど」

　オルトロスのペロは、討とう伐ばつランクB-に分類される魔物だ。

　その匂いが強い場所となれば、多くの魔物はまず手を出さないだろう。

　そんな話をしつつ、野菜の収穫を終え、畑に水を遣やる。

　朝日も昇のぼり、水を遣った動く野菜たちは、今日も実りを大きくするために葉を広げ、太陽の光を一身に浴びる。

「ふわぁぁっ……」

「レスカ、眠いか？」

「はい。でも平気です。夏は暑いですから、午後にはみんなでお昼ひる寝ねしましょうか」

　朝日を眺ながめるレスカは、小さく口元に手を当てて欠伸をする。

　夏場の牧場町は、日中の気温が高くなるために、夜明け前の涼すずしい時間から働いて暑い時間には休む。

　畜ちく産さん魔物たちも夏の暑さに日ひ陰かげで休んだりするので、人間もそれに合わせたスケジュールが季節ごとに組まれている。

「コータスさん、早さつ速そく収穫したばかりの野菜を食べますか？」

　レスカは、朝飯前の腹の足しに収穫したばかりのトマトを畑近くの共同の井い戸ど水みずで洗って差し出してくる。

「ありがとう、いただこう」

　俺が、レスカから受け取ったトマトを齧かじれば、ぷつりとトマトの皮が破け、その中から甘あま酸ずっぱい汁しるが溢あふれてくる。

　手元を汚よごしながら、瑞々しいトマトの汁を吸って食べる。

　その様子にレスカは、ニコニコと微笑ほほえみながら、俺よりも小さな口で少しずつトマトを食べていく。

「美味しいな」

「はい。コータスさんたちのお陰で立派に育ちましたね」

　俺とレスカは、トマト一つを食べ終え、汚れた口や手元を井戸水で綺き麗れいに洗い、収穫した野菜を運んでいく。

　その向かう場所は、レスカの牧場ではなく牧場町の広場であった。

「おぅ、お二人さん、こっちだ！」

「あとで俺たちのところも見てってくれ！」

「うちの野菜と交こう換かんしようや！」

「馬ば鹿か。お前のところの普通の野菜とレスカちゃんの動く野菜じゃあ、価値が違ちがうだろ！」

　広場に集まる牧場町の住人から次々と声を掛かけられ、笑いが起きる。

　俺とレスカは、会釈しながら、指定された場所に収穫した野菜を運んでいく。

　ここは、牧場町が開かい催さいする朝市である。

　定期的に開催されるそれは、牧場町の住人やここに買い付けに訪おとずれた商人、近きん隣りんの農村から道具を買い付けに来た人々で溢れている。

　以前訪れたエルフの里の交易場に似ており、非常に盛せい況きようである。

「やっぱり、人気なのは【水寒石】だな」

「そうですね。やっぱり暑いですからね。食材の保存のために必要ですよね」

　商人や近隣住民が、この朝市で買い付けにくる物の中で特に人気なのが、水寒石と呼ばれる結けつ晶しようである。

　幻げん影えい蟲ちゆうと呼ばれる魔物から剝はがれる冷気を発する結晶は、保冷道具として扱あつかわれている。

　逆に、牧場町で足りない物を商人や近隣住民が持ち寄り、同じように露ろ店てんを開き、牧場町の住人が購こう入にゆうしている。

「さて、私たちも準備しましょうか」

「そうだな」

　俺たちの場所で、夏野菜の籠の前に値札を置き、露店を始める。

「是ぜ非ひ、見て行ってください！　動く野菜たちから取れた新しん鮮せん夏野菜ですよ。トマトは、生のサラダにしても良いですし、湯むきしてトマトソースにしたものをパスタに絡からめても美味しいですよ！」

　レスカは、早速並べた夏野菜のアピールを始め、他より割高な野菜が少しずつ売れ始める。

「コータスさん。他の露店を見て回りたいので、ここをお願いできますか？」

「ああ、店番は任された」

　俺は頷き、幾いくつかの夏野菜を持ったレスカを送り出す。

　さぁ、いつでも来い、というつもりで腕うでを組んで待つが、なぜか俺たちの露店の前を通る人が顔を逸そらす。

「……そうか、忘れていた」

　鋭するどい目付きの俺の顔は、人を怖こわがらせることを思い出す。

　牧場町の住人は、慣れたために普通に接してくれるが、外部から来た商人や近隣住民たちからは避さけられているのかもしれない。

　そんな中、俺が店番を代わってから初めてのお客さんがやってきた。

「よぉ、コータス。なんか、見せてもらいに来たぞ」

「左さ遷せん野や郎ろう。なに、辛しん気き臭くさい顔してんだ」

「バルドルとオリバー。いらっしゃい、何か買っていくか？」

　俺が顔を上げると、先任騎き士しのバルドルと町一番の牧場の息子むすこのオリバーが立っていた。

「ふん。俺様は、ただ自警団の見回りで寄っただけだ。ところで……レスカは？」

「レスカなら、他の露店を見に行った」

「……そうか」

　複雑そうな顔をするオリバーは、辺りを見回す一方、バルドルは並べられた野菜を興味深そうに見る。

「へぇ、旨うまそうな野菜だな。シャルラに買って帰って何か料理を作って貰もらうか」

　何かオススメの食べ方はないか、とバルドルが尋ねてくるので俺は、記き憶おくを辿たどりながら、レシピを思い出す。

「そうだな。トマト料理だと、ラタトゥーユなんかが旨かったな。レスカは、一口大に切った野菜や鶏とり肉にくをニンニクとオリーブオイルで炒いためたものに湯むきしてカットしたトマトを入れて作っていた。冷めても美味しいし、夏野菜の水分が出るから水を足さずに作れる」

　俺がそう説明すると、ほぅ、いいこと聞いた、とバルドルは顎あご鬚ひげを撫なでながら呟つぶやく。

　早速バルドルは、俺とレスカの露店からトマトとナスを買う。

　それを聞いていた隣となりで露店をやってる農家の奥さんがバルドルにラタトゥーユのレシピの説明を補足しつつ、自身の露店にあるタマネギやズッキーニなどの野菜をラタトゥーユに入れることを勧すすめ、バルドルに買わせていく。

　そして、オリバーは──

「ぐぬぬっ、レスカの手料理を自じ慢まんしやがって……。ちっ、俺もトウモロコシを五本買う！」

「トウモロコシも旨いよな。採れ立てだから生でも食べられるし、塩茹ゆでや皮をつけたまま焼いても旨いよな」

「言われなくても分かってる！」

　俺がトウモロコシの感想を口にすると、オリバーは怒おこりながらも代金を支し払はらい、トウモロコシを受け取る。

　そして、野菜を抱かかえるオリバーとバルドルが再び朝市の巡じゆん回かいに行くのを見送る。

　二人を見送ってしばらくすると、レスカが帰ってくる。

「コータスさん、ただいま戻もどりました！　トレント牧場の露店で旬しゆんの果実と物ぶつ々ぶつ交こう換かんして貰えました！」

　レスカは、嬉うれしそうに籠かご一いつ杯ぱいの果物を持ってくる。

　トレント牧場は、樹木の魔ま物ものであるトレントに接つぎ木をして様々な果実を栽さい培ばいしている。

　今の季節は、桃ももや梨なし、ブドウ、ライチ。一年を通して採れるオレンジなどが出回っているようだ。

　その他にも、レスカの畑で栽培していない種類の野菜なども購入したり物々交換ができたために、とても嬉しそうである。

「いい買い物ができたんだな」

「はい！　コータスさん、店番ありがとうございました。売れ行きはどうでしたか？」

「バルドルとオリバーが少し買ってくれた」

　俺がそう報告するとレスカは、ニコニコと上じよう機き嫌げんで露店の店番に戻ると、再び野菜が売れ始める。

　そんな朝市を過ごしていると、左右の露店から又また聞ぎきであるが噂うわさ話ばなしが流れてくる。

『さっき、なんでも騎士の人が来たみたいよ』

『前来た時みたいな偉えらそうな人たち？　チェルナちゃんを連れて行っちゃうの嫌いやよ』

『どうやら、護衛みたいよ。なんでも視察のためのお役人さんに同行してきたみたいよ』

『俺が聞いた話だと、どこかの貴族がこの牧場町に避ひ暑しよに来たとかだな。代官のパリトット子し爵しやくのところに挨あい拶さつに行ったらしいぞ』

『避暑って、ここはお貴族様が過ごすような綺麗な湖や山々はないわよ』

　そんな噂話が流れてくる。

「なんか、変な話ですね」

「そうだな。役人が来るのは、秋の収しゆう穫かく時期だし、貴族の避暑には向かないよな」

　色々と疑問のある話ではあるが、実際のところない話でもない。

　この牧場町を任されている代官のパリトット子爵となんらかの調整をするために訪れたのかもしれない。

　貴族の避暑だって、牧場町には綺麗な湖や山々はない代わりに、新鮮な野菜や畜ちく産さん物などの美食という特とく徴ちようがある。

　そんなことを考えていれば、太陽が昇り、少しずつ日差しが強くなってくる。

「コータスさん、そろそろ帰りましょうか」

「そうだな。帰るか」

　少しずつ朝市を片付ける牧場町の住人に混じり、俺とレスカも露店を片付け、野菜を持ってレスカの牧場に帰る。

　その際、俺は、レスカの後ろ姿を目で追う。

　雨季から夏に変わり、服装もそれに合わせた装よそおいに変わっている。

　白を基調とした涼すずしそうなノースリーブのワンピース。そして、日差しを和やわらげる帽ぼう子しという夏服のレスカ。

　少し背中の開いた夏服から覗のぞくレスカの肌はだからは、少しだけ汗あせが滲にじんでいるのが見えた。

「コータスさん、どうしました？」

「いや、暑くなってきたな、と思ってな」

「そうですね。水浴びとか川遊びをしたいほど暑いですよね」

　レスカは、暑さに対して同意するように苦笑いを浮うかべる。

　そして俺たちが、レスカの牧場の母おも屋やに入れば──

「あー、お帰り～。リスティーブルの牛舎を開けて、日ひ陰かげのところに水と餌えさを用意しておいたわよ～。確か、今日が掃そう除じだったわよね」

『『わふぅ～』』

『キュイ～』

　母屋の食堂では、朝の牧場仕事を代わりにやり終えたヒビキがペロとチェルナと共に待っていた。

　俺とレスカが不在でもヒビキは、代わりができるくらいには牧場仕事に慣れ始めていた。

　それに──

「部屋が涼しい」

「ごめんね。あまりに暑いからもう、魔法で涼りよう風ふうを生み出してるのよ。あー、暑い」

　ヒビキは、食堂全体を魔法を使って涼しい風で包み込んでいるようだ。

　じんわりと滲んでいた汗がスッと乾かわいていく。

「それじゃあ、朝ご飯を作りましょうか」

「やった～！　待ってたのよね！」

　レスカは、涼しい母屋に嬉しそうにしながら、朝食の準備をする。

　俺も暑いより涼しくて過ごしやすい方が好ましく思うので、何も言わずに収穫した野菜を母屋に運び、朝食を食べるのだった。




　　　　●




　朝食を食べ終えた後、俺たちはヒビキが朝に開け放った牛舎にいた。

「さて、今日もやるか」

　夜明け前から畑の収穫に出ていたために、牛舎の掃除の時間がずれ込んだ。

　水や餌は、ヒビキが日陰に用意し、牛舎内部の敷しき材ざいや糞ふんなどはコマタンゴたちの人海戦術で片付けられていた。

　扉とびらを開け放ったことで臭しゆう気きが大分抜ぬけた牛舎でこれから行われることは、定期的な牛舎の大掃除である。

「レスカ、こっちの準備は終わったぞ」

「それじゃあ、これを掛かけちゃいましょうね」

　牛舎の前ではレスカが、ピュアスライムの浄じよう化か水で希き釈しやくしたリア婆ばあさんが調合した洗せん浄じよう液を用意していた。

「この洗浄液を掛ければいいのか。どれくらい掛ければ良い？」

「徹てつ底てい的に汚よごれを落とすので、掛け過ぎくらいでいいですよ。足りなければまた作ります。終わったら、一時間くらい放置して水で洗い流したら、風を通して乾かん燥そうさせます」

　だいたい、お昼頃ごろに洗い終わり、午後の休きゆう憩けい時には、扉や窓を全開にすれば乾き、夕方には敷材のオガクズを敷しき直せるだろう。

　そんな牛舎の主であるルインは、この夏の暑さから逃にげるように、母屋の日陰で横たわり休んでいる。

　最近は、暑さでバテ気味なのか、ミルクの味が薄うすく感じる。

　今も暑さから来るストレスを発散するために暴れることすら億おつ劫くうな様子である。

「よし、始めるか」

　俺は、レスカの指示通りに牛舎の清せい掃そうを行う。

　牛舎の床ゆかや壁かべ、天てん井じように洗浄液を撒まくと、汚れに付着した洗浄液が泡あわ立だち始め、汚れを浮かし始める。

「あの泡が汚れを落として、悪い菌きんを全部殺してくれます。ただ、私たちの目には見えないので、後でマーゴに確かく認にんしてもらいましょうか」

　マーゴとは、レスカが契けい約やくしていたコマタンゴが妖よう精せい化して誕生したコマタンゴ・リトルフェアリーという魔物のことだ。

　コマタンゴを構成する菌糸を操あやつる能力の延長でその他の菌への影えい響きよう力を持つ。

　そして、俺とレスカで洗浄液を撒き、牛舎の内部が白く泡立つ。

「終わりましたので、母屋に戻って休みましょう」

「そうだな。それに今日は、ジニーとの鍛たん錬れんの日だからな」

　母屋の軒のき下したの方に目を向けると、既すでにジニーが来ていた。

　ジニーは、契約した猫ねこ型の火精せい霊れいのミアを連れて、俺たちに駆かけ寄ってくる。

「コータス兄ちゃん、レスカ姉ちゃん、おはよう。それと今日も鍛錬お願いします」

「それじゃあ、走り込み行くか」

「うん、分かった」

　静かに頷うなずくジニーは、小さく拳こぶしを握にぎり締しめ、俺と共にレスカ牧場の周りを走り始める。

　それに合わせて、軒下の日陰で休んでいたペロも駆け出し、俺たちの走り込みに追い付き、併へい走そうしてくる。

　きっとペロは、散歩気分でこの走り込みに付き合っているのだろうと思う。

　既に暑くなり始めた気温の中、いつもと同じ量の走り込みを行い、俺とジニーは汗を流し始める。

　そして、走り込みを終えて乱れた息を整えようとするジニーにあることを告げる。

「前々から考えていたが、そろそろ木刀によるかかり稽げい古こを始めようと思う」

「コータス兄ちゃん、本当!?」

　真ま面じ目めに鍛錬を取り組むジニーは、体力と持久力を付けてきて、剣けん術じゆつに関しても基き礎そ的な型は覚えた。

　なので、そろそろ始めようとヒビキと話し合いをしていたのだ。

「ああ、最初は、防ぼう御ぎよとか考えずに好きに打ち込んでこい。俺は、木刀でそれを防いだり回かい避ひする」

　俺は、【グラド重鉱石】を使った圧縮木刀を構えると、ジニーも合わせて鍛錬用の木刀を構えて向かい合う。

「はぁぁぁっ！」

　好きに打ち込んでいい、と言われたジニーは、気合いを込こめて打ち込んでくる。

　俺は、木刀を上げて、それを払はらう。

　ジニーは、払われた木刀から切り返して、袈け裟さ斬ぎりの軌き道どうを描えがき、それを木刀で受け止める。

「ジニー、ただ振ふり回すな。基本的な型を意識しろ」

「んっ！」

　短い返事と共にジニーは、仕切り直しのために木刀を構え直す。

　今までのジニーの剣術の鍛錬は、俺が指し摘てきした場所を繰くり返し打ち込み、木刀の正確性や正しい攻こう撃げきを学ぶためのものだ。

　対するかかり稽古とは、相手を攻せめ崩くずすためにこちらから攻撃を仕掛け、技わざの連続性や技術の向上を目指したものだ。

　ジニーにそうした攻撃的な打ち込みをさせ続けた結果──

「はぁはぁ……やっぱり、当たらない。悔くやしい」

　短時間で体力と気力の限界まで木刀を振って疲つかれたジニーは、大汗を流し、その場で座り込んでしまう。

「２４８回、打ち込むことができたぞ。よく頑がん張ばったな」

　俺は、そう言ってジニーの頭を撫なでると、汗あせ塗まみれのために少し嬉うれしいような嫌なような微び妙みような表情をジニーが浮かべる。

「あたしは、まだまだだよ」

「そうだな。まだまだ伸のび代しろはある。ゆっくり成長すればいい」

　確かに、ジニーの言う通り、まだまだである。

　冒ぼう険けん者としての戦せん闘とう能力なら、Ｆランク冒険者といったところだ。

　素す振ぶりだけなら５００回まで続くようになったジニーだが、かかり稽古での実戦的な攻撃ではその半分ほどだ。

　それに今回は、一方的に攻撃するかかり稽古であるが、こちらからも攻撃を加えるようになれば、防御や攻撃の先読みなどで、その分体力や気力の消しよう耗もうが激しいだろう。

　だが、最初の頃ころに比べれば大きな進歩である。

「あたし、ちゃんと成長してる？」

「もちろんだ。それに、【身体強化】の魔法も覚えれば、能力を底上げすることができる。そうなれば、並の男性よりも強くなれる。まぁそこから先は努力次し第だいだな」

「むぅ、コータス兄ちゃん、優やさしくないよ」

　俺の言葉に、ジニーがそう文句を漏もらすが、すぐに小さな笑えみを浮かべ、小さく拳を握る。

　どうやら、次に目指すべき自分の明確な姿が見えて、やる気になったようだ。

「コータス兄ちゃん、もう一回！」

「やり過ぎて暑さで体調を崩すからダメだ。今日は、汗を流して一休みしたらヒビキの座学を受けてこい」

　そう言って、立ち上がったジニーの背中を押してやると、不満そうに唇くちびるを尖とがらせるが、すぐに母屋の方に歩き始める。

　俺も軽く井い戸ど水みずを浴びて汗を流して着き替がえてからヒビキの座学や魔法談義に加わろうか、と一歩踏ふみ出したところで、牧場の外からバルドルの呼び声が聞こえて振り返る。

「おーい、コータス。お前に客人だ！」

「なんだ？」

　先行するバルドルがこちらに手を振り、一台の箱馬車が牧場の柵さくの外側に停とまる。

　レスカの牧場の前に停まった箱馬車は、豪ごう華かすぎず、質素すぎもしない程ほどよい質と装そう飾しよくがされた下級貴族向けの馬車だと判断する。

　箱馬車の御ぎよ者しやと護衛の騎き士したちは、同じ紋もん章しようの装飾品を身に着けるが、装備の種類や形状はバラバラである。

　まるで冒険者が同一組織に所属していることを示すような装よそおいである。

　そんな騎士たちに目を凝こらして見れば、見知った人物たちであり、箱馬車の家か紋もんも見覚えがある。

「まさか、自由騎士団の人たち……それにあの家紋は──」

　俺が小さく呟つぶやく中、箱馬車の扉が開かれると、小さな影かげがバルドルを追い越こし、牧場の柵を乗り越えて飛び出してくる。

「コータスさん!?」

　軒下でこちらの様子を見守っていたレスカは、驚おどろきの声を上げ、母おも屋やの方に向かっていたジニーも足を止めて振り返る。

　ヒビキだけは、チェルナを守るために各種防犯魔法を確かめつつ、バルドルが連れてきた人たちを測りかねているようだ。

　俺は、【グラド重鉱石】の圧縮木刀を投げ捨て、勢い良く飛び込んできた小こ柄がらな少年の体を受け止め、そのまま牧草地に倒たおれる。

「コータス義兄にい様！　お久しぶりです！」

「アポロ、久しぶりだな。……いつも言っているが、身体強化を掛けて飛びついてくるな、他人なら怪け我がしているぞ」

「でも、義兄様は、魔ま法ほうも使わず受け止めてくれました！　流石さすがです！」

　俺が飛び込んできた少年と言葉を交かわす中、レスカたちが軒下の方から近づいてくる。

　ペロは、チェルナを守るような立ち位置を取り、ルインは自身の突とつ撃げきすら受け止める俺が牧草地に倒れている姿を見て、何をやっているんだ、というような視線を向けてくる。

　マーゴに指揮されるコマタンゴたちも地面からポコポコと姿を現し、火精霊のミアが尻尾しつぽを立てて警けい戒かいする。

　俺は、ニコニコと嬉しそうに俺にしがみつく金きん髪ぱつの中性的な美少年と共に立ち上がる。

「あの、コータスさん。その男の子は、どちらさまでしょうか？」

　俺に突撃し、親しげなやり取りをする少年に驚き、恐おそる恐る尋たずねてくるレスカに俺は、紹しよう介かいする。

「レスカ。この子は、アポロ・リバティン。俺の義理の弟だ」

「コータス義兄様がお世話になっています！」

　ぺこりと大きく頭を下げるアポロにレスカも、こちらこそお世話になっています、と頭を下げる。

　ジニーは、歳としの近い子どもであるアポロに若じやつ干かん警戒するようにヒビキの陰かげに隠かくれ、ヒビキは、そんなジニーを見て嬉しそうにする。

　俺は、アポロに向き直り、尋ねる。

「なんで、アポロがここにいるんだ？」

「父様と母様と一いつ緒しよに家族全員でコータス義兄様に会いに来たからに決まっているじゃないですか！」

「家族全員って……」

　俺が箱馬車の方に目を向けると、日に焼けて傷いたんだ金髪と赤味の強い橙だいだい色いろの肌はだをした大おお柄がらな男とアポロに似た優しそうな顔立ちをした銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの女性が箱馬車から降りてくる。

　箱馬車の家紋と義弟のアポロの登場で、薄うす々うす感じていた人物が俺の目の前に来る。

「……親父おやじ。それにアルテナさん」

　俺は、養父であるラグナス・リバティンとその妻のアルテナさんたち養父一家が現れたことに困こん惑わくする。

「コータスさん、お久しぶりですね」

「よぉ！　コータス、元気にしてるみたいだな！」

　穏おだやかに挨あい拶さつしてくるアルテナさんだが、元冒険者の親父は、人好きな笑みを浮うかべて、俺の頭を乱暴に撫でてくる。
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「お前、立派になったみたいだなぁ！」

「おい、親父！　やめろ！」

　手加減というものを知らない乱暴な撫で方に俺は、逃にげようと抵てい抗こうするが、ふと親父の手が止まり真顔になる。

「コータス、お前……」

「なんだ？」

　この牧場町に来てからの俺の変化でも感じ取ったのだろうか。

　トレントフルーツを食べたお陰で魔力量が増えたことや真しん竜りゆうアラドとの契けい約やくに関して、何か気付いたか、と色々と考えを巡めぐらせるが──

「お前、臭くさいぞ」

　そっと頭を撫でていた手を離はなして、嫌いやそうに臭においを嗅かぐのが、妙みようにイラっとしたので、軽く脇わき腹ばら目掛けて拳こぶしを振るうが、受け止められてしまう。

「……なんでそんなに臭うんだよ」

「……朝から働いて、牛舎の掃そう除じして、鍛たん錬れんしてたから、な！」

「おー、そうか、そうか。お前の活かつ躍やくを聞いてたけど、腕うでは鈍にぶるどころかちゃんと鍛きたえているみたいだな！」

　互たがいに拳とそれを受け止める手に力が籠こもり、ギリギリと拮きつ抗こうする。

　そんな親父の余よ裕ゆうな表情に苛いら立だつと共に、懐なつかしくも感じ、拳の力を抜ぬくと親父も手を離す。

「ほんと、元気そうで良かったな」

　親父のその呟きに、なんと返していいか分からず、俺は困惑する。

　そんな表情を読み取ったレスカは、軽く会え釈しやくしてにこやかに話しかける。

「ここでお話も何ですから、母屋で話しませんか？　お茶を出しますよ」

「おっ、そうだな。案内してもらおうか！」

「それからコータスさんとジニーちゃんは、着替えてきて下さいね」

　豪ごう快かいな養父は、レスカの案内を受けて、母屋の食堂に向かう。

　俺とジニーは、裏手の井戸で順番に水浴びをして、着替えてから食堂に向かうのだった。








一章　左さ遷せん騎き士しと養家族









　着替えをしてから食堂に入ると、レスカと親父たちは和なごやかにお茶を飲んでいた。

「おっ、戻もどってきたな。彼女たちからお前のこれまでのことを色々と聞かせて貰もらったぞ」

「……親父、レスカたちから何を聞いたんだ？」

　俺がそう聞くと、親父はからかうような笑みを浮かべ、アルテナさんは、ただ微笑ほほえみ、アポロは尊敬するような綺き麗れいな目を向けてくる。

　俺がレスカたちに助けを求めるように目を向けると、レスカは困ったように微笑み、ジニーとヒビキは、そっと視線を逸そらしている。

「……はぁ、まぁいいか」

「コータス、そう怒おこるな」

「俺は、怒ってない」

　俺は、溜ため息いきを吐はき出し、親父たちと対面するようにレスカの隣となりに座る。

　親父は、何から話せばいいか、と腕を組んで悩なやみ、隣に座るアルテナさんに促うながされる。

「あなた……」

「分かってる。あー、その、コータスは、色々と大変だったな。左遷されて」

「俺は、左遷されて良かったと思ってる。重装騎士団の頃ころよりも毎日が充じゆう実じつしている」

「綺麗な姉ちゃん二人と同居して、女の子を一人鍛えてるって生活は、楽しいだろうな」

　親父のからかうような言葉に俺が口を閉とざし、睨にらみ付けると、おお怖こわっ、と大おお袈げ裟さな反応を返してくる。

　親父にとって俺の睨み付けなど、子どもの睨みと変わらないらしく、それが妙に嬉うれしかったりする。

　そんな親父が真ま面じ目めな顔をして、どこか後こう悔かいするような声こわ色いろで話をする。

「本来は、コータスが騎士団の入団試験を自力で突とつ破ぱしたら、自由騎士団に入れる予定だったんだが……」

　自由騎士団は、アラド王国内で発生する魔ま物ものの討とう伐ばつや多種多様な魔物の対策を教導するため、様々な分野に特化した冒ぼう険けん者が中ちゆう核かくとなる騎士団である。

　その性質上、半傭よう兵へいのような立場で、必要ならばいつでも騎士を辞やめて冒険者に復帰する人も多い。

　俺は、そんな自由騎士団に入り浸びたり、様々な分野の専門家から色々なことを教わっていた。

　そのために、自由騎士団に入ればすぐに騎士団の職務に就つけただろうが──

「自由騎士団は、俺を身内みたいに良くしてくれたからな。逆に身内ばかりで甘やかされそうだったから重装騎士団に振ふり分けられて良かったと思う」

「いやいや、本当ならお前は、自由騎士団に来させるつもりだったし、シャルベルたちもそれを楽しみにしてたんだぞ！」

　シャルベルさんとは、自由騎士団の副団長で親父と同じ元Ａランク冒険者のパーティーメンバーである。

　家か督とく権のない貴族の子し弟ていであるシャルベルさんは、冒険者となり、Ａランク冒険者の実績で子し爵しやく位を賜し与よされた人だ。

「お前が騎士団に入団した当時、騎士団内部での様々な不正の噂うわさが上がってたんだ。それの調査のために分かりやすい囮おとりとしてお前が重装騎士団の方に配属されたんだよ」

「そう、だったのか？」

「ああ、下手に囮の新人を死亡率の高い重装騎士団に配属したら不正が見つかる前に、訓練で事故死させられかねない。むしろ、以前から不自然な事故による怪我が多発していた。その点で言えば、お前は【頑がん健けん】の加護があるから他人より丈じよう夫ぶなんだが……」

　俺が左遷される前のことを説明する親父は、言い淀よどむ。

　思い出したくないだろうと俺に配はい慮りよしているのだろうが、構わないと目で伝える。

「……騎士団内での賄わい賂ろによる優ゆう遇ぐう、平民出身の騎士への私し刑けい、特定鍛か治じ師との癒ゆ着ちやくと不法な装備の販はん売ばい、公文書の改ざん、職務怠たい慢まん、一部貴族派は閥ばつの財務官との癒着による騎士の給きゆう与よの横領などが見つかった」

　俺だけではなくレスカたちも、それだけ多くの不正が横行していたことに驚おどろく。

「そんなに、問題があったのか？」

「私刑の件や不法装備の販売、本来は隊での持ち回りの書類仕事や廏きゆう舎しやの世話の押し付け、騎士の給与の横領と、コータスはこれだけの不正の被ひ害がいを被こうむっていたわけだ」

「…………はぃ？」

　俺が間の抜けた声で聞き返す中、レスカたちは俺の方をジッと見つめる。

「俺もコータスに伝えずに勝手に囮捜そう査さみたいなことに了りよう承しようしたのは、すまなかった」

　親父が勢いよく頭を下げる一方、その話を聞いた俺は、心当たりがあるが、特に怒いかりや悲しみを覚えなかった。

　代わりに、レスカたちや義弟のアポロが不ふ機き嫌げんそうにしている。

　なんだか、気付いていなかった俺の鈍にぶさに、逆に申し訳なく感じる。

「けど、コータスも違い和わ感かんを感じ取って俺たちに相談すると思ってたんだが……」

「だが？」

「俺たちが魔物討とう伐ばつの遠えん征せいに出ている間に、お前が不正の証人にならないように左遷しやがった！　しかも、お前もお前で素す直なおに受けやがって、帰ってきたら、いつでも不正を正せるように準備してたのに肝かん心じんの証人がいなくなってたんだから！」

　吠ほえるような親父の言葉に俺は、素直に頭を下げる。

「本当に心配掛かけて、申し訳ありませんでした」

「お前は、ホント昔から鍛錬とかで弱音を吐くとか頼たよることをしないのは、美点だけど、その時は、裏目に出たぞ」

　親父は、そう言って疲つかれたように溜息を吐き出す。

「お前が左遷された直後は、自由騎士団の中にも騎士団を辞めて冒険者に戻ろうとする奴やつらもいたから、引き留めるのが大変だったぞ。俺も面めん倒どう臭くさかったから名めい誉よ貴族を返上して、家族でお前を追い掛けて辺境で農家になってもいいかもと思ってたしな」

「いや、親父が率そつ先せんして辞めようとしてるだろ！」

　思わぬ告白に俺は頭を抱かかえ、レスカも苦笑いを浮かべている。

「まぁ、その後は、コータスがこの町に左遷されてすぐにＢランク魔物が出現したのを聞いた時は、自由騎士の面々を連れて討伐しに行こうと思ったくらいだが……」

「まだ、あるのか？」

「俺たちに話が伝わってきたのは、お前が魔物を倒たおしてから二週間は経たってた。それに救きゆう援えん依い頼らいを断った代官や貴族派閥の文官が情報封ふう鎖さしていた件が明るみになってな。流石さすがにこれに関しては、陛下も完全にブチ切れていたぞ」

　そう言って親父おやじは、手刀で首を斬きるような動作をする。

　救援依頼を断った近きん隣りんの町の代官や情報封鎖した貴族派閥の文官は、役職を外され閑かん職しよくに回されたのだろう。

　この辺境の牧場町は、王国の直ちよつ轄かつ領でエルフの里との交易を密ひそかに行っているので、王室にとっては大事な場所の一つである。

「終しまいには、この国の守護竜りゆうと契けい約やくして、真竜の雛ひなの守護者になったと聞いた時には、流石に俺も頭を抱えたぞ」

「まぁ、非現実的だよな。あと、守護者と言うより保育者に近いかな」

　そう言う俺が、レスカの膝ひざの上に抱えられたチェルナを見ると、なに？　といった風に小首を傾かしげて俺を見上げてくるので、その頭を優やさしく撫なでる。

　そんな俺に対して、アポロから尊敬の眼まな差ざしを向けられるのは、むず痒がゆく感じる。

「まぁ、それでコータスが注目された結果、左遷される前に所属していた重装騎士団の不正が明らかになったし、お前の左遷が不当であることも判明した」

　他ほかにも親父たちが探さぐれなかった不正が芋いもづる式に明らかになり、俺の証言なしでも綺麗に騎士団の不正が立証された。

　不正に関かかわった人間には、罰ばつが与あたえられ、先日ようやくその後処理が終わったらしい。

「これでめでたし、めでたし、と。コータスの活かつ躍やくを聞いた自由騎士団の奴ら、自分のことのように喜んで騎士団辞めるの撤てつ回かいしてたぞ」

「あなただってそうでしょ？」

　アルテナさんが微笑みながらそう付け足すと、親父も恥はずかしそうに笑う。

　それにしても思わぬ意い趣しゆ返がえしが知らないところで起こったことに、当人の俺は、困こん惑わくするばかりである。

「ほんと、どうでもいいんだがな。俺は、レスカたちとの生活が楽しくて、幸せだからな」

　その呟つぶやきに食堂が静まり返る。

「えっと、コータスさん、それってどういう意味ですか？」

「ん？　レスカたちと過ごす牧場町の生活は、楽しくて幸せだ、とそのままの意味だが」

　親父との話し合いですっかり冷めてしまったお茶を啜すする一方、レスカは恥ずかしそうに顔を赤らめ、狼狽うろたえていた。

「あはははっ、最大の仕返しは、相手以上に幸せになることか！　そりゃいいな！」

　親父が大笑いする中、狼狽えていたレスカは、恥ずかしそうに縮まる。

　そして、親父の大笑いが収まり、レスカも落ち着いたところで、俺は疑問に思っていたことを親父に尋たずねる。

「それで、なんで親父がこの町にいるんだ？」

「そりゃ、不正の後処理が終わったところで休みを貰ったからな。コータスに会いに来たついでに、家族全員で避ひ暑しよに来たんだよ」

「噓うそだな」

　断言する俺に親父は、困ったなぁ、とぼやきながら頭の後ろを搔かく。

「今朝、文官を連れた馬車が来たって話を聞いた。ただの避暑に来たのなら、そっちの説明が付かない」

「お前は、自分のことに関しては鈍どん感かんなのに、なんでそういうところだけ鋭するどいんだよ」

　確かにそうだな、と頷うなずく親父は、話してくれる。

「避暑ってのは噓じゃない。だが、それと同時に、この町の視察のために文官と護衛の自由騎士と一いつ緒しよに来たんだよ」

　今、牧場の外でバルドルと共に待機している箱馬車を護衛していた人たちは、やはり知り合いの自由騎士たちだったようだ。

「視察？　なぜ？」

　家族を連れて避暑のついでに視察？　何のためにこの町を視察するのか。

「もうじき王太子の第一子が生まれて、そろそろ国の体制が次代に移行する動きがある。そうなると王家にいる第二王子と第二王女は、臣しん籍せき降こう下かの必要がある。第二王子は、婚こん約やく者の公こう爵しやく家に婿むこ入いりが決まっているが……」

「第二王女が賜たまわる領地の選定か」

「その通りだ。王家が保有する直轄領を賜たまわり、貴族のパワーバランスを考えて不在だった婚約者を選定することになるだろう。そのための視察だ」

　そうなると、この町以外の直轄領にも同じように騎士や文官が派は遣けんされているのだろう。

「そんなわけで視察に同行する形で休きゆう暇かを貰もらったわけだ。コータスの顔も見たかったしな」

　俺が胡う乱ろんげな目で見つめると親父は、はははっと豪ごう快かいに笑う。

「しばらくは、代官のパリトット子爵のところに世話になる予定だ」

「義兄にい様、こっちに滞たい在ざいしている間、また稽けい古こを付けて下さい！」

　期待の籠こもった目を向けてくるアポロに対して、黙だまっているジニーからの厳しい視線が送られるのは、アポロのことをライバル視しているのだろうか。

「……一応、俺も仕事というか、牧場の手伝いがあるからいつもは見られないぞ」

　俺がそう告げると不満そうに唇くちびるを尖とがらせるアポロに。アルテナさんが提案する。

「それなら、アポロもコータスくんのお仕事を見学すればいいんじゃないかしら？　牧場見学も避暑の楽しみ方の一つになるのではないかしら？」

　俺では判断できないのでレスカに目を向けると、にこやかに頷く。

「牧場見学なら構いません。ですが、ここは調教された魔ま物ものの牧場ですので、勝手な行動は危険ですから私たちの指示に従って下さいね」

　ハッキリと告げるレスカの言葉に、親父がアポロに尋ねる。

「どうだ、アポロ。ちゃんと指示に従えるか？」

「大だい丈じよう夫ぶです！　義兄様やレスカさんの言うことをしっかり聞きます！」

　元気のいい返事をするアポロは、元々聞き分けがいいので心配は少ない。

　そうして、他にも当たり障さわりのない談だん笑しようをしていると昼飯時になる。

「あっ、そろそろお昼ですね。ご飯を食べていきますか？」

「いや、外に仲間の自由騎士たちを待たせてるんだ。パリトット子爵のところに戻もどってから町の食堂にでも出てみるさ」

　そう言う親父は、アポロとアルテナさんを連れて、レスカの牧場から帰って行く。

　俺たちは、外に出て親父たちを見送り、溜ため息いきを吐はき出す。

「ふぅ、帰ったか」

「いい人たちですね。コータスさんのご家族は」

「ああ、そうだな。いい人たちだと思う」

　俺がレスカに相あい槌づちを打つと、今まで親父たちの前で黙って頷うなずいていたジニーとヒビキが俺に尋ねてくる。

「コータス兄ちゃんの弟、すごいべったりだった」

「そうね。アポロくんだっけ、コータスに懐なついてるわね」

　魔物牧場の見学をすることになったアポロのことを尋ねられて、俺も親父の家に居た時の思い出を語る。

「小さい頃ころからアポロの面めん倒どうを見たり、鍛たん錬れんのない休みの時には本を読み聞かせたりしていたからな。それで慕したわれたんだと思う」

　俺は、いつか親父のところから出て自立することを考えて、自由騎き士し団に通って鍛錬していたが、それ以外の休みの時は大たい抵ていアポロの世話をしていたような気がする。

「アポロくんを見ていて、本当にコータスさんが好きだってことが分かりました」

「なんか、犬みたいな男の子だった」

　ジニーの例えに、そんな感じはあるなと俺が苦笑いを浮うかべる。

　犬という単語にペロが反応するので、俺はペロの二つの頭を交こう互ごに撫でる。

「あー、確かにコータスが寡か黙もくな大きなワンコで、アポロくんが尻尾しつぽを振ふって大好きアピールする小さなワンコっぽいわよね」

　ジニーに便乗したヒビキの例えに、確かに的確に表現しているが、俺はそう見られているのかと微び妙みような表情を作る。

「……コ、コータスさんが、大きな、ワンコ……ご、ごめんなさい……」

　それが妙みようにレスカの笑いのツボに嵌はまったのか、押し殺した声で肩かたを震ふるわせている。

　珍めずらしいレスカの様子に俺は、どうして良いか分からなくなり、困り顔で眉まゆ根ねが下がる。

　それが余計に犬っぽいらしく、レスカの押し殺した笑いが止まらなかった。




　　　　●




　昼食後、洗せん浄じよう液を掛けた牛舎を水で洗い流し、扉とびらを全開にして風を通す。

　午後からぐんぐんと気温が上がり、水で洗った牛舎もすぐに水気が蒸発しそうである。

　この時間帯の牧場町は、どこも働く人は疎まばらであり、それはレスカの牧場も同じである。

「ジニーちゃんとチェルナは、可愛かわいいわねぇ。揃そろって軒のき下したのデッキでお昼ひる寝ねする姿……」

　軒下のデッキは、風通りがいいために涼すずしくて過ごしやすい。

　チェルナを抱えたジニーは、真竜のひんやりとした低めの体温と鱗うろこのすべすべとした感覚に、気持ち良さそうに昼寝をする。

　腕うでの中にいるチェルナもジニーに頰ほお擦ずりすると、ジニーは擽くすぐったそうに身を捩よじり、ふにゃりとした笑えみを浮かべる。

「コータス、見た!?　ジニーちゃん可愛くない!?　めっちゃ、可愛い私の義妹いもうとなのよ！」

「あまり騒さわぐと起きるぞ。それに、義妹じゃないだろ」

　俺がヒビキと何時ものやり取りをする一方、苦笑いを浮かべるレスカは、ジニーとチェルナにそっとタオルケットを掛かけている。

　ヒビキは、軒下に運んだ本を読み、時折ジニーたちの寝顔を眺ながめて緩ゆるんだ表情を見せる。

　そして、レスカは──

「レスカは、朝早くから起きているんだから、昼寝をしなくていいのか？」

「ちょっとやりたいことがあるので、その後でお昼寝させてもらいます。ペロ、おいで」

『『ワフッ』』

　レスカは、ペロ用のブラシと麻あさ袋ぶくろを用意してペロを呼ぶ。

　暑さで水をがぶ飲みして軒下でダレていたペロは、レスカのところにやってくる。

「レスカ、これから何をするんだ？」

「ペロをブラッシングするんですよ。夏の初めはちょうどペロの換かん毛もう期きですから」

　雨季が明けて、夏になると、どの魔犬種の魔物も毛の生はえ替かわりの時期を迎むかえるらしい。

「自然と毛が抜ぬけ落ちることもあるんですけど、こうしてブラッシングして整えてやれば、綺き麗れいに夏毛に替わるので過ごしやすいはずです」

　そう言ってペロの体をよく見れば、脇わきのところが擦すれたのか、冬毛の一部が抜け落ちて凹へこんでいるように見える。

「それじゃあ、ペロ。涼しくなりましょうね」

『『ワンッ！』』

　返事をするように吠ほえたペロは、レスカの前で体を横に倒たおして脱だつ力りよくする。

　レスカは、そんなペロの毛並みに沿って、何度もブラシを掛けていく。

「おっ、凄すごい量が取れるな」

「年二回、夏毛と冬毛の生え替わりは、凄いですからね」

　中型犬と大型犬の中間辺りの大きさであるペロの抜け毛は、結構な量がある。

　一度ブラシで梳すくだけでその部分の毛がごっそりと抜け、心なしかペロの体が一回り細くなり、涼しそうに見える。

「コータスさんもやりますか？」

「いいのか？」

「はい。私は、抜け毛の片付けの方をしますから」

「ありがとう、やらせてもらう」

　俺は、レスカからブラシを受け取り、ペロのブラッシングを引き継つぐ。

　面おも白しろいようにペロの体から冬毛が抜け、無心で背中から脇、お腹なか、脚あし先と丁てい寧ねいにブラッシングする。

　ブラッシングを受けるペロは、ブラシによる刺し激げきと暑い毛が抜けた涼しさから目を細めて気持ち良さそうな寝息を立て始める。

　そして、ペロの抜け毛をレスカが拾い集め、麻袋に詰つめていく。

「レスカ、ペロの抜け毛は捨てるのか？」

「いえ、オルトロスの抜け毛ですからね。毛皮ほど価値はありませんけど、綺麗に洗浄すれば、フェルト生き地じにすることができるんですよ」

「へぇ、そうなのか」

「はい。オルトロスは、火を吐く魔物なので体毛にも耐たい熱ねつ性があるんです。なので、フェルト生地にしてコートの間や革かわ製防具の裏側に一枚挟はさめば、耐熱効果や防寒効果が高まったりするんです」

　いつものレスカの魔物うんちくに頷きながら、ペロへのブラッシングを続ける。

「それじゃあ、これも商品になるのか？」

「商品ですけど、高価で珍しい季節物ですね。安定生産はできませんし、他ほかに安価な素材がありますからね」

　確かに商業的に考えれば、いくらオルトロス由来の素材が優すぐれていても安定して出荷できないものならば、わざわざ高い素材を買うよりも代だい替たいできる素材を求めるだろう。

「それにペロの抜け毛は、沢たく山さんは集まりませんから加工してもらうと自分が使う分だけのフェルト生地にしかならないんですよ」

「へぇ、そんなものまであるのね」

　レスカの話を聞いていたのか、ヒビキが本を閉じて話に加わってくる。

　ペロの抜け毛を一ひと摘つまみしたヒビキは、指先から魔力を通して素材を確かめる。

「魔物の素材だから、色んな種類のお守りを作れそうね」

　ヒビキは、道具や物に何らかの効果を与あたえる付ふ与よ魔法を頻ひん繁ぱんに使う。

　牧場町の職人たちの要望に合わせた効果の魔法を付与する仕事をしており、その際に貰う魔物革の端は材ざいなどからも革かわ紐ひものお守りなどを作り、俺やジニーは助けられたことがある。

「ねぇ、レスカちゃん。ペロの抜け毛のフェルト生地って貰える？」

「それなら、前回の換毛期に作ったフェルト生地の残りがありますから後で渡わたしますね」

「ありがとう。牧場町の魔物革の端材だけだと作れるお守りの種類に限りがあるからね。上位の素材なら、作れる種類も増えるのよ」

【賢けん者じや】の加護を持つヒビキが作るお守りは、破格の性能を有している。

　そんなヒビキが上位の素材から作るお守りの効果は、頼たのもしくもあり、恐おそろしくもある。

「うーん。作れるのは、【厄やく除よけ】とかが実用的かしら」

「【厄除け】ですか？」

「ええ、【魔物除け】だと畜ちく産さん魔物にストレスを与えちゃうから、人からの悪意とかを退ける効果や浄じよう化かする効果を組み込んだお守りになるわ」

　複数の効果を素材に組み込むには、上位の魔物の素材が必要なのだろう。

「あー、そう言えば、コータスのところに大だい蛇じやの魔物の牙きばがあったわよね」

「リーンカル・スネークの牙か？　確かにあるが……」

　雨季に【魔の森】で遭そう遇ぐうし、討とう伐ばつした大蛇の魔物を思い出す。

「あれもＣランク相当の魔ま物ものだから、複数の効果を組み込んだお守りが作れるわよ」

「例えば？」

「牧場町で役立ちそうなのと言えば、【豊ほう穣じよう】のお守りかしら、あとは【安全】のお守りね。家内安全、旅路の安全を祈き願がんするお守り」

　安全と一言で言っても様々な場面ごとに適切な効果が違ちがうので、それらを纏まとめるために複数の付与魔法を組み込める上位の素材が必要なようだ。

「あとは……【安産】のお守りかしら」

「あ、【安産】!?　ヒビキさん、突とつ然ぜん何言うんですか!?」

　いきなりの発言にレスカが慌あわてる中、ヒビキはからかうような笑みを浮かべる。

「あれれ、レスカちゃん。何を想像したのかしら？　お姉さんに分かるように言ってくれないかしら？」

「えっ、あっ、その……ですね……。安産だから、赤ちゃんのことかと……」

「うんうん、そっかぁ～、そうよね。ちなみに、お姉さんは、畜産魔物たちの安産祈願の意味で話していたのよ」

　俺はヒビキの言動を見て、確信犯だな、と思いながらも俺が話に加わっても拗こじれそうなので黙だまって聞いている。

　そしてヒビキは、レスカがあたふたしたところで笑いながら謝る。

「ごめんね。可愛すぎて意地悪しちゃったわ。でも【安産】に関係する付与魔法は本物よ」

【安産】の付与魔法は、【健康】の効果をベースに体調に作用する付与魔法を組み込むので、意外と高度らしい。

　また貴族たちは、跡あと継つぎを残すことも重要な仕事であるために、【安産】が付与された物品の価値は非常に高い。

「まぁ、ペロのフェルト生地と大蛇の牙で作れるお守りは、そんなところね」

「……なら、ヒビキ。幾いくつかのお守りを頼まれてくれないか？　少ないが金は出す」

「なに？　コータスのために【身代わり】のお守りが必要なら予備はあるけど？」

　俺からの注文に不思議そうに首を傾かしげ、予備のお守りがあることを伝えてくるが、俺が欲ほしいのは自分のためのものではない。

「【身代わり】のお守りも欲しいけど、【健康】や【安全】なんかのお守りを、な」

　俺の注文を聞いて、なるほど、と納なつ得とくするヒビキにレスカが小首を傾げる。

「ヒビキさんだけ、何を分かったんですか？」

「ん～？　それは、コータス自身の口から聞いた方が良いんじゃないかしら？」

「……言わなきゃダメか？」

「うーん。性能のいいお守りを三つも買うんだったら、金貨を積まないと手に入らないものよね。コータスが必要な理由を自分の口から話してくれたら、お代は負けてあげるわよ」

　本当に楽しそうな笑えみを浮うかべて、ほらほら早く、と俺が理由を言うのを催さい促そくしてくる。

　流石さすがに左さ遷せんされた騎き士しの安月給では、金貨での支し払はらいは難しく、背に腹は代えられないと、恥はずかしさを押し殺しながら応こたえる。

「親父おやじたちに贈おくりたいんだ。親父は、なんだかんだで命の危険がある仕事だから【身代わり】のお守り。アルテナさんには、家の中で健すこやかに過ごして欲しいから【安全】のお守り、アポロには、怪け我がや病気がないように【健康】のお守りがそれぞれ欲しい」

　笑われるかな、と思い顔を上げるとレスカとヒビキは、微笑ほほえましげに俺を見ていた。

「あんたって養父一家とか言って線引きしているようで、ちゃんと家族やってるわよね」

　不器用ねぇ、とヒビキに困った子どもを見るような目で見られ、俺は気恥ずかしさから視線を逸そらす。

「そういうことなら、ペロのフェルト生地をぜひ使って下さい。コータスさんには、いつもお世話になっていますから」

「それじゃあ、私も腕によりを掛けてお守りを作るとするわ」

「すまない。二人とも、ありがとう」

　俺は、お礼と共に頭を深く下げる。

　その後、ブラッシングを終えたペロは、毛並みも良くなり、ほっそりとして心なしか涼すずしそうになって、ジニーとチェルナに並んで寝ねそべる。

　レスカとヒビキも気持ち良さそうに寝るジニーたちを見て、眠ねむ気けが移ったのか、軒のき下したで横になり、タオルケットを羽織って、夏場の暑い時間帯をやり過ごす。

　俺もそんな幸せそうな光景に目を細め、冷たいお茶を少しずつ飲んで過ごし、涼しい夕方には綺麗になった牛舎に敷しき材ざいを入れて一日の仕事を終えるのだった。




　　　　●




　翌日、朝早くから牧場仕事に精を出す俺たちのところに、義弟おとうとのアポロと保護者代理の自由騎士が一人やってきた。

「コータス義兄にい様、レスカさん、おはようございます！　来ました！」

「アポロ、よく来たな。親父たちは？」

「父様は、町の視察に同行してます！　母様は、パリトット子し爵しやく夫人からこの町の特産品について色々と伺うかがっています！」

　小走りで近寄ってきたアポロの頭を撫なでながら、親父たちの様子を聞く。

　そして、遅おくれてやってくる保護者代理の自由騎士が頭を下げる。

　互たがいに見知った相手ではあるが、今回の牧場見学はアポロ主体であるために、会え釈しやくだけで会話はない。

　アポロたちが牧場に到とう着ちやくし、レスカたちの準備を待っていると、母おも屋やの方から鳴き声がして振ふり返る。

『キュイ～』

「チェルナか……」

　振り返った俺の顔に、ぼふっと何かがしがみつく。

　最近、短い距きよ離りだが飛行できるようになったチェルナは、頻繁に俺の頭に直接着地しようとする。

　そして、時折今回のように勢い付いて、顔面や側頭部にぶつかってくるのだ。

　俺は、そんなチェルナを引き剝はがし、頭の定位置に載のせる。

「チェルナ、大だい丈じよう夫ぶか」

『キュイ！』

「なら、いい」

　俺とチェルナのやり取りにアポロたちがポカンとした様子で見てくる。

　真しん竜りゆうの雛ひなのチェルナを改めて見て、驚おどろいているのだろうか。

　そして、チェルナを追ってレスカとペロがやってくる。

「チェルナ。先に行ったらダメですよ！　あっ、おはようございます」

　追い掛かけてきたレスカが牧場にやってきたアポロたちに気付き、挨あい拶さつをすると二人は正気に戻もどる。

「こちらこそ、よろしくお願いします！」

　アポロがレスカに挨拶をして、自由騎士も会釈する。

「気にしないで下さい。折角ですからこの牧場町を楽しんで下さい」

　レスカがそう応え、俺は慣れた手付きでペロとリアカーを繫つなぎ、朝に用意した配達物を積んで行く。

　その一方でレスカは、アポロたちに今日の見学の予定を説明する。

「今日の予定をアポロくんに説明しますね」

「お、お願いします」

「今日は、牧場町の配達をしながら町を案内します。明日からは、幾つかの牧場の手伝いがありますので、その体験や見学をしていただけたらと思います」

「分かりました」

　アポロは、背筋を伸のばしてレスカの話を聞くが、そこまで肩かた肘ひじを張る必要はない。

「とりあえず、行こうか。アポロも疑問があればその都度、聞けばいい」

　俺とレスカは、リアカーを牽ひくペロの横に立ち、二人も俺たちに並ぶ。

　そして俺たちは、配達の通り道にある牧場町の各所をアポロたちに説明していく。

「あそこがランドバード牧場だ。ちょうど、雛のお披ひ露ろ目めをしているな」

「可愛かわいいですね。ランドバードの雛たち」

『キュイ！』

　俺とレスカは、一いつ旦たんランドバード牧場の柵さくの前で止まり、柵の外からランドバードの雛たちの様子を眺ながめる。

　生まれたばかりのランドバードの雛たちは、牧場の敷しき地ち内を歩く親鳥代わりのランドバードの後ろをピヨピヨと鳴きながら追い掛けている。

「可愛い……」

　アポロが感かん嘆たんの声を上げて、ランドバードの雛を見る。

　体長60センチほどの黄色い体に毛先が赤っぽい産うぶ毛げを生やした雛たちは、短い足を素す早ばやく動かして、小さな翼つばさでバランスを取りながら一いつ生しよう懸けん命めいに歩く姿は、庇ひ護ご欲よくをそそる。

『キュイ！』

「あっ、チェルナ！　勝手に入るな！」

　ランドバードの雛たちに興味を引かれたのか、俺の頭の上から飛び出したチェルナは、牧場の柵を越こえて雛たちのところに向かう。

　そして、牧場の敷地に着地したチェルナが雛たちに近づくと、いきなり見知らぬ魔物が現れたことで雛たちが一いつ斉せいに四方八方に散るように逃にげ出す。

「ランドバードの雛は、生存率を高めるために逃げる時は、複数の方向に逃げることで全ぜん滅めつを避さけているんですね。興味深い行動ですよね」

「いや、レスカ。ここは冷静に見ているところか!?」

　走ることが得意な魔物であるランドバードの雛たちが一斉に逃げ出し、チェルナが追い掛けようとする。

　だが、チェルナの手足は短く、走るよりも飛ぶことに適した体をしているために、追い掛けても追いつけず、足が縺もつれて転がる。

　真竜の鱗うろこに覆おおわれているので怪我はなく、柔やわらかな砂地にコロコロと転がって止まり、悲しそうにピィピィと甲かん高だかい鳴き声を上げる。

「あー、チェルナ、ちょっと待ってろ。今、行くから」

　俺がランドバードの柵を乗り越えてチェルナを迎むかえに行こうとしたとき、見知った色合いのランドバードがチェルナを優やさしく咥くわえて柵の傍そばまで運んできた。

「ソニック・ランドバード、すまない。助かった」

『クェッ！』

『キュイ！』

　ランドバードの亜あ種しゆに進化したソニック・ランドバードが嬉うれしそうに鳴き声を上げ、俺が受け取って抱かかえるチェルナも返事をする。

「義兄様、その魔ま物ものは？」

「ああ、このランドバード牧場のソニック・ランドバードって亜種だ。たまに、乗せてもらってるんだ」

　俺が柵越しにソニック・ランドバードに手を伸ばすと、甘えるように俺の手に擦すり寄ってくる。

　そんな俺の様子を見て、アポロが目を輝かがやかせている。

「凄すごいです、義兄様！　真竜と契けい約やくするのみならず、騎き乗じよう用の魔物を調教したんですか！」

「いや、ちょっと違ちがうんだが……」

　進化直後に力の使い方や限界を覚えさせる手伝いをしたり、鍛たん錬れんの一いつ環かんとして時折、ソニック・ランドバードに乗せてもらっていることを伝えるのだが……。

「アポロ、俺は別に調教師になったわけじゃないぞ」

「はい、わかっています！　ですけど、『優ゆう秀しゆうな竜りゆう騎き士しは、優秀な調教師でもある』と言う格言の通り、竜騎士の名に恥じないために、牧場仕事を手伝いながら調教師の技能も修めているんですよね！」

　アポロからの尊敬は、勘かん違ちがいであるがそれを訂てい正せいするとアポロの夢を壊こわしそうで言い淀よどんでしまう。

　そもそも俺自身は、竜騎士と名乗ったことはなく、左さ遷せん騎士のままである。

「いつか、コータス義兄様がワイバーンに乗って空を飛ぶ姿を見てみたいです」

「……まぁ、機会があれば、な」

　俺は、曖あい昧まいな言葉でそう返す。

　俺の心中を察したレスカと保護者代理の自由騎士は、微び苦く笑しようを浮かべている。

「さぁ、配達の続きだ。行こうか」

　俺がそう声を掛けるが、今から訂正すべきか、とアポロを振り返る。

　アポロの、方々に逃げたランドバードの雛たちが成体のランドバードたちに一いつ箇か所しよに集められる様子を楽しそうに眺めている姿を見たら、何も言えなくなる。

　俺は、アポロに気付かれないように溜ため息いきを吐はき出す。

　アポロからの期待や憧あこがれを壊さないように、兄の威い厳げんを保つのは大変だと思い、俺たちは、牧場町の配達と案内を再開するのだった。

　そして、牧場町の配達を終えた帰り道では、他ほかの牧場を案内する。

　サラマンダー牧場やコルジアトカゲ牧場では、生まれたばかりの爬は虫ちゆう類るい系の魔物の赤ちゃんが親の背中に乗っかる姿を眺め──

　養よう豚とん牧場では、フォレストボアと家か畜ちくの豚ぶたの混血から誕生した新種のグルメボアの幼体を見学し──

　オリバーの家の牧場では、ブラックバイソンやロングゴートなどの畜ちく産さん魔物の子どもが母親の乳からミルクを一生懸命飲んでいる姿を遠目に眺め、その日の見学が終わる。

　そして、一日置きに保護者代理の自由騎士が交代し、アポロの牧場見学が行われる。

　二日目は、トレント牧場での果実の収しゆう穫かくを手伝い、もぎたての果実をその場で食べる。

　三日目は、ランドバード牧場での掃そう除じを行い、実際に雛たちに触ふれ合う。

　魔物牧場の見学では、アポロと自由騎士たちも汚よごれてもいい衣服を着用して、できる範はん囲いの牧場仕事を体験してみる。

　ジニーと同じような冒ぼう険けん者志望のアポロや元冒険者の自由騎士たちは、汚れることを厭いとわず、積極的に手伝いをして魔物牧場を楽しむ。

　そして、牧場見学四日目は、朝から非常に暑く、どの魔物牧場でも殆ほとんど作業を中断するほどである。

　レスカの牧場では、ヒビキが魔法で母屋を冷やし、レスカやこの涼すずしさを求めて来たジニー、レスカの牧場にいる魔物たちも無理をしないように休んでいた。

「義兄にい様！　今日は、どんなことをするんですか！」

　そんな中、レスカの牧場に来たアポロは、期待の籠こもった視線を向けてくるが──

「アポロ、今日は休みだ」

「そう、ですか……」

【火魔法】の加護があるためか、他者よりも暑さに耐たい性せいがあるアポロだが、この暑さと日差しの中を歩けば、倒たおれてしまう。

　無理をしないのも、仕事だと伝えると、アポロは、しょんぼりと落ち込む。

　そんな様子のアポロを見て、ヒビキがレスカとジニーを手招きして何かを話している。

「ねぇ、レスカちゃん、ジニーちゃん。前々から作りたかったお菓か子し……作らない？　ちょうど、暑いし」

「ヒビキさんの言っていたやつですね。材料もありますし、やりましょうか」

「なんだかよく分からないけど、あたしも手伝う」

　レスカたちの内ない緒しよ話ばなしが決まったようで、俺たちに話を振ってくる。

「コータスさん、これから牧場町の畜産物を使ったお菓子の試作品を作ろうと思うので、アポロくんには、その体験をしてもらえばいいんじゃないですか？」

「えっ、でも今日は休みじゃ……」

「お前は、気にするな。それとレスカたちは、ありがとう」

　俺がレスカたちに感謝を伝え、アポロはパッと表情を明るくする。

　そしてレスカたちは、みんなで作業するために、食堂のテーブルにお菓子の材料と道具を載のせていく。

「これが今朝搾しぼり立てのリスティーブルのミルクです。こっちは、昨日の牧場見学で貰もらったランドバードの卵……」

　他にも食材としては、砂糖、トレント牧場の手伝いで貰った数種類の果物や以前レスカが作った自家製ジャムやヨーグルトが用意されている。

　お菓子作りの道具として用意されたものは、バター作りで使われる金属の密閉容器と大きな革かわの水すい筒とう、保冷用の水寒石、ヒビキが魔法で生み出した一ひと塊かたまりの大きな氷、大量の塩である。

「俺たちは、何を手伝えばいいんだ？」

「コータスさんたちは、どうしましょう？　とりあえず、これで氷を砕くだいて下さい」

「分かった」

　俺は、アイスピックを受け取り、突つき刺さすように氷の塊を砕いていく。

　その一方でレスカたちは、ヒビキが記したメモを見ながらお菓子作りを始める。

「えっと、まずは卵の白身と黄身を分けて、卵白に砂糖を加えてメレンゲ状になるまで混ぜるんですね」

　ランドバードの卵は大きいので、卵黄はお玉で掬すくうように取り分ける。

　大量の卵白を二つのボウルに分けて、レスカとジニーがそれぞれのボウルに入った卵白を混ぜ、レスカのボウルをアポロが、ジニーのボウルをヒビキが押さえる。

　ボウルの中身がメレンゲ状になるまで延々と泡あわ立だて器で混ぜ続けるのは、腕うでが疲つかれるので時折、交代している。

「次に、分けておいた卵黄に砂糖を加えて混ぜましょう」

　レスカは、事前に量った砂糖を卵黄に加えるが、その量にアポロが驚おどろき、ボウルを覗のぞき込む。

「結構、お砂糖が入るんですね」

「そうですね。初めて作りますけど、そういうものらしいですよ」

　アポロの疑問に、レスカがそう答えると、作業は次の段階に移る。

「ジニーちゃんとヒビキさんの方も良さそうですね。コータスさんの方も準備はいいですか？」

「ああ、十分氷は砕いた。それにレシピ通りに鍋なべに塩も入れて混ぜておいた」

　俺は、レスカに頼たのまれて砕いた氷を大きめの鍋に詰つめ、用意された大量の塩を混ぜ、より冷やすために水寒石を使う。

「ありがとうございます。なら、メレンゲに砂糖を加えて混ぜた卵黄を加えて、ムラなく混ぜます」

　そうしてメレンゲと卵黄が混ざった液体の入ったボウルを氷と塩と水寒石を敷しき詰めた鍋に置いて冷やすようだ。

「これで完成ですか？」

　アポロが疑問を投げかけると、埃ほこりが入らないように蓋ふたを置き、涼しい場所に移動させながらレスカが説明する。

「いえ、これを冷やした後、牛乳を加えて混ぜ、再び三時間以上冷やすと完成するらしいんです。これは沢たく山さん作るやり方なので、一人分を短時間で作る方法もやりましょうか」

　そしてレスカは、バター作りの金属の密閉容器と革の水みず袋ぶくろを手に取る。

　金属の密閉容器に牛乳、砂糖、卵黄を入れて蓋を閉じ、革の水筒に入れ、隙すき間まを埋うめるように砕いた氷と大量の塩、水寒石を入れていく。

　その後、金属容器の入った革の水筒の口を閉じ、冷気を逃のがさないように手て拭ぬぐいを何重にも巻いた後、革かわ紐ひもで縛しばる。

「これを振ふるとさっきよりも簡単にお菓子が作れるらしいですよ。それじゃあ、コータスさん、お願いします」

「ああ、分かった。任せろ」

　俺は、レスカから金属容器の入った革袋を受け取り、バター作りの要領で全力で振り始める。

　最初は金属容器内部の液体が上下に動くのが分かるが、それが次し第だいに小さな粒つぶのようなものが混じり、それが段々と冷やされて塊になっていく感覚を覚える。

　そして、最終的には大きな一つの塊が上下に動いているのが分かる。

「できたと思う」

「なら、見てみましょうか」

　俺がレスカに革袋を手て渡わたすと、レスカは革紐を解ほどき、中の金属容器を取り出す。

　氷に塩が加わると、塩が溶とける際に周囲の温度を奪うばいながら、速く氷が溶けるという不思議な現象が起こるらしい。

　その現象を利用し、局所的に氷より冷たくすることで、氷ひよう菓かを手軽に作ろうとしたのが、今回のお菓子である。

　そして、金属容器からスプーンで搔かき出された氷菓子の黄色掛がかった乳白色の塊がお皿に盛り付けられる。

「これが──アイスって氷菓です。最初にアポロくんが食べてみますか？」

「良いんですか!?」

　興きよう味み津しん々しんといった様子でアイスを見つめるアポロにレスカがそう勧すすめると、嬉うれしそうに頷うなずく。

「い、いただきます……」

　レスカからスプーンを受け取ったアポロは、緊きん張ちようした面おも持もちで乳白色の塊をスプーンで崩くずし、口に運ぶ。

「つ、冷たい、それに甘い！　口の中に入った瞬しゆん間かん溶けちゃいました！」

　アポロのその反応を見て、羨うらやましそうにするジニーを宥なだめるように頭を撫なでると、アイスを作るために冷たい革の水筒を振っていた手が冷えていたのか気持ち良さそうに目を細める。

「良かったですね。コータスさんやジニーちゃん、ヒビキさんに自由騎士の方もどうぞ」

　そう言ってレスカも俺たちにスプーンを渡わたし、アイスを食べるように勧めてくる。

　ジニーとヒビキは、喜々としてアイスを一口食べ、感想を口にする。

「っ!?　コータス兄ちゃん、レスカ姉ちゃん、甘い！　それに冷たくて、シャリシャリする！」

「あー、ちょっとアイスの滑なめらかさが足りないかな。けど、即そく席せきで作るならこんな物かしら、冷たくて美味おいしいわ」

　ジニーとヒビキに遅おくれて保護者代理として本日来た自由騎士もアイスを口にする。

　今日の自由騎士は、甘党の女性であるために、アイスの食感と甘さ、夏場の冷たさに嬉しそうに表情を綻ほころばせている。

　ジニーとアポロは、もう一口と互たがいに競きそうようにアイスを一口ずつ掬って食べる。

　そして、短時間で冷たいものを食べたために、口の中が冷えて頭痛がするのか二人揃そろって頭を押さえている。

　食事が不要なマーゴや冷たいものが苦手なミアは、アイスから距きよ離りを取っているが、ペロやチェルナ、窓から顔を覗かせるルインにもアイスを分けると美味しそうに食べる。

「さぁ、コータスさんもどうぞ」

「いや、レスカの方が先だ。頑がん張ばってたんだから」

　まだアイスを一口も食べていない俺とレスカは、互いに譲ゆずり合う。

　だが、いくら母おも屋やがヒビキの魔法で涼しいからと言っても、常温に晒さらされているために氷菓のアイスが少しずつ溶け始めている。

「ほら、レスカが先だ。早く食べないと溶けるぞ」

「わ、分かりました。あーん」

　俺が掬ったアイスを差し出すとレスカは、小さく口を開けてアイスを食べる。

　レスカは、初めてのアイスを味わうように目を閉じている。

「おいしいです。こんな味、初めてです。次は、コータスさんの番ですよ」

「むっ、そうか」

　レスカが食べた後、俺も自分のスプーンでアイスを掬い、食べる。

　舌の上で溶けるミルクの香かおりと甘みの強いアイスに、不思議な心ここ地ち好よさを感じる。

　そんな俺とレスカのやり取りを見たジニーやヒビキ、アポロ、自由騎き士しの女性が、俺たちをジッと見ていた。

「な、なんですか？　なにかありましたか？」

「いえ、コータス義兄にい様が女性とそんな風にするなんて……」

「コータス兄ちゃん、それ、間接キスになっている」

　驚くアポロの呟つぶやきと冷ややかな視線を送ってくるジニーの指し摘てきに、俺は配はい慮りよが足りなかったとそっと目を逸そらし、少し顔が熱くなるのを感じる。

「すまない、レスカ」

「い、いえ！　コータスさんは、アイスが溶ける前に気を遣つかってくれただけですし！　その、スプーンを多く用意してないのが悪いんです！　だから、その……こ、これは洗わないと駄だ目めですね！　ちょ、ちょっと片付けてきます！」

　レスカもジニーの指摘を受けて、顔を真っ赤に染めて俺の手からスプーンを奪い取り、足早にスプーンを片付けるためにこの場から離はなれる。

　そんなレスカの反応にヒビキは、微笑ほほえみを浮うかべながら──

「さぁ、このアイスが溶けちゃうから残りを食べましょう。このアイスは混ぜる食材を変えることで色んな味になるわ。次は、イチゴジャムやカットフルーツを混ぜましょう」

　レスカがこれ以上恥はずかしくならないように話題逸らしをする。

　先さき程ほど食べたアイスの他ほかにも色々な味があると分かるとジニーとアポロ、自由騎士の女性は、俺とレスカとのやり取りを忘れて、わいわいと次のアイスの準備に取り掛かる。
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　その際、ヒビキは俺だけに【念話】の魔ま法ほうを使って文句を言ってくる。

（レスカちゃんとイチャイチャして、面おも白しろくない！　初心うぶな男女の反応にお姉さんは、苦しいんですけど！　罰ばつとしてコータスは、延々とアイスを作り続けるのよ！）

　そんな私し怨えんの籠こもったような念話に表情を引き攣つらせつつ、ヒビキの誘ゆう導どうの結果──ジャム数種類、トレント牧場の夏の果物数種類、ヨーグルトなどの食材を混ぜて、一回10分以上、冷やされた金属容器を振り続けた。

「まぁ、腕の鍛たん錬れんになるか？」

　そして新しくできた味のアイスを皆みなで楽しむのだが、俺は、二時間以上も金属容器を振り続けて、腕が疲れてしまった。

　時折、レスカと目が合い、先程のことを思い出して気恥ずかしそうに視線を逸らす姿に、可愛かわいいなぁ、愛いとしいなぁ、という想おもいが以前よりも強くなっているのを感じる。








二章　左さ遷せん騎き士しと川遊び









　夜明け前の涼すずしい時間帯に畑に訪おとずれて、作物を収しゆう穫かくする。

　ナスやピーマン、キュウリ、トマトなどの野菜をレスカが収穫する一方、俺は動く野菜たちの導きにより、収穫に適した少し重い野菜を採っていく。

「今日は、このカボチャか」

　俺は、丁てい寧ねいに鋏はさみで蔓つるを切り、ズッシリと重いカボチャをリアカーに運ぶ。

　作物の中には、風通しのいい場所で保管することでより美味しくなるものがあり、このカボチャもそうした野菜である。

　なので、美味しくなるのが待ち遠しいと想いながら、一つずつ丁寧に運んでいく。

　そしてカボチャの収穫を終えた俺は、数日前からレスカと共に楽しみにしていた黒い縞しま模も様ようの果実を見る。

「──スイカ。食べ頃ごろだよな」

　頷くように動く野菜の蔓を見て、スイカを優やさしく叩たたけば、ポンポンと弾はずむような音が聞こえる。

「コータスさん、嬉しそうですね」

「……そう、見えるか？」

「はい。とても嬉しそうですよ」

　俺は、レスカに指摘されて自分の顔を撫でるが、あまり変わらないと思う。

「とりあえず、収穫しようか」

「そうですね。これを収穫したら行きましょうか」

　そうして俺は、優しくスイカを収穫してリアカーに積み、レスカと共に移動する。

　今日は、牧場町の朝市ではなく、町の西側にある水すい棲せい魔ま物ものの養よう殖しよく所を目指す。

「おはようございます！」

「おぅ、レスカちゃんに、騎士の兄さん。朝早くから悪いね！」

　養殖所は、普ふ段だんは川から水路で水を引き、複数の生いけ簀すに水を供給している。

　だが現在は、水路の一部を封ふう鎖さし、生け簀の水が抜ぬかれ、中で育てられていた水棲魔物たちが別の場所に移されていた。

「夏場になると生け簀の底の堆たい積せき物が発はつ酵こうしたり、藻もが増えやすいからな。今日は、清せい掃そうの手伝いを頼たのむよ」

「ああ、分かった」

　この養殖所は、順番に生け簀の水を抜いて、内部を清掃している。

　生け簀の底や壁かべには、養殖した水棲魔物の食べ残しや糞ふんが堆積して、水質汚お染せんや養殖している水棲魔物の品質低下を引き起こす。

　なので、こうして定期的に生け簀を掃そう除じしているのだ。

「コータスさん、頑張って下さいね。私は一いつ旦たん牧場に帰ってまた来ます。その前に──」

　先程収穫したばかりのキュウリやトマト、スイカなどを養殖所を流れる水路の一角に流されないように浸つけていく。

「水路で野菜を冷やしておきます。お腹なかが空すきましたら、皆さんと一いつ緒しよに食べて下さい。後で朝食のサンドイッチも持ってきますね」

「レスカ、ありがとう」

　俺は、レスカにお礼を言い、レスカとリアカーを牽ひくペロを見送る。

　そして、水路の流水に晒さらされた夏野菜は、これから暑くなり火ほ照てった体を冷やすのに、心強い味方である。

　そんなレスカの気き遣づかいに養殖所の親父おやじさんも喜んでいる。

「それじゃあ、作業始めるか」

「ああ、分かった」

　俺は、大きな生け簀の中に入り、養殖所の親父と共に作業をする。

　まずは、水を掛けてデッキブラシで生け簀の側面の苔こけや汚よごれを落としていく。

　そして、足元に溜たまった泥でい土ど状の堆積物をスコップで掬すくってバケツに入れ、生け簀の外に運んでいく。

　水を吸って重くなったバケツを近くの畑の端はしに捨てていく。

　元々は、水棲魔物の排はい泄せつ物や食べ残しなので、休耕地に混ぜて熟成させれば、良質な土ど壌じように変わるだろう。

　作業中は、発酵して臭においのキツい堆積物が手や顔に撥はねる。

　途と中ちゆう、休きゆう憩けいのために井い戸ど水みずで手や顔の汚れを洗い流し、レスカが水路に置いて冷やしてくれた野菜を養殖所の親父さんと食べる。

「うん。レスカの嬢じようちゃんは、上手うまく野菜を作ってるな。ああ、旨うまいなぁ」

「ほんと、贅ぜい沢たくだな」

　養殖所の親父さんは、日ひ陰かげに座り込み、ポリポリとした食感のキュウリを食べる。

　俺もその隣となりに座ってトマトに齧かじり付くとじゅわっと汁しるが溢あふれ出し、零こぼれないように啜すする。

　男二人では、会話が続かず、汚れた口元を洗って再び作業に戻もどる。

　一度目の休憩が終わった頃ころに、養殖所の親父さんの家族も手伝いに来て、作業のペースが上がり、二度目の休憩の頃にレスカがやってきた。

「コータスさん、朝ご飯を持ってきましたよ」

「レスカ、ありがとう」

　バスケットを抱かかえたレスカと共に、ペロとチェルナも一緒にやってきて、水が抜かれた生け簀の底を覗のぞき込んでいる。

　生け簀を覗き込み過ぎて頭から落ちそうになるチェルナをペロが慌あわてて咥くわえて俺たちのところに戻ってくる。

「はい。コータスさん、お茶です」

「ありがとう、レスカ。……うん？　不思議な味だな」

　俺は、レスカから受け取ったお茶に口を付けて、首を傾かしげる。

　よく冷えていて飲みやすいが、普段のお茶と違ちがうことに気付く。

　ほんのりと甘く優しい味わいの中に香こうばしい香りがすることに、レスカが説明してくれる。

「ヒビキさんが教えてくれたんですよ。麦茶という炒いった大麦を煮に出だして作る夏の飲み物らしいんです」

「へぇ、ヒビキの故郷の飲み物か」

　つまりは、異世界の飲み物か、と内心呟つぶやきながら、冷たくて飲みやすいお茶を味わう。

　喉のどを通り、胃に落ちれば、スッと体に吸収されるような麦茶という飲み物を美味おいしいと思った。

「いつの間に作ったんだ？」

「暑くなってきた時期からヒビキさんと色々と試ためしてたんです。ヒビキさんも細かい作り方は知らなかったので、ジニーちゃんがアドバイスをくれたんです」

「ジニーが？」

　ジニーが麦茶と呼ばれる異世界の飲み物を知っていたのか、と疑問に思う俺に、レスカが補足してくれる。

「ジニーちゃんが類るい似じした飲み物の作り方を知っていたんです。病後に飲む大麦から作るハーブティー的な物らしいんです」

「へぇ、そうなのか」

　世界は違えど、似たようなものがあるんだな、と思いながら、麦茶を飲み干す。

　汗あせを搔かいて火照った体の俺は、レスカからもう一いつ杯ぱい貰もらって、サンドイッチに手を付ける。

　サンドイッチは、採れ立てのトマトやチーズ、菜物野菜がスライスして挟はさまれており、瑞みず々みずしいそれに齧り付きながら、レスカの話に耳を傾かたむける。

「なんでも、この麦茶を深ふか煎いりすると、コーヒーというお茶の代用品になるらしいんです」

「コーヒー？」

「なんでもコーヒーにアイスを浮うかべた飲み物があるらしいんです」

　アイスとコーヒーという異世界の食べ物を組み合わせて別の料理を再現しているのは、ヒビキに郷きよう愁しゆうの念が出てきたからだろうか、と考える。

　だが、ヒビキの普段の表情が過よぎると、ただ単に食べたかっただけだろうなと理解した。

　そんな事を考え込む俺を見守るように微笑ほほえむレスカは、養殖所の親父さんや手伝いに来てくれた家族にも麦茶を振ふる舞まい、そのレシピを口頭で伝えている。

「そう言えば牧場の方は、どうだ？」

「いつも通りですよ。コマタンゴたちも手伝ってくれますし、ジニーちゃんも鍛錬に来て、ヒビキさんから魔法を教わってました」

　俺は、サンドイッチを食べながら牧場の方の様子を聞き、食べ終えた後はレスカにお礼を言いつつ生け簀の清掃に戻る。

　レスカも養殖所の親父さんの家族と共に簡単な仕事を手伝い、ペロとチェルナは、川辺から流れてくる湿しつ気けを含ふくむ涼しい風を気持ち良さそうに浴びていた。

　そして、太陽が大分高くなった頃、生け簀を綺き麗れいに清掃できた。

　早さつ速そく、生け簀に水を流し込めば、取り残した汚れで生け簀の中が濁にごり始める。

「まだ濁ってるな」

「まぁ、これくらい綺麗になれば十分さ。あとは一日ほど水を流し続ければ、濁りも無くなる。そうしたら、移した水棲魔物たちを生け簀に戻すのさ」

　今日綺麗にした生け簀は、養殖所に沢たく山さんある生け簀の一つである。

　終わる際に養殖所の親父さんから、また手伝いを頼む、と言われた後、俺は、井戸水で顔や腕うでに撥ねた汚れを洗い流す。

「それじゃあ、コータスさん。お昼にしましょうか」

「お昼？　先に用意していたのか？」

　俺が首を傾かしげたところで、こちらにジニーとヒビキ、アポロに今日の保護者代理の自由騎き士しが一緒にやってきた。

　ジニーたちは、それぞれ油紙に包まれた肉や野菜、バーベキューに使う金かな網あみや炭などの道具を運んでいた。

「今日のお昼は、川辺でバーベキューでもしようと思ったんです。暑いですし、食べた後は、川辺で水遊びして過ごしてもいいですから」

「そうか、だが……」

　レスカの説明に納なつ得とくしつつも、やってくるジニーとアポロの雰ふん囲い気きが悪いのを感じる。

　元々距きよ離りを取っていた二人は、不ふ機き嫌げんそうにしており、ヒビキと自由騎士の男性が苦笑いを浮かべていた。

「ジニーとアポロに何があった？」

「さ、さぁ……」

　レスカも首を傾げているところ、ジニーとアポロがこちらに駆かけ出し、詰つめ寄ってくる。

「「コータス兄ちゃん（義兄にい様）！」」

「あ、ああ、どうした？」

「コータス兄ちゃんは、この子に身体強化の魔法を教えていたって本当!?」

「コータス義兄様は、この子に鍛たん錬れんを付けているって本当ですか!?」

　二人同時に食い気味に尋たずねてくるので、今度はヒビキに助けを求めると、困ったように答えてくれる。

「どうやら二人とも冒ぼう険けん者志望で対たい抗こう意識を燃やしちゃったみたい。似たような加護の構成だから余計にね」

　それに、コータスの事を慕したっているのも理由の一つね、羨うらやましい、というヒビキの言葉は聞かなかったことにしよう。

「それで、どうなのコータス兄ちゃん！」

「どうなんですか、コータス義兄様！」

　俺は、落ち着け、と言いながら、二人に答えていく。

「確かにジニーには、鍛錬を付けている。元々魔法を暴発させやすかったから体が丈じよう夫ぶな俺が剣けん術じゆつと魔ま力りよく制せい御ぎよを教えて、そこのヒビキが魔法を中心に教えている」

　ジニーに関して、アポロにざっくりと伝えるが、まだ納得してない様子だ。

「アポロだって、親父おやじや自由騎士たちに鍛錬を付けてもらっているだろ」

「でも、義兄様の方が色々と教えるのが上手いですよ！」

　アポロの言葉に保護者代理の自由騎士の男性は、遠い目をする。

　元々、冒険者上がりの騎士が多いために、体系的に教えることに慣れていない人が多いからなぁ、と溜ため息いきを吐はき出す。

　一流の戦士が一流の指導者とは限らない証しよう拠こである。

「まぁ、それは、俺の時よりマシになったとしか言えないな」

「コータス義兄様……」

　なんだか、気の毒そうにアポロに見られたが、とりあえず納得してくれた。

　続いてジニーに対してだが──

「アポロには、身体強化の魔法は教えていない」

「……本当？」

「ああ、ただアポロ自身が勝手に習得したんだ」

　俺たちは、そんなジニーたちを連れて養よう殖しよく所の上流側に移動する。

　その際、養殖所の親父さんのご厚意で水路で冷やしていたスイカも運び、レンガを組んでバーベキューの準備をする。

　レスカは、まな板で肉の塊かたまりや野菜を切って串くしに刺さす一方、俺とジニーが炭に火を熾おこす。

　その際、ジニーが火魔法で小さな種火を生み出すのを見て、アポロが悔くやしそうな表情を浮かべる。

　それに対抗するようにアポロは、身体強化の魔法を使い、訓練用の木刀を素す振ぶりする。

　その素振りの音の鋭するどさに、今度はジニーが悔しそうな表情を浮かべる。

「はぁ……ジニーにアポロ。お前たち、自分の鍛錬に納得してないよな」

　先さき程ほども説明したが、納得していない二人は、真しん剣けんな表情で俺の方を見る。

　なので俺は、炭火を見守りながら、互たがいの鍛錬について説明する。

「ジニーに関しては、まだ体が出来ていないからな。身体強化の魔法を覚えさせるのは早いんだ」

「どういうこと？」

「例えば、掛かけ算ざんが分かりやすい。元の体力の数値に【身体強化】の魔法の倍率を掛けてやるとそれが強さになる」

　一いち概がいに戦せん闘とうで重要なものはそれだけではないが、簡単に言うとそうなる。

「ジニーは、この元々の体力の部分が鍛きたえ始めたばかりだから低い。身体強化はあくまで元々の強さが無ければ、大きな効果は期待できない」

　酷ひどい言い方かもしれないが、ゼロに何を掛けてもゼロなのだ。

「今のジニーは、ギリギリで身体強化を扱あつかえるレベルだ。だが、それに頼たよって基き礎その部分を疎おろそかにすると逆に【身体強化】の魔法に依い存そんした形になる」

　だから、魔法剣士と呼ばれるような人は、身体と魔法の両方をバランス良く鍛える必要がある。

「それにジニーの魔力量は、一いつ般ぱん人よりやや多い程度だ」

「う、うん。何度も聞いてる」

「そうなると、火精せい霊れいの実体化の維い持じや魔力供給、自身での火魔法の使用、身体強化と全部を満足なレベルでやることは無理だ」

　俺やヒビキは、ジニーを教えるために、選せん択たくというものを迫せまっている。

　ジニーは、【火精霊の愛いとし子】の内包加護を持つために、火精霊魔法使いとして特化させるだけでも大成すると思う。

　だが、ジニーは、剣術や身体強化も学ぼうとしているのだ。

「だからジニーには、精霊魔法を優先して、余った少ない魔力で身体強化を効率的に使えるように魔力制御を中心に鍛えている」

　身体強化の魔法は、使用する魔力が多ければ効果が高まるが、魔力制御によって魔力を効率的に使うことでも効果が高まる。

　ジニーには、少ない魔力で効率的に身体強化を掛け続けられるように鍛えている。

　対するアポロは──

「アポロが火魔法を覚えさせて貰もらえないのは、自じ業ごう自得だぞ」

「で、ですけど……」

　ジッと鋭い目でアポロを見つめると、罰ばつの悪そうに視線を逸そらす。

　アポロは、俺が鍛錬している様子を盗ぬすみ見て、勝手に身体強化の魔法を習得したのだ。

　アポロは、親父の子どもとして、非常に才能に溢あふれている。

　だが、先程の身体強化の話のように基礎を疎かにしないように、また体が出来ていない間は負担を掛けないように魔法の使用や習得には、制限を掛けられている。

「アポロは、親父や自由騎士からの鍛錬が不満なのか？」

「不満はないです。でも、義兄様からも色々と教わりたいです」

　俺に対する尊敬はありがたいが、俺がアポロに何かを教えることは、ほぼ無理である。

「俺とアポロだと、魔法の適性や魔力量の差が大きくて、鍛錬の方向性が違ちがい過ぎる。教えるにしてもアドバイスだけだぞ」

「それでもいいです！」

「はぁ、仕方がないか……」

　俺が溜息を吐き出し、自由騎士の男性を見ると、お願いしますと頭を下げられる。

「俺からのアドバイスは、冒険者たちの失敗譚たんをよく聞くといい」

「どうしてですか？　成功譚じゃないんですか」

「いや、失敗だ。冒険者にとっての失敗は、命の危機に繫つながる。成功者は、気付かぬうちにその命の危機を回かい避ひしたか、遭そう遇ぐうしなかっただけだ。だから、冒険者にとっての危険はなにかを多く知るべきだ」

　昔、俺が親父たちにナイフ一本で森の中をサバイバルさせられた時は、そうした失敗譚を聞いていなかったために、酷ひどい目にあった。

　水や食料の確保、安全な寝ね床どこの場所などが分からず、三日三晩森を彷徨さまよい、毒キノコで食中毒を起こし、衰すい弱じやくした状態で遭遇した魔物に腕を嚙かまれたりと苦難が多かった。

「……義兄様がそう言うなら、学びます」

「お前は素直だ。だから、伸のびる」

　俺は、アポロの頭に手を伸ばし、その頭を撫なでる。
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「コータスさん、こっちは準備できましたよ」

「ああ、こっちも火を熾せた。さぁ、バーベキューを始めるか」

　金網に載のせられた串焼きが炭火で炙あぶられ、ジュウジュウと油や肉にく汁じゆう、野菜の水分が染しみ出て、金網から落ちていく。

　肉は、ブラックバイソンの肉とフォレストボアと家か畜ちくの豚ぶたの混血豚、コルジアトカゲの尻尾しつぽ肉だ。

　野菜は、採れ立てのナスやピーマン、冷暗所で糖化が進んだカボチャ、厚切りのジャガイモや皮付きのトウモロコシなどが金網の上で焼かれる。

「はい。みなさん、どんどん食べて下さいね」

「ほら、冷たい麦茶があるからみんな飲んでね！　足りなかったらこの場で作るから」

　レスカが串焼きをできたものからみんなに配り、ヒビキが大きなヤカンで煮に出だした麦茶を皆みなのコップに注いでいく。

「義兄様、美味おいしいですね」

「ああ、そうだな」

　アポロは、野外料理を珍めずらしく感じているが、冒険者志望としてサバイバル能力を学ぶ中で慣れていくだろう。

　自由騎き士しの男性は、美味しい串焼きを食べながら、エールが欲ほしいなどと呟つぶやいている。

　そして、川辺のバーベキューを楽しむが、ジニーとアポロは雰囲気からいつも以上に食べて、お腹なかが張って苦しそうにする。

「あたし、食べ過ぎたかも。胃薬、お祖ば母あちゃんから貰わないと」

「ううっ、僕も食べ過ぎました。コータス義兄様、苦しいです……」

　二人は、川辺の木こ陰かげに敷しいた敷しき物ものの上で横になって休んでいる。

「はい。コータスさん、食後の果物ですよ」

「ありがとう。いただく」

　俺は、レスカから既すでに冷やされたプラムを受け取り、そのままレスカと共に齧かじりつく。

「コータスとレスカちゃん、まだ食べられるのね」

　ヒビキは、ジニーたちほどではないが食後の胃を休めながら、ペロとチェルナを構う。

　そして、食後の休きゆう憩けいを挟はさみ、ジニーとアポロが落ち着いてきたところで二人は俺に川辺での鍛たん錬れんを要求してきた。

「コータス兄ちゃん、鍛錬を付けて」

「そうです！　コータス義兄にい様、久しぶりに鍛錬を」

「よし、それじゃあ、あの川辺で追いかけっこをしろ。水場での足あし腰こしを鍛え、水の抵てい抗こうを最小限にして動く鍛錬だ」

　俺は、遊びながらできる鍛錬方法を提案すると、俺の意を汲くみ取ってペロが真っ先に川に飛び込み、チェルナもその後を追い掛けて川に滑かつ空くうして着水する。

「ペロとチェルナとの水中鬼おにごっこだ。行ってこい」

「わかった。コータス兄ちゃん」

「はい、義兄様！」

　午後の水遊びが始まり、ペロとチェルナたちを追ってジニーとアポロも泳ぎ始める。

　この河川は、夏場の流れが穏おだやかなので、牧場町の子どもたちの遊び場の一つになる。

　俺とレスカ、ヒビキ、保護者代理の自由騎士は、川辺の木陰で休み見守る。

　いつの間にか来たマーゴたちコマタンゴは川辺の湿しつ気けを深呼吸するように取り込み、火精霊のミアは、水に入れないために不ふ機き嫌げんそうにしながら一番熱い石の上にいる。

　そんな川辺での水遊びでジニーとアポロはずぶ濡ぬれの中、レスカがおやつの時間であることを告げる。

「おやつの時間ですから川から上がって下さいね」

　レスカの声に我先にとペロとペロの背中に摑つかまるチェルナがレスカの元に駆かけてくる。

　そして、レスカの前で立ち止まったペロは、体をぶるぶると振ふって全身の水気を払はらう。

「きゃっ!?　ペロ！　水が飛びます！」

『『わふっ！』』

　俺とレスカは、ペロが飛ばした水気で濡れるが、ヒビキはちゃっかり前面に結界を張って弾はじいていた。

　俺は、そんなペロを迎むかえるようにタオルを広げて、わしゃわしゃと拭ふき始める。

「ペロ。ちょっと落ち着こうな」

『『わふっ』』

「私は、チェルナの体を拭きますね」

『キュイ！』

　俺はペロを、レスカはチェルナの体を拭き、遅おくれて上がってきたジニーとアポロは、ヒビキからタオルを受け取り、髪かみや顔を拭いていた。

　この夏の暑さなら、服を着たままでもその内乾かわくので二人は近くの石の上に腰こし掛かける。

「今日のおやつは、スイカですよ。お塩を少し振り掛けると甘みが増しますよ」

　朝に採れたスイカを養よう殖しよく所の親父おやじさんのご厚意で水路の流水で冷やさせてもらったスイカがおやつとして出てきた。

「スイカ！　いただきます！」

　真っ赤な果肉を持つスイカを皆が一切れずつ受け取り、ジニーが真っ先に齧りつく。

　ジニーがスイカを食べると、シャリッとした嚙む音がこちらまで聞こえ、ジニーはスイカの甘さと冷たさに目を細めている。

　続いて、ヒビキやアポロたちも食べ、ペロとチェルナもレスカが特別に四角くカットしたスイカを頰ほお張ばっている。

　俺もスイカに手を伸ばし、少量の塩を振り掛けて食べる。

「甘くて瑞みず々みずしいな」

「美味しいですよね」

　レスカも俺の隣となりに座り、揃そろってスイカを一切れ食べて、二切れ目に手を伸ばす。

　そしておやつのスイカを食べて一休みした後、ジニーとアポロは、期待の籠こもった視線を送ってくる。

「コータス兄ちゃん、他ほかの鍛錬を！」

「そうです。足腰の鍛錬の他にも剣けん術じゆつの鍛錬を！」

　川を泳いだのにまだ気力があるのか、爛らん々らんと目を輝かがやかせて俺を見てくる。

　そんな俺とジニーとアポロのやり取りを見て、ヒビキは、羨うらやましそうに歯は嚙がみしている。

「くぅ、私だってヒビキお姉さんと慕したわれたい！」

「じゃあ、替かわるか？　と、いうより任せるぞ」

　流石さすがに、乞こわれるままにジニーとアポロを鍛錬する気がないので、ヒビキに任せることにする。

「えっ!?　いいの！　はいはーい。注目！　ヒビキお姉さんが特別に魔ま法ほうが上達する方法を教えてあげるわよ！」

　そう言って、ヒビキはジニーとアポロの視線を集めるように手を叩たたく。

　ジニーは、胡う散さん臭くさそうにヒビキを見つめ、アポロも困こん惑わくしている。

「今からちょっとしたゲームをしましょう」

「ゲーム？」

「そう、私が魔力の玉を作るから二人は、その魔力の玉に自分の魔力を伸ばして、私から魔力の玉を奪うばい合うの」

　ヒビキは、二人の目の前で可視化した魔力の玉を生み出し、掌てのひらの上に浮うかべる。

「それをする意味はあるんですか？」

　アポロが訝いぶかしげにヒビキを見ている。

　確かに、一見して子ども騙だましのような遊びに見えるが、歴代の【賢けん者じや】が積み重ねてきた魔法の鍛錬方法の一つである。

「この魔力の玉を相手の魔法に見立てて魔力制せい御ぎよを磨みがくの。上達すれば、相手から放たれる魔法に干かん渉しようして軌き道どうを逸そらすこともできるのよ」

「ヒビキ姉ちゃん、本当？」

「ええ、本当よ。コータスも魔力制御が上手うまいのよ。変態的過ぎて私だって一度も勝てないわよ」

「魔力制御や魔力の干渉って意味だと、小手先技能の《練れん魔ま》やそれを昇しよう華かした戦技の《練魔刃じん》なんかの習得には必要だからな」

　俺は、極ごく々ごく基本的な鍛錬だが、極きわめたその延長上にそうした技能が得られるという有用性をジニーとアポロに伝える。

　アポロは、俺への尊敬の視線を向け、魔力の玉の奪い合いの鍛錬にやる気を見せる。

「それじゃあ、始めるわよ。私から奪うことができたら、ご褒ほう美びにレスカちゃんの牧場に帰ったらアイスを食べさせてあげるわよ」

「「……アイス！」」

　ジニーとアポロの口元に僅わずかに涎よだれが垂れる光景を幻げん視しする。

　そして、ヒビキの魔力の玉を奪おうとジニーとアポロが手を突つき出し、うんうんと唸うなり声を上げて魔力を放出する。

　俺は、そんなジニーとアポロをヒビキに任せて、レスカの隣に腰こしを下ろす。

「コータスさん、お疲つかれ様です」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。それより、レスカも泳いだりしないのか？」

　暑そうに手で風を送っているレスカは、困ったように微笑ほほえみ、ぽつりと呟く。

「私は、いいんです。その、あの……えっと……」

　いつもよりも歯切れの悪いレスカの言葉に首を傾かしげながら答えを待っていると、レスカは上うわ目め遣づかいでこちらを見てくる。

「コータスさん、笑いませんか？」

「笑わないと誓ちかおう」

　俺が間を置かずに答えると、逆にそれが不ふ審しんに思われたのか、小さく唇くちびるを尖とがらせて可愛かわいらしい表情で睨にらんでくる。

「その、ですね。……私、金かな槌づちなんです」

「……そうか。泳げなかったのか」

　泳ぐというのは案外、特とく殊しゆ技能だ。

　騎士や冒ぼう険けん者にとっては、道なき道を進む時に必要なために、泳ぎ方を学んでいる。

　だが地域によっては、近くに水辺がなく、泳ぐ必要性がないまま泳げない人が居ても珍しくないと聞く。

「けど、牧場町の子どもたちは、普ふ通つうに泳げているよな」

「はい。牧場町の子どもたちは、夏場にこの河か川せんで泳いで練習とかしますから。私は、子どもの頃ころは、川で遊ぶより大人たちと一いつ緒しよに畜ちく産さん魔物のお世話をしている方が楽しくて……」

　困ったように笑うレスカは、そのまま泳ぐ機会を無くして泳げないままなのだろう、と納なつ得とくする。

　俺は、そんなレスカに提案する。

「なら、俺が泳ぎ方を教えるか？」

「えっ？」

「泳げれば、水中にいる水すい棲せい魔物を見つける時に役立つかもしれないだろ」

「そ、そうですね！　ぜひ、お願いします！　あっ……」

　勢いで了りよう承しようしたレスカだが、何かに気付いたかのように自分の服装に目を落とす。

「えっ、あっ……どうしましょう」

　ジニーやアポロは子どもなので、着衣のまま川に入っても別にいいかもしれない。

　だが、レスカの場合には、どうしたものか、と悩なやんでいるようだ。

「レスカちゃんの水着も用意しておいたわよ。私も川で泳ぐと思って、下に着込んでいるから」

　ジニーとアポロ相手に魔力の玉の奪い合いをするヒビキは、片手で自身のシャツを捲まくり上げる。

　普ふ段だん過ごしやすいシャツの下には、厚手の生き地じの水着を着込んでおり、それを真っ正面から見たアポロが動どう揺ようして咳せき込み、魔力制御が途と切ぎれる。

　図はからずもアポロへの精神攻こう撃げきとなっていた。

「はい。レスカちゃんの水着は、青と白のチェック柄がらのやつよ」

「ななな、なんでヒビキさんが持ってるんですか!?　それと、言わないで下さい！　恥はずかしいですから！」

「はいはい、抵てい抗こうしないでレスカちゃんも着き替がえてね」

　ヒビキが取り出した紙かみ袋ぶくろをレスカに投げ渡わたすと、レスカがそれを受け取る。

　その後、ヒビキがパチンと空いた手で指を鳴らすと、指先から黒い靄もやが現れ、レスカの周りを覆おおい始める。

「レスカ！　大丈夫か!?」

「だ、大丈夫ですけど、ヒビキさん！　これは何なんですか!?」

　慌あわてるレスカの声にヒビキは、首だけこちらを回して答える。

「女の子が着替えるための暗幕よ。ほら、コータスも大人しくレスカちゃんが着替えるのを待つの。レスカちゃんも無む駄だな抵抗は止やめて着替えなさいよ」

　そう言って、ヒビキは、ジニーとアポロとの魔力の玉の奪い合いに戻もどる。

　魔力制御は、ジニーの方が若じやつ干かん上手だが、魔力の玉を維い持じする主導権を持つヒビキが有利であり、アポロもそれに割り込もうと頑がん張ばっている。

　そんな魔力の玉の奪い合いを見つめる俺は、暗幕の向こう側でスルスルと衣類が擦すれる音を聞きながら、レスカが着替えるのを待つ。

「も、もう、いいですよ」

「オッケー。それじゃあ、ご開帳」

　ヒビキが空いた手を振ると、暗幕の黒い靄が空気に溶とけるように消え、その中からレスカが姿を現す。

　青と白のチェック柄の水着を身に着け、恥ずかしそうに両りよう腕うでで体を抱だき締しめている。

「あ、あの、どうですか？　変じゃないですか？」

「…………」

　おずおずと尋たずねてくるレスカに俺は、口を開けてその姿に見み惚とれる中、不安そうなレスカの表情に慌てて率そつ直ちよくな思いを口にする。

「……その、似合っている。可愛い、と思う」

「か、かわっ！　可愛いっ!?」

　褒ほめると動揺して顔を赤くするレスカに、俺も困ったように頭の後ろを搔かき、顔が熱くなるのを感じる。

「その、なんだか……一気に暑くなりましたね」

「そうだな。泳ぎながら、涼すずもうか」

「は、はい！　よろしくお願いします！」

「水場は、滑すべりやすいから……手を摑つかむといい」

　俺がシャツと靴くつを脱ぬいで川に入る準備をしてレスカに手を差し出すと、その手を躊躇ためらいがちに握にぎり返してくれる。

　そして俺は、レスカの手を握り、ゆっくりと川の中に入っていくのだった。
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　レスカを連れて川に入っていく俺たちに、川辺から様々な視線と小さな言葉が飛んでくる。

「コータス兄ちゃんとレスカ姉ちゃんは、少し自重した方がいいと思う」

「レスカちゃんの可愛い水着姿が見れたから個人的にはグッドね。まぁ、そのレスカちゃんをコータスに取られているのは、お姉さんとしては悔くやしいんだけどね」

　ジニーは、甘ったるいものを口にしたような顰しかめっ面つらをしており、ヒビキからも悔しげな表情が見て取れる。

　そしてアポロと保護者代理の自由騎き士しの二人からは──

「コータス義兄にい様は、確かに表情が分かり辛づらいですけど、あんな表情を初めて見ました」

「あの仏ぶつ頂ちよう面づらのコータス君がここまで表情豊かに、奇き跡せきだ。他ほかのやつらがコータス君を見て、表情が柔やわらかくなった、って言ってたけど、柔らかいどころじゃない！」

　アポロに関しては、驚おどろき、啞あ然ぜんとした様子で魔力の玉への干渉を完全に忘れている。

　自由騎士の男性は、アポロ以上に驚き、目を見開いている。

　自由騎士の皆みなは、俺のことを歳としの離はなれた弟や親しん戚せきの子どものように可愛がって、時に鍛たん錬れんで扱しごいてきたので、色々と感かん慨がい深いのかもしれないが、正直恥ずかしい。

「……それじゃあ、レスカ。泳いでみようか」

「えっと、でも、どうすれば……」

「俺の両手に摑まって、バタ足の練習だ。下手に体を強こわ張ばらせず、適度に力を抜ぬいて、水に浮うかぶんだ」

「は、はい！」

　そんな外野の視線を無視してレスカの両手を取って支える。

　レスカは、両足を川底から離し、顔が水に浸つからないように頭を上げながらバタ足をする。

「動かすのは、膝ひざ下しただけじゃなくて、太ももを含ふくむ足全体で、だ」

「は、はい！」

　俺が指し摘てきするとレスカは、すぐに修正して泳ぎ始める。

「水に顔を浸ける練習もするか？」

「は、はい。お願いします」

　今度は、川の水に顔を浸けて、バタ足をする。

　頭から足先まで一直線になったレスカは、バタ足で進む力が俺の手にグッと掛かかるのを覚える。

「コータスさん、どうですか？」

「いい感じだ。次は、少し進んでみるか」

　俺は、バタ足をするレスカの手を引くように後ろに歩き、レスカに泳ぐというのを体験させる。

「はぁはぁ……コータスさん、ちょっと泳ぎ方が分かりました！」

　レスカは、泳げないと言ったが、今まで泳ぐ機会が無かっただけである。

　元々、運動勘かんや泳ぎに関する理論を理解して、体感することですぐに吸収し、ある程度までできるようになった。

「そうか。それじゃあ今度は、俺が片手だけで誘ゆう導どうする。そして、最後に手を離したらそこから少し泳ぐといい」

「はい、分かりました！」

　レスカは、真しん剣けんな眼まな差ざしで俺を見てくる。

　なので、俺は川の端はしからレスカの手を引いて泳がせ、そして川の真ん中で手を離し、一人で泳がせる。

　真っ直すぐに伸のばした腕うでとバタ足で水を搔き分け、穏おだやかな川の端に向かってレスカは泳ぎ切ることができた。

「はぁはぁ……やりました！　コータスさん、やりましたよ！」

「レスカ、おめでとう」

「そっちに戻りますね！」

　レスカは、覚えたての泳ぎを使って、俺のところに向かってくる。

　川の中なか程ほどに立っていた俺の腹部にぶつかるレスカは、俺の体を支えにして水面から顔を上げる。

「はぁはぁ……コータスさん、ありがとうございます！　泳ぐことができましたよ！」

「……そ、そうか。それは良かった」

　息いき継つぎの練習をしていないレスカは、息を整えながら、俺に眩まぶしいほどの笑えみを見せる。

　ただ寄り掛かるようにレスカを抱き留めて密着する俺は、レスカの柔らかさ──特にレスカの水着越ごしに押し付けられる大きな胸としっとりとした肌はだに動揺する。
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「えっと……きゃっ!?　ごめんなさい！」

　そして、遅おくれてレスカが自身の密着具合を知り、恥ずかしさから距きよ離りを取る。

　おかしいな、川に入れば、顔の火ほ照てりが落ち着くと思ったのだが、まだ暑く感じる。

「……レスカはどうする？」

「その……思ったより、水の中を泳ぐのは疲つかれたので、私は休もうと思います」

「俺は、もう少し頭を冷や……泳いで全身の鍛錬をしようと思う」

　俺はそう答えて、レスカが川から上がるのを見届けて、一人で川を泳ぎ、全身運動で体をいじめ抜く。

　途と中ちゆう、ペロとチェルナが、泳ぐ俺を追い掛けて水中鬼おにごっこの様相に変わっていく。

　そんな俺やペロ、チェルナの様子を川から上がり、水着から夏服に着替えたレスカは、木こ陰かげから微笑ほほえましそうに眺ながめている。

　ただ、俺と目が合った瞬しゆん間かん、気まずそうな苦笑いを浮かべている。

　そして、もう一方のジニーとアポロたちは──

「あたしの勝ち！　アイスが貰もらえる！」

「ううっ、負けました。僕もまだまだです……」

「あー、負けちゃったわ。途中、ジニーちゃんの『ヒビキお姉ちゃん』の一言に魔ま力りよく制せい御ぎよが途切れちゃったわね」

　ジニーは拳こぶしを掲かかげて勝かち鬨どきを上げ、ヒビキはジニーからの思わぬ精神攻撃で負けたのにどこか嬉うれしそうにしており、アポロは魔力の玉の奪うばい合いに負けて落ち込んでいる。

「まだ日は高いですけど、そろそろ帰りましょうか」

　レスカがそう声を掛けるのに合わせて、俺もタオルで体を拭ふいて脱いだシャツを着て靴を履はいて、片付けの準備をする。

　最も暑い時間帯を抜け、涼しい風が流れ始める。

　バーベキューの片付けをしている時にジニーを見れば、頭が前後に揺ゆれて、眠ねむたそうにしている。

「あらら、ジニーちゃんは、眠いのかしら？」

「……大だい丈じよう夫ぶ。アイス食べるまで、起きてる」

「だれもアイスを取らないから、今は寝ねててもいいわよ」

「…………ん」

　ヒビキの誘さそいの声にジニーが小さく頷うなずき、敷しき物ものの上で横になる。

「ジニーちゃん、遊び疲れたみたいですね」

「俺がジニーを背負って、帰りにリア婆ばあさんのところまで送り届けよう」

　片付けた道具は、自由騎士の男性にも運ぶのを手伝ってもらい、俺たちは川辺からレスカの牧場に戻る。

　途中、リア婆さんの薬屋に立ち寄り、遊び疲れて眠ったジニーを送り届ければ、リア婆さんが嬉しそうに目を細め、軽い挨あい拶さつを交かわす。

『キュイ！』

「今度は、チェルナか。分かった、乗るといい」

　先程までジニーを背負っていた俺の背中に、今度はチェルナが張り付き、後頭部の定位置までよじ登ってくる。

　その様子に、レスカやヒビキが楽しそうに笑い、アポロも釣つられて笑う。

「コータス義兄様、レスカさん、ヒビキさん、今日は楽しかったです。ありがとうございます」

「アポロが楽しめたなら良かった。それに俺たちも楽しかった」

　アポロの率直な感想に俺もそう答える。

　そんな俺たちに対してアポロは、子どもらしい無自覚な爆ばく弾だんを落としてくる。

「それで、レスカさんとヒビキさんのどっちを義姉ねえ様って呼べばいいんですか？」

「……はぁ？」

　俺は、間の抜けた声を上げ、バーベキュー道具を運んでいた自由騎士の男性が驚きから吹ふき出す。

「ですから、どちらがコータス義兄様とお付き合いをしているんですか？　将来の義理の姉になるんですよね？」

　そして、レスカがあたふたして顔を真っ赤に染め、ヒビキが困ったように視線を彷徨さまよわせている。

「あー、うーん。同どう棲せいしている男女ってことは、そう見られるのかしらね……」

「違ちがうんですか？　まさかコータス義兄様、お二方と同時にお付き合いを！　大丈夫です！　上位の冒ぼう険けん者や貴族の中には、奥さんが複数の人も居ます！」

　アポロの発言に俺は、こめかみを押さえる。

　自分の義弟おとうとは、こんなに耳みみ年どし増まだっただろうか。

　そして、そうした知識はまだ早いと遠ざけていたつもりだが……とその元げん凶きようらしき自由騎士の男性を見ると視線を逸そらして口笛を吹いている。

　きっと彼だけでなく、他の自由騎士の面々も同罪だろう。

「はぁ……俺たちの関係は、牧場に居候いそうろうさせてもらっている共同生活者だ」

　俺がそう釈しやく明めいするが、アポロは遠えん慮りよなく次の疑問を投げかけてくる。

「では、レスカさんやヒビキさんとは、結けつ婚こんを考えてないんですか？」

「…………」

　純じゆん粋すいにそう聞かれてしまうと、なんとも答えづらい。

　いつかはレスカとそんな仲になりたい、という気持ちはある。

　だが、それをこの場で口にするとレスカを困らせてしまう気がする。

「アポロ。子どもがそういうことに口を出すもんじゃない」

「むぅ、義兄様は、僕を子ども扱あつかいして」

　俺は、不服そうなアポロを適当に窘たしなめ、レスカの牧場に戻もどる。

　そこでお世話になっているパリトット子し爵しやくの代官の屋や敷しきに帰るアポロと保護者代理の自由騎き士しを見送る。

　その際、アポロに近々行われる自警団の訓練について誘う。

「今度、自警団の訓練があるんだが、アポロは見学しないか？」

「自警団の訓練ですか？」

「ああ、指導しているのは、元近この衛え騎士のバルドルだから、見るだけでも学ぶことがあるはずだ」

「コータス義兄にい様、ありがとうございます！」

　俺に誘われて嬉しいのか、先程まで不服そうだったアポロの表情が明るくなる。

　先程まで俺が誰だれと結婚するのか、という話題を見事に忘れたようで、少し安心する。

　そしてアポロたちを見送った俺は、長い溜ため息いきを吐はき出し、レスカたちに言葉を掛ける。

「悪いな。アポロが変なことを言って……」

「いえいえ、全然、気にしてませんよ！」

　レスカは、顔を赤らめてなんでもないように手をパタパタと振ふる。

　一方ヒビキは、顎あごに指を当てて悩なやむような声を上げ、俺とレスカに尋たずねてくる。

「うーん。結局、コータスとレスカちゃんは、結婚についてどう思ってるの？」

　改めて、冗じよう談だん抜ぬきで尋ねられたヒビキの言葉に、困こん惑わくする。

　レスカを好ましく思うと、口にした結果、この穏やかな生活が壊こわれないか、不安になる。

　更さらに、もしも結婚を考えた場合、左さ遷せん騎士である俺の給きゆう与よは少なく、妻子を養う甲か斐い性しようがあるのか、と悩みもする。

　それに、こんな俺とレスカが釣り合うのか、などと考える俺をヒビキが見抜き、先に口を開く。

「コータスとレスカちゃんが互たがいに好き合っているのは、見ていて分かるんだから、互いに気き恥はずかしいだけで別に関係とか崩くずれないでしょ」

「ヒ、ヒビキさん!?」

　慌あわてるレスカを見て、俺とレスカは、互いにそんなに分かりやすかったか、とも思う。

「それで、どうなの？」

　ヒビキは、答えを要求するように一歩距離を詰つめてくる。

　ペロやチェルナ、軒のき先さきにはルイン、地面からはコマタンゴやマーゴも俺の答えを待っていた。

「俺は、レスカのことが好きだと思う。けど…………幸せにする自信がない」

　俺が肩かたを落としながら答えるとレスカは、俯うつむき、肩を震ふるわせている。

　こんな答えは嫌いやだっただろうな、と思う一方、レスカは小さく拳を握にぎって、真しん剣けんな表情を俺に向けてくる。

「ふぅ、はぁ～、お、女は度胸です！」

　深呼吸したレスカは、気合いを込こめて、俺に言葉を投げかけてくる。

「私は、私で勝手に幸せになります！　だから、余計なことを考えなくていいです！」

「レスカ？」

「だから、私と婚こん約やくしてください！」
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　まさか、レスカの方からの婚約の申し出に、俺があたふたする。

　そして、ヒビキが満足げな笑えみを浮うかべて頷うなずき、コマタンゴたちはパタパタと体から生える手を叩たたき、ペロやチェルナも嬉しそうにしている。

「……よ、よろしくお願いします」

「こ、こちらこそ、よろしくお願いします！」

　俺が頭を下げて受け入れると、レスカも上うわ擦ずった声で答える。

　互いに顔を真っ赤にしてどうしていいか分からず、困惑する。

　そんな俺たちをヒビキが呆あきれたような溜息を吐つきながら、小さく手を叩く。

「はいはい、ほんと焦じれったいんだから。けど、婚約おめでとう」

「その、ヒビキさん、ありがとうございます……」

　赤い顔のレスカは嬉しさで泣き始めるので、ヒビキが優やさしくハンカチで目元を拭ぬぐう。

「可愛かわいい義妹いもうとのためにお節せつ介かい焼いたんだから、お礼なんていいのよ。まぁ、ちょっと悔くやしいけど……」

　そう言って、苦笑いを浮かべるヒビキは、レスカが落ち着くのを待つ。

　そして、今後の具体的な話をする。

「それじゃあ、二人の婚約が決まったし、町の長老衆の一人のリアお婆さんに挨拶する必要があるわね。そうしたら、婚約から結婚までに必要なことを色々教えてくれるわよ」

「……けど、俺がレスカと結婚して大丈夫なのか？」

　俺は、反対されないかと心配になるが、ヒビキから呆れたような目を向けられる。

「むしろ周囲としては、コータスとレスカちゃんの二人が婚約するのを待っていたのよ」

「そうなのか？」

　ヒビキの話では、レスカと結婚を望む男性は確かに多く居た。

　だが、レスカの牧場に住むようになった俺がＢランク魔ま物ものの討とう伐ばつや、真しん竜りゆうアラドとの対たい峙じと契けい約やくを間近に見聞きし、諦あきらめたそうだ。

　そして、下手にお節介を焼かずに、自然な成り行きを見守ることが暗あん黙もくの了りよう解かいとなっていたらしく、酒場では、俺とレスカがいつ頃ごろに婚約を成立させるか賭かけまで行われていたらしい。

「正直、私の方からリアお婆さんにせっつかれたのよ。バルドルさんとシャルラさんが婚約して、次にコータスとレスカちゃんが婚約するだろうけど、そろそろ婚約を成立させないと、今年の集団結婚式の準備が間に合わなくなるだろう、って」

　この辺境の牧場町では、秋の収しゆう穫かく祭に合わせて集団結婚式を挙げる。

　それに合わせて夏のうちに婚約を成立させて、準備する必要があり、その時期を逃のがすと結婚式は一年先送りすることになる。

「まぁ、これで安心ね。それからマーゴが通訳してのルインからのありがたい言葉よ」

　コマタンゴたちに担かつがれて前に出てきたマーゴと気け怠だるげなリスティーブルのルインが並ぶ。

『ルインノコトバ──『ヤット、ニンゲンノオスガ、ムレニクワワルノカ、マタセルナ』──ダッテ』

　──やっと人間のオスが群れに加わるのか、待たせるな──

　ルインからの𠮟しつ責せきの言葉だろうか。

　俺が新たな家族として加わるのを待っていたような言葉に嬉うれしく思い、レスカと共に手を繫つないで牧場の母おも屋やに入っていく。

　ヒビキのお節介はあったが、互いに思いを通じることができ、心の中を満たされるような感じがする。

　だが、それを乱すものがすぐ傍そばまでやってきていることを、俺はまだ知らなかった。








三章　左さ遷せん騎き士しと炎えん剣けんの冒険者









　俺とレスカの婚約をリア婆ばあさんに伝えたところ、牧場町全体にその話が広がるのに、一日と掛かからなかった。

　田舎いなかの情報伝達能力の高さに驚おどろきつつ、翌々日──朝の牧場仕事を終えた俺は、ミスリルの長剣を腰こしに挿さし、【グラド重鉱石】の合金が芯しんに使われた圧縮木刀を持って、牧場町の郊こう外がいの平原に来ていた。

「おはよう」

「おぅ、コータス。おはようさん」

　俺が挨あい拶さつをすると、首に手て拭ぬぐいを巻いたバルドルが挨拶を返してくる。

　バルドルの他ほかにも、牧場町の自警団の面々が集まっており、運動前の柔じゆう軟なん体たい操そうをしているので俺も黙だまってそれに加わる。

　その際に──

「その、なんだ……おめでとうさん」

「……ありがとう」

「お前ら二人を引き合わせたのって、もしかして俺のお陰かげか？」

　カラカラと笑うバルドルもレスカとの婚約を祝ってくれているのだろう。

　確かに初めてレスカと顔を合わせた場には、バルドルも居たが、畑に投げ飛ばされた記き憶おくが強く残り渋しぶ顔がおを作る。

　そんな俺の様子に気付かないバルドルは、自警団の訓練を始めるために声掛けをする。

「よーし、今月の訓練だ。先月は、ヒッポグリフに遅おくれを取ったからな。いつも以上に厳しくするぞ」

『『『うへっ──』』』

　バルドルの言葉に、自警団の面々から嫌いや気けを含ふくんだ声が漏もれる。

「よーし、それじゃあ牧場町の外周を走れ！　コータスは、ペース落として後ろから追い掛けてやれ！　ペースが落ちてコータスに追い付かれた奴やつは、ダッシュで先頭に行け！」

　それと体調悪かったらすぐに木こ陰かげで休め！　とバルドルが指示を出す。

　その言葉に自警団たちは従い、俺も指導者の補ほ佐さとして走り込みに加わる。

　いつもの牧場町の走り込みの最さ中なか、俺のことをチラチラと自警団の男たちが見てくる。

　その視線から俺とレスカの婚約について詳くわしく聞きたい、という雰ふん囲い気きを感じる。

「……タッチだ。先頭まで走れ」

「うぇっ！　おい、お前走るペース上げてないか!?」

「いいから行け」

　その視線が煩わずらわしくなって、こちらを気にする余よ裕ゆうが無くなるほどのペースで走らせた。

　その際、オリバーの態度は、反骨心溢あふれるものではなく、とても静かで真剣なものだった。

「おい、左遷……いや、コータス。鍛たん錬れんの時に相手しろ！」

「……分かった。ほら、先頭だ」

　俺に背中を叩かれたオリバーは、ふんと鼻を鳴らして先頭まで猛もうダッシュしていく。

　そして、自警団たちと走り込みを終え、バルドルのところに戻もどってくる。

「おー、こいつらがこの町の自警団か。中々ガタイが良くて素質がありそうな奴が多いじゃないか。何人か騎士としてスカウトしていいか？」

「止やめてくださいよ。強い奴が引き抜ぬかれたら、自警団がガタガタになりますから」

　バルドルの傍には、俺が見知った人たちが俺たちを待っていた。

「親父おやじ？　それに自由騎士の人たちも……」

　なんで？　と声を出す前に、振ふり返った親父が豪ごう快かいな笑えみで迎むかえてくる。

「いや、俺たちも視察や休きゆう暇かやらで体を動かしてないからな！　少し、運動させてもらえればと思ってな」

「おい、自重しろ。元Ａランク冒ぼう険けん者……」

　俺が胡う乱ろんげな目で親父であるラグナス・リバティンを見るが、豪快に笑い飛ばされた。

「まぁ、細かいことは、気にするな！　安心しろ。お前らの訓練が終わった後に、コータスとバルドルの二人に相手してもらえればいい。俺は、それまで素す振ぶりしてる」

　そう言う親父は、自身が持ち込んだ刃はを潰つぶした鉄の大剣を軽々と振り回す。それを見て、俺もバルドルも辟へき易えきとする。

　ただでさえ真夏の暑い中で自警団の訓練が行われるのに、その後で鉄の大剣を振り回す暑苦しい元Ａランク冒険者と鍛錬とは、いつになくハードである。

「俺は、アポロを見学に誘さそったんだが……」

「だから、保護者の俺も一いつ緒しよに来た。まぁ、アポロは後から来るけどな」

　なんでもないように言う親父に俺は、溜ため息いきを吐つく。

「それに色んな種類の相手と鍛錬した方がいいだろ？　ほら──」

　親父は、連れてきた自由騎士たちを指差し、バルドルも彼らの参加を検討している。

「分かった。お前らは、不法冒険者を想定して相手してもらえ！　役割の決まった冒険者パーティー対多数の立ち回りを学んでこい！」

　最も早はやバルドルは、使えるものはなんでも使うと投げやりな感じになっている。

　そして自警団たちが木製武器を持ち、チームを組んで自由騎士たちと対峙する。

　人数としては自警団30人対自由騎士６人であるが、自由騎士たちは個々の能力と連れん携けいで人数差を補完し、自警団たちが攻せめるも突つき崩くずせない。

「はい、有効打」

「戦線離り脱だつした奴は、離はなれて見学だ！　もう少し死角にも回り込め！　二人、三人と重なると互たがいの動きの邪じや魔まになるぞ！」

　自由騎士たちは、強力な魔法を封ふうじて手加減し、自警団の数人としか対峙しないように上手うまく立ち回る。

　そのために自警団が何十人居ても、倒たおせず、徐じよ々じよに数を減らされていく。

「冒険者の動きは、強力な魔物よりも動きが怖こわいな」

　前衛三人、中衛一人、後衛の射手と魔法使いの二人の構成だ。

　前衛が自身に身体強化を施ほどこし、自警団たちの攻こう撃げきを引き受けて耐たえる。

　中衛の斥せつ候こう役は、木製ナイフを投げて牽けん制せいや立ち位置を誘ゆう導どうして、死角に回り込まれないようにしている。

　後衛の射手と魔法使いは、布を巻いた矢と崩れやすい水球で自警団たちの急所を狙ねらい、有効打の判定を出していく。

　複数の意志が嚙かみ合い、作り出される相乗効果の戦力は、自警団の数の優位を上回り、遂ついに逆転する。

　そして、最後まで粘ねばっていたオリバーを中心とした自警団たちは、息を乱しながらも食らいつくが、一方的な展開で終わる。

「自警団としては優ゆう秀しゆうだな。最後の奴は鍛きたえれば、一いつ端ぱしの冒険者や騎士になれるぞ」

「オリバーは、止めてやってください。アイツは、一応この牧場町で一番大きな牧場の跡あと取とりなんですから」

　自由騎士との模も擬ぎ戦を評価する親父の冗じよう談だんをバルドルが窘たしなめる。

「少し休きゆう憩けいだ！　不法冒険者や盗とう賊ぞくがさっきみたいな強い集団だった場合には、最後まで戦うと死ぬぞ！　お前らは勝つ必要はない！　その場から女子どもを避ひ難なんさせて、俺やコータスたち騎士の救きゆう援えんが来るまで耐える。次はそれを意識した時間稼かせぎをしろ！」

『『『オッス──』』』

　バルドルの指示に息も絶え絶えの自警団たちは、大きな声で返事をする。

　汗あせを拭ぬぐい、水を飲んで休む自警団たちを眺ながめる俺は、先さき程ほど模擬戦で戦ったのに汗一つ搔かいていない自由騎士のパーティーから誘いを受ける。

「それじゃあ、俺らが不法冒険者ってことで、もしコータスくんが救援に駆かけ付けたら、どう対処するのか見せてもらおうかな」

「いや、だが……」

　俺は、自由騎士のパーティーからの誘いを断ろうとする。

　彼らは、全員が最低でも単独Ｃランクの元冒険者である。

　パーティーや状じよう況きようの優位などによっては、下位のＢランク魔ま物ものを討とう伐ばつできるだけの戦力がある。

　普ふ通つうに俺一人と戦っても、自警団たちの参考にはならない強さである。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。こっちは、さっきと同じように常識的な範はん囲いで手加減するから」

「コータスくんは、自由騎士団に鍛錬に来ていた時よりも強くなってるでしょ！　本気でやって良いよ」

　自由騎士のパーティーは、俺にそう提案してくる。

　確かに、強力な身体強化と魔法を封じるなら、とこちらも覚かく悟ごを決める。

「胸を借りるつもりで行かせてもらいます」

　俺は、【グラド重鉱石】を使った圧縮木刀を手に取って構える。

　自由騎士団を訪おとずれて鍛錬を付けてもらっていた頃ころは、勝てた記憶がない。

　だが、今は昔より強くなってるはずだ。

「──《オーラ》」

　自身に身体強化を施し、自由騎士のパーティーと距きよ離りを取る。

「──始め！」

　バルドルの合図と共に、手加減として弱めの身体強化を施した自由騎士の前衛の三人が駆け出し、俺も迎え撃うとうと駆け出す。

　だが、中衛の木製のナイフ、後衛の弓矢、水球が休憩している自警団たちの方に向けて放たれ、俺は、足を止めてそれを弾はじくために動く。

「くっ!?」

「騎士として正しい行動！　それによく反応できた！」

　俺が時間差で投げられた木製のナイフを弾き、続く弓矢と水球を圧縮木刀で打ち落とす。

　もしも不法冒険者だった場合、守るべき相手を積極的に狙ってくる可能性がある。

　その時の反応を見るために、自警団たちを狙ったようだ。

「そうした人を守る姿勢は、正しい。だけど──まだ、反応が甘い！」

　足止めした俺に、勢い付いた前衛の一人がぶつかるように木刀を振り下ろしてくる。

　こちらも反射的に圧縮木刀を掲かかげて受け止め、ガッと鈍にぶく重い音を響ひびかせる。

　そして、俺の左右から前衛の二人が連携して迫せまってくる。

　通常、この時点で回かい避ひするために後ろに下がるだろう。

　だが、中衛と後衛の自由騎き士したちは、そんな俺の行動を見み越こして、後退した隙すきを遠距離攻撃で突いてくるはず。

　ならば──

「──《ブレイブエンハンス》！　《デミ・マテリアーム》！」

　俺は、一段階強い身体強化を体に巡めぐらせ、更さらに両りよう腕うでと圧縮木刀を半物質化した魔力で覆おおい、力で正面の前衛を押し返す。

『『なっ!?』』

　左右から連携して迫る前衛二人が驚きよう愕がくの声を上げる中、二人は止まらずに襲おそってくる。

　だが、正面の前衛を押し返し自由になった俺は、右から襲ってきた前衛の一撃を圧縮木刀で弾き返し、左の前衛が振るう木刀を魔力の籠こ手てに覆われた片手で受け止める。

　以前の俺では、発動できなかった《ブレイブエンハンス》の使用と半物質化した魔力を覆う固有魔法という予想外の出来事に、前衛の自由騎士の二人が硬こう直ちよくする。

「──ふっ！」

「ガハッ──!?」

　混乱した右側の自由騎士に対して、木刀を弾き返して空いた胴どう体たいに滑すべり込むように近づき、体を捻ひねるようにして背中からのショートレンジの体当たりをする。

　ルインのストレス発散に付き合って突とつ撃げきを受け止め続けた。

　その結果、最小限の動きで最大限の力を発揮する力の入れ方や打撃のインパクトの瞬しゆん間かんを学んだ。

　それが《ブレイブエンハンス》と合わさり、前衛の自由騎士を10メートル以上も後方に吹ふき飛ばす。

「──自由騎士、一名有効打！」

　バルドルの宣言が響く中、俺は前に進む。

「二人目、行くぞ！」

　まだ混乱している二人の前衛を抜けて、後衛を優先して無力化しに向かう。

　だが、いち早く回復した中衛の自由騎士が俺の進路を遮さえぎるように立ちはだかる。

「くっ、やらせねぇよ！」

「行かせてもらう！」

　俺が圧縮木刀に魔力を籠めて振り下ろせば、芯しんに使われた【グラド重鉱石】の合金の影えい響きようで重量が増し、受け止めた木製のナイフが砕くだける。

　そのままナイフを持っていたら、手首まで砕けると判断した中衛は、木製ナイフを捨てて大きく後ろに下がる。

「──自由騎士、武器の消失のために有効打！」

　重量を増した圧縮木刀を受け止め、手が痺しびれる中、武器なしでの模擬戦を続けるのは危険だと判断してバルドルが二人目の自由騎士の脱だつ落らくを宣言する。

　だが、中衛の自由騎士が時間稼ぎしたお陰かげで、残った四人が混乱から落ち着く。

　この間、僅わずか十秒弱で立ち直るのは、流石さすがは上位の冒険者の対応力であると感心する。

「今までのコータスを想像しているとやられるぞ！　全員本気出せ！」

「その前に、三人目──！」

　立ち位置的に、前後に二人ずつ自由騎士に挟はさまれている。

　だが、挟み撃ちされる前に後衛を倒そうと動く俺に、前衛が駆け出す。

　後衛の射手は、こちらへの有効打ではなく腕や足関節、頭部などかなり本気で狙って牽制し、今まで魔法使いの自由騎士が封じていた強力な魔法を使うための時間を稼ぐ。

「はぁぁっ──《ブラック・ゲイル》！」

　そして、模擬戦としてはグレーゾーンな威い力りよくの魔法を準備した魔法使いの自由騎士は、可視化された黒い旋せん風ぷうの魔法を生み出し、俺に放つが──

「──《練れん魔ま刃じん》！」

　魔力を纏まとわせた圧縮木刀から刃やいば状の魔力を放ち、黒い旋風の魔法を相そう殺さいする。

　無む尽じん蔵ぞうとも言える【極大魔力】の加護を持つヒビキとの鍛たん錬れんで、放たれた魔法を斬きり続けてきたお陰か、魔法を無力化する能力が磨みがかれていたようだ。

　俺は、魔法を無力化すると共に駆け、接近した後衛二人の体に軽く拳こぶしを当てる。

「──《練魔》！」

　俺の体内で練り上げた魔力を送り込み、二人の体の自由を奪うばう。

「コータスくん、成長、しすぎ……魔法使い殺し……ね」

「……若いって成長早いなぁ」

「──自由騎士の後衛二人、有効打！」

　倒れた二人の呟つぶやきを聞き、バルドルの判定と共に俺は振ふり返る。

　残るは、前衛の自由騎士が二人である。

「流石に、人生の先せん輩ぱいとしちゃ、無様に負けるわけにはいかねぇな！」

「おぅ、全力で行くぞ！」

　前衛の自由騎士二人が話し合いをしている間にも、駆け寄った自警団たちが、有効打で脱落した自由騎士たちを安全な場所まで運ぶ。

　それを見届けて、二人は本気になる。

『『──はぁぁぁぁぁっ！』』

　前衛の一人は、身体強化の強度を更に引き上げ、もう一人がバルドルと同じ赤い闘とう気きを纏い、武器にも纏わせる。

　俺も更に魔力を練り直し、圧縮木刀を構える。

　互たがいに決着を付けるために、一歩踏ふみ出す中──

「両者、そこまでだ！」

「「──なっ!?　ラグナス団長！」」

「…………」

　自由騎士団の団長である養父のラグナス・リバティンが俺たちの間に割り込み、制止するのである。

　俺は、親父が乱入したことで足を止めて、ふぅーと長い息を吐はき出し、【グラド重鉱石】の圧縮木刀をそっと降ろし、身体強化の魔法を霧む散さんさせる。

「なんで止めたんですか」

「俺たちは、まだ戦えます！　コータスとの決着を」

　俺が止めたのに対して、残った前衛の自由騎士二人は、続行を求めるが──

「この、馬ば鹿かたれが！」

　部分的に身体強化を纏った拳が二人の自由騎士の頭に振り落とされる。

「痛いってぇぇぇっ！」

「がぁぁっ、頭が……われ、る」

「模も擬ぎ戦で木刀とは言え、お前ら二人が本気でやり合ったら、両方怪け我がするだろ！　手加減する訓練で本気になって不要な怪我をするな！」

　木刀とは言え、魔力や闘気で強化されれば、立派な打撃武器の役割を果たす。

　それに俺の圧縮木刀は、【グラド重鉱石】の合金が芯に使われた特別製だ。魔力を通せば、重量が増し、恐おそろしい威力になる。

　あのまま模擬戦を続行していたら、多分誰だれかが不必要な怪我をしていた。

　なので俺は、親父が止めてくれたことに密ひそかに安あん堵どしていた。

「お前らとコータスが全力出したら、後で俺とやり合う時に十分にやり合えないだろ！」

「それが止めた理由か」

　俺は、親父おやじの発言にツッコミを入れるが、親父は無視して更に自警団に介かい抱ほうされている自由騎士の仲間たちの方を指差す。

「あと、一名が打撃でダウン。二名が《練魔》でダウン。一人が介抱している中で、お前らまで怪我したら面めん倒どうだ！　大人しくあいつらと一いつ緒しよに休んでろ！」

　前衛の自由騎士の二人は、不完全燃焼のためにふて腐くされ気味だが、親父の言葉に渋しぶ々しぶと従う。

　二人が仲間の自由騎士とのところに戻もどる際に、俺に気さくに声を掛かけてくる。

「コータスくんは、一段と強くなったな。これなら、ラグナス団長を抜ぬく日も近いんじゃ無いのか？」

「その木刀なんか変じゃないのか？　硬かたいわ、重いわ、威力がおかしいし。まぁ、今回は負けを認めるけど、次やるときは、万ばん全ぜんの状態でやろうか」

　戻り際ぎわに気持ちのいい言葉をもらい、俺は静かに会え釈しやくする。

　不法冒ぼう険けん者パーティーの制圧という名目の訓練内容は、俺の勝ちだろう。

「試合に勝ったが、勝負には負けただろうな」

　だが、自由騎士団の二人が本気になってあのまま戦ったら、きっと負けていたと思い、更なる鍛錬の必要性を感じた。

　そんな俺にバルドルが声を掛けてくる。

「コータスは、少し休きゆう憩けいしていろ」

「いや、俺は平気だ」

「これは命令だ。またお前が相手することになるんだろうから今のうちに休め。あと、ラグナスさんの相手をする時のために余力残しておけ」

　バルドルにそう言われて確かに必要だと思い、俺は木こ陰かげに移動する。

　そして俺は、自警団たちの見学をしつつ、休憩をするのだった。




　　　　●




　バルドルの気き遣づかいにより休憩する俺は、バルドルが自警団の面々に説明するのを眺ながめる。

「世の中には、数の差ではどうしようもない奴やつらがいるけど、基本例外だ！　むしろ、さっきのは忘れろ！」

「その例外が自警団の訓練付けてる時点で説得力ねぇぞ！」

　自由騎士のパーティーにぼろ負けした自警団の一人から野次が飛び、それに釣つられて周りからも苦笑いが漏もれる。

「笑ってんな。次は、チームを決めての集団戦の訓練にするぞ。自警団、守るべき住人、盗とう賊ぞく役で分かれてやるぞ。

　俺が監かん督とくに付いて、盗賊対策の動きを教える。盗賊役には、町人役を狙ねらわせるから自警団は、守りながらの難しさを感じろ！

　余ったやつらは、似た戦い方をする自由騎士の人たちに武器の扱あつかいのアドバイスを受けて、模擬戦をしろ！　──始め！」

　バルドルの長い説明を受けて、自警団たちが親しい相手や得物のバランスを考えてチームで組む。

　そして、最初のチームが役割に分かれて集団戦せん闘とうの訓練を始め、余った自警団たちが自由騎士からアドバイスを貰もらい、互いに模擬戦を行う中、オリバーが俺に近づいてくる。

「コータス。さっき言った通り、相手をしろ」

「分かった」

　俺は、圧縮木刀ではなく、自警団が使う鍛錬用の木刀を手に取り、互いに距きよ離りを取って構える。

　オリバーは、斧おのを模した木製武器を構えて、対たい峙じする。

「いくぞ！　うぉぉぉぉっ！」

　オリバーは、低い声を上げて駆かけ出してくる。

　体格に優すぐれ、咆ほう哮こうを上げることで自身を鼓こ舞ぶし、相手を威い圧あつする単純だが有効な戦法。

　その勢いで木製武器を振り下ろすオリバーに俺は、木刀を掲かかげて受け止める。

「いい一いち撃げきだ。ずしりと重い」

「さっきの騎士相手に【身体強化】を使ってやがったのに、俺様には使う必要はねぇってか！　おらおらっ！」

　斧を引き、再び腕わん力りよくで強ごう引いんに振るうオリバーの一撃を躱かわし、受け流していく。

　自由騎士の団長である親父が素質を見抜くだけあって、オリバーの攻こう撃げきは、荒あら削けずりだが、暴風のような勢いがある。

　そんな激しい連撃に俺は、少しずつ後退する。

「どうした、反撃してこい！　左さ遷せん野や郎ろう！」

「今度は、こっちから行かせてもらう」

　オリバーの挑ちよう発はつにあえて乗った俺は、剣けん速そくを上げて、反撃に転じる。

「うぉっ！　やっぱり最初から身体強化も使わずに、本気じゃねぇのか！　いつもスカした野郎だ。──おらっ！」

　俺の木刀による連撃を木製の斧の側面を掲げて盾たてのようにして防ぐオリバーは、強引に武器を振るい、それを避よけるために後ろに大きく跳とぶ。

「つくづく、いけ好かない！　おぉぉぉぉぉぉっ！　──《オーラ》！」

「なにっ!?」

　腹の底から低い声を響ひびかせ、オリバーの体から不安定ながらも青白い魔ま力りよくが立ち上がる。

　オリバーは、全身に身体強化を巡めぐらせて、俺に向かって木製武器を掲げて飛び掛かってくる。

「てめぇの、コータスの実力を少しでも引き出させてやる！　──《破は斬ざん》！」

　一刀のもとに敵を斬り伏ふせる戦技と合わせて俺に放ってくる。

　流石さすがに、オリバーが身体強化を使うのは予想外だし、戦技まで合わせて使ってくるとは思わなかった。

　このまま身体強化なしで受け止めれば、木製武器といえども俺が怪我をするだろう。

「──《ブレイブエンハンス》《デミ・マテリアーム》！」

　瞬しゆん間かん的に身体強化で体の強度を増し、更さらに木刀を半物質化した魔力で覆おおい、木製武器を受け止める。

　オリバーの怪かい力りきと身体強化、戦技の威い力りよくに、木製の斧の方が耐たえきれずに砕くだける。

「…………やっと、コータスから少しだけ実力を引き出せたけど、これはしんどいわ」

　オリバーの不安定な《オーラ》が霧散すると共に、砕けた木製武器を投げ捨て、大おお柄がらな体を平原の上に投げ出す。

「すごいな。いつの間に、《オーラ》を習得したんだ？」

「あん？　それは、おめーが増水した川からうちのブラックバイソンを引き上げた後からだ。どんなに優れた体格を持っていても自然相手には厳しいって知ったからな」

　上体を起こしたオリバーの言葉に素す直なおに感心する。

「先月から短期間で不安定でも身体強化魔法の《オーラ》を習得するなんて、改めて凄すごいと思うぞ」

「へっ、俺様は、意外と多才なんだぜ！」

　そう言って、自じ慢まんするように笑うオリバーは、ふぅと長い息を吐き出す。

「ったく、ほんとお前は、嫌いやな奴だ。突とつ然ぜん、牧場町に現れたかと思うと、牧場町の話題やレスカの気持ちを搔かっ攫さらっちまった。それについには、婚こん約やくとか……」

　神しん妙みような表情になったオリバーの独白に、俺は耳を傾かたむける。

「前からうちの親父には、レスカを諦あきらめて身を固める準備をしろ、って言われてな」

「オリバーが結けつ婚こん？」

「そうだ。お前らがエルフの里に交易に行ってる間、俺様は余よ所その魔物牧場に、うちのブラックバイソンの種を売りに行った」

　ブラックバイソンの種……つまり、優良な資質をもつオスとメスの子作りのことだろう。

「親父は、レスカと結ばれることはねぇ、って考えてな。俺様をその魔物牧場にいる年とし頃ごろの娘むすめと婚約させようと手紙を出して、種を売るついでに顔合わせさせやがった」

　そこで言葉を句切るオリバーは、少し気き恥はずかしそうに頰ほおをポリポリと搔く。

　まさかオリバーの家では、そういう話が進んでいるとは思わず、目を見開く。

　ある意味、町一番の牧場の跡あと取とり息子むすこと余所の魔物牧場の娘との政略結婚なのだろう。

「それに今は牧場町でお前とレスカの婚約の話が回ってきて、流石に諦めざるをえない。だけど、俺様がお前を上回れば、まだチャンスがあると思って今日挑いどんだが、惨ざん敗ぱいだ」

　そう言って、少しの間オリバーは沈ちん黙もくする。

「俺様を圧あつ倒とう的に負かせてくれて、ありがとな。お前ならレスカを任せられるし、俺様もレスカを諦めて、不義理な気持ちを抱いだかずに、その女をうちに迎むかえられそうだ」

「そうか……」

　オリバーの独白を聞き、俺はただそう相あい槌づちを打つ。

　今のオリバーは、俺に負けたのに清すが々すがしく、とても男らしく感じた。

　俺との模擬戦を終えたオリバーは、自由騎き士したちから指導を受け、バルドルに呼ばれて、集団戦の訓練を受けに行く。

　他ほかにも自由騎士たちから僅わずかな時間の指導を受けて、目に見えて動きが良くなる自警団たちを相手に俺は、様々な木製武器を使って模も擬ぎ戦をする。

　俺が主に使う武器は長ちよう剣けんだが、武器と言えるもの全ぜん般ぱんを扱えるために、こうした模擬戦の相手には都合がいい相手だった。

　そして、日が高く、気温が上がっていく中、俺たちの方に人がやってくる。

「コータスさん、ジニーちゃんとアポロくんを見学に連れてきましたよ！」

「バルドルさん。お弁当を持ってきましたので、少し休憩にしませんか？」

　昼の弁当や飲み物を持ってきたレスカと見学のジニーとアポロ、それにバルドルの婚約者のシャルラ。

　その他にも自警団への差し入れを持ってきた自警団の面々の母親たちだ。

「レスカ、ありがとう」

「いえ、いつものことです。ヒビキさんがお弁当が傷いたまないようにバスケットやお絞しぼりやお茶を冷やしてくれました」

　俺は、レスカから弁当の入ったバスケットとお茶を受け取る。

　普ふ段だんとあまり変わらないが、レスカが婚約者になったという確かな事実があると、安心感というか安定感を感じる。

「シャルラ、いつも悪いな。ありがたく頂くよ」

「気にしないで下さい。それでは、私は宿屋のお仕事に戻ります。お仕事頑がん張ばって下さいね」

　バルドルも婚約者のシャルラから弁当を受け取り、小さく会え釈しやくして微笑ほほえむシャルラにデレデレである。

　そんな婚約者持ちとなった俺やバルドルに未み婚こんの自警団たちが低い唸うなりを上げ、先さき程ほどのオリバーの牧場同士の政略結婚話に聞き耳を立てていた者たちは──

『オリバーさん、裏切ったんですか！』

　オリバーは、理り不ふ尽じんな非難を浴びせられ、珍めずらしくたじろぐ。

　そんな自警団の尻しりや背中を牧場町のお袋ふくろさんたちが叩たたき、座らせ、休ませ、差し入れの昼食を食べるように誘ゆう導どうする。

　そんな光景にジニーとアポロは、啞あ然ぜんとしている。

「……自警団の訓練の見学」

「義兄にい様や元近この衛え騎士が手伝っている自警団……」

　ジニーとアポロは、自警団の訓練を神聖化していたようだが、その実態は、騎士団のような規律の厳しいものではなく、比ひ較かく的てき緩ゆるいものに啞然としている。

　ただ、行われている内容は、バルドル基準で更に牧場町では畜ちく産さん魔物を扱うために、並の自警団よりも高度な訓練をしている。

　そんな二人を見守るようにチェルナを背中に乗せたペロが寄り添そい、ジニーの肩かたには火精せい霊れいのミアが乗っている。

　レスカとジニー、アポロたちは、先に食事を終えてから見学に来たようだ。

　俺は、一人でレスカが用意してくれた弁当を食べ、冷たいお茶を飲んで胃を落ち着けていると、親父おやじが近づいてくる。

「コータスは、食べ終えたな。それじゃあ、俺と久しぶりに一戦するか。ほら、コイツだ」

　そう言って親父が俺に渡わたしてくるのは、鞘さや付きの刃はを潰つぶした長剣である。

　親父の方は、木製の大剣ではなく、本来の得物である炎ほのおの魔ま剣けんと同じ大きさと重量で作られた訓練用の大剣だ。

「……親父。自警団の前でこれをやるのは、かなり刺し激げきが強いんじゃないか？」

「それくらい見せつけた方がいいだろ。戦いを生なり業わいとする人間は、訓練でも死ぬ危険がある、ってな」

　わざわざそのために訓練用の鉄剣を持ってきたのか、と俺は呆あきれる。

　そして、親父の表情から笑みが消え、既すでに戦士の顔付きに変わっていた。

「分かった。今の俺の全力で相手をしよう」

「それでこそ、俺の息子だ。お前の成長を見させてもらうぞ」

「……全員、離はなれて見学しろ。これは、極きわめて実戦に近い模擬戦だ」

　俺と親父との相対に、自警団の面々が異常さを感じて、バルドルの指示で距きよ離りを取り、自由騎士の面々も表情を硬かたくして見守る。

　レスカは、無事を祈いのるように両手を握にぎり、ペロとチェルナが寄り添う。

　冒ぼう険けん者志望のジニーとアポロは、元Ａランク冒険者の実力を知ろうと見つめてくる。

「準備はいいか」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ」

「こっちは、息子とやり合いたくてうずうずしている」

　俺は、鞘から長剣を引き抜ぬき、親父は、大剣を構える。

　そして、互たがいに間合いを確かめるように剣先が揺ゆれる。

「始め──」

『『──《ブレイブエンハンス》！』』

　バルドルの合図と共に、互いに身体強化を施ほどこし、全力でぶつかり合う。

「ぐっ！」

「おっ、前より身体強化を練り上げる速度が上がったな！」

　長剣と大剣では、ぶつかり合う時の質量差で俺が押し負け、後方に弾はじき飛ばされる。

　だが、着地と共に両足に部分的な身体強化を施し、その脚きやく力りよくで踏ふみ込む。

　一歩目で距離を詰つめ──

　二歩目で親父を追い越こし──

　三歩目の踏み込みで体を捻ひねって、切り返し──

　四歩目の跳ちよう躍やくで背後から斬きり掛かかる。

「貰もらった！」

「いい一いち撃げき──だっ！」

　親父は、振ふり向くと共に大剣を爆ばく炎えん魔法で加速させ、背後からの一撃に間に合わせる。

　遠心力と爆破で加速した大剣と打ち合った俺は、再び弾き飛ばされ、距離を取って一息吐つく。

「相変わらず、一撃が恐おそろしい威力だ」

「当たり前だろ？　冒険者として自分よりも強きよう靭じんな魔物を倒たおすには、一撃で葬ほうむるだけの力が必要なんだよ」

　そう言って、大剣を肩に担かつぐ親父に対して俺は、深呼吸する。

「──《デミ・マテリアーム》！」

　更に、身体強化を施した体と長剣を半物質化した魔力で覆う。

「自由騎士の奴やつらとやった時に見せた固有魔法か！　いいぞ、もっと来い！」

　親父の体から青白い魔力が大量の蒸気のように沸わき立ち、威い圧あつしてくる。

　そして今度は、俺の番だ、と言うように一足で俺との距離を詰め、大剣を振り回す。

　俺は、身体強化と半物質化した魔力の籠こ手てがあっても受け止めるのは困難と感じ、回かい避ひを取る。

　だが、親父は、腕わん力りよくと爆炎魔法の爆発で大剣の軌き道どうを変則的に変える。

　更さらに──

「まだまだ、だなぁぁっ！」

　親父は、断続的に俺の周囲に小規模な爆炎魔法を発動させ、爆発による視界や行動を制限するように動く。

　豪ごう快かいな戦い方の中に、相手を確実に追い詰める繊せん細さいな魔法の使い方をしてくる。

　以前の俺だったら、このままジリ貧ひんで追い詰められていただろうが──

「俺は、成長している！」

　回避するのは、致ち命めい傷しようになり得る大剣のみに集中する。

　半物質化した魔力の籠手に覆おおわれた手で、発動直前の爆炎魔法に干かん渉しようし、握り潰して打ち消し、無効化する。

　そして、反撃のために一歩踏み出す俺の目の前で、その出で鼻ばなを挫くじくために親父が爆炎魔法を発動させる。

　目の前で収縮される魔力が爆発を引き起こす前に、俺は長剣を振るって魔法を斬り裂さき、その向こうにいる親父の胴どう体たいを捉とらえようとする。

「甘いわ！」

「くっ！」

　親父が蹴けり上げた足が土を持ち上げ、俺の顔に掛かる。

　周囲でブーイングが起こる中、生き残るためならなんでも使う、この精神を自警団やジニーやアポロに見せたかったのだろうか、と頭に過よぎる。

　だが、俺の体は、見えないまでも反射的に長剣を投げて、親父を追撃する。

「うぉっ!?　あぶねぇ！」

　直前の視界から親父の位置を予測して追撃のために長剣を投げたが、親父の大剣で防がれたようだ。

　目め潰つぶしから回復した俺を親父は、呆れたように見ている。

「普ふ通つう、あの状態でまともに行動できないだろ」

「まぁ、そこは慣れだな。そして慣らしたのは、親父だろ」

　俺と親父との会話に、ブーイングしていた自警団たちも呆れたような視線を向けてくる。

　俺も親父もそんな視線を無視し、親父がこちらを挑ちよう発はつするように笑っていた。

「けど、武器を投げたのは、下策だったな。コータス、お前は唯ゆい一いつの武器を無くしたんだ。俺の勝ちだな」

「いや、まだまだやれる。行くぞ──」

　今度は、頭部を覆うように半物質化した魔力の冑かぶとを纏まとう。

　青白く、半はん透とう明めいであるために冑の視界の悪さはなく、また先程のような目潰しを防ぐことができる。

　更に、足りない魔力を【養分貯蔵】の内包加護から蓄たくわえた栄養を魔力に変へん換かんし、半物質化した魔力の長剣を作り出す。

「あまり長くは維い持じできない。短期で決める」

　殺傷能力のある魔力武器を手に取り、親父に斬り掛かる。

　魔力武器の斬ざん撃げきを受け止め、俺と親父は、剣術と体術を混ぜた戦いをする。

　そして、俺と親父の応おう酬しゆうは、十合、二十合と続き──

「なっ！」

　親父の爆発で加速した大剣を魔力武器で受け止めた瞬しゆん間かん、ガラスのように砕くだけ散り、それに連れん鎖さするように各種魔法による強化が霧む散さんする。

「ヒヤッとする場面はあったが、今回は父親の威い厳げんが保てたな」

　栄養を魔力に変換して限界以上の魔力を使っていた俺は、突とつ然ぜん襲おそってきた魔力の枯こ渇かつにふらつきを覚え、頭の位置が下がる。

「コータス、これで終わりだ！　ふん！」

　その下がった頭に合わせて、親父の鋭するどい蹴りが側面より迫せまるのを見て、反射的に腕うでを上げて防ぼう御ぎよするが、次の瞬間、防御の腕ごと蹴り抜かれ、意識が闇やみに落ちる。
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「んっ……」

　俺は、気絶していたのだろう。

　意識を取り戻もどすと、首と防御した腕に鈍にぶい痛みが走り、小さく呻うめき声を上げる。

　仰あお向むけで寝ねかされた俺がゆっくりと目を覚ますと、こちらを覗のぞき込んでくる逆さまのレスカの顔が視界に飛び込んでくる。

「レスカ……っ!?　俺は！」

「ダメですよ！　まだ休んでください！　首を蹴られたんですよ！」

　俺が起き上がろうとすると、膝ひざ枕まくらをするレスカに両りよう肩かたを押さえられ、太ももの上に頭を戻される。

　そして、親父に蹴られた首に触ふれれば、再び鈍い痛みが走る。

「……あれで意識を刈かり取られたのか。俺はどれだけ寝てたんだ？」

「ほんの少しの時間、気絶してました。ですけど、今は、休んだ方がいいですよ」

【頑がん健けん】の加護は、体が丈じよう夫ぶになり、怪け我がの治りが早くなる。

　だが、それほど時間が経たってないなら、首の痛みが癒いえていないことにも納なつ得とくし、安静にする。

「でも、凄すごかったですよ！　と言っても、凄すぎて途と中ちゆうから全然分かりませんでした！」

「レスカ、ありがとう。だけど、やっぱり、俺はまだまだだな」

　親父との打ち合いの最さ中なか、魔力武器や身体強化が崩くずれた。

　あれは、俺の魔力武器と打ち合わせる度たびに、気付かれずに《練れん魔ま》が打ち込まれていたんだろう。

　その結果、親父が放った《練魔》の影えい響きようが蓄ちく積せきし、魔力武器の維持が乱されて《デミ・マテリアーム》や身体強化の《ブレイブエンハンス》が連鎖的に崩ほう壊かいしたのだ。

「はぁ、あの応酬の中で、そこまで意識を割さけなかったのが俺の敗因だな」

　レスカが俺の呟つぶやきに困ったような微笑ほほえみを浮うかべていると、レスカ以外の影かげが俺の上に差し込む。

「レスカ嬢じようちゃんに介かい抱ほうしてもらって、いいご身分だな」

「親父……」

　親父が来たことで体を起こそうとするが、手でそのままで良いと制止される。

「ホント、予想以上に強くなっていて俺が驚おどろきだ」

「だけど、俺は負けた」

「こっちだって一応、団長を名乗ってるんだ。団長として、それにコータスとアポロの父親としての威厳は守らせて欲しいものだな」

「俺だって、アポロの義兄あにとして、ジニーの師し匠しようとしての威厳が欲ほしかった」

　そう言って、互いに軽口を叩たたき合う。

「ほんと、拾った時は、チビだったのに強くなりやがった。俺とお前の打ち合いは、本当に高度な戦いの入口なんだぞ？　互いに妨ぼう害がいする魔力を打ち合いに込こめて、相手の魔力を打ち消す魔法戦士の高度な戦いだ」
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「そうだったのか？　俺は、そんなつもりはないんだが……」

「コータスは、馬ば鹿か正直に剣で俺を打ち倒そうとしてたからな。こっちが打ち合いに合わせて《練魔》を打ち込んでも、身体強化の魔法がビクともしなかった。防御のための魔ま力りよく制せい御ぎよなら、既すでに俺を超こえてるよ」

　十合で打ち崩すつもりが、倍以上掛かっちまった、と親父は口にする。

　先さき程ほどの最後の打ち合いは、魔法戦士の高度な戦いだったのか、と反はん芻すうする。

　今の俺よりもまだまだ成長の余地があり、小さく拳こぶしを握にぎる。

「さて、コータスは今日はもう休んでいろ」

「いや、俺は──っ!?」

『『わふっ！』』

『キュイ！』

　話している間に【頑健】の加護で首の痛みが消えたために体を起こして自警団の訓練に戻ろうとする。

　だが今度は、俺の腹の上に飛び込んできたペロとチェルナによって、のし掛かられて、強制的に寝かされる。

「ペロ、チェルナ。重い……」

「お前、【養分貯蔵】の内包加護で限界以上の魔力を使ったんだから、今は休め。それにそこのレスカ嬢ちゃんを心配させるな」

　そう言われては仕方がない、と溜ため息いきを吐つき、レスカの太ももに体重を預ける。

「それにしても目め出で度たいな。左さ遷せんされても腐くさることなく、鍛きたえ続けていたコータスの成長っぷりを祝わねぇとな。……それに無愛想なコータスにもいつの間にか、いい人ができたみたいだ」

　そう言って楽しそうに笑う親父だが、後半の方はどこか乾かわいた焦あせりや困こん惑わくのような笑いが親父らしくない。

「まぁ、今回は、父親に花を持たせろ。それと今日は休め」

　俺が不思議そうに親父の顔を見ると親父は、有う無むを言わせず、逃にげるように自警団の訓練に戻る。

　俺は、不ふ審しんに思い親父の後ろ姿を見つめるが、バルドルと何やら話すだけで、すぐに違い和わ感かんは消える。

　その後、俺は、自警団の訓練を休み、レスカたちと共に見学する。

　ジニーは、【剣術】の加護があるが、自分に適性のある武器を見つけていないために、鍛たん錬れんで使う様々な武器に目を凝こらし、その動きを確かめている。

　アポロは、長ちよう剣けんに適性があるために、俺の動きを思い返し、同じ長剣が得意な自由騎き士しの人と相談している。

　その他ほかにも自由騎士たちが自警団たちの指導を続けたり、何度かローテーションで自警団が集団戦の訓練を繰くり返す。

　そうして、その日の自警団の訓練が終わり、バルドルの合図と共に自警団たちが片付けをしながら帰っていく。

　俺やレスカたちは、自警団たちの訓練終わりの湯屋での入浴時間を避さけようと考え、一度牧場に戻り、残りの牧場仕事を終えにいこうと動き出すと、バルドルに呼び止められる。

「コータス、ちょっといいか」

「どうした？」

「いや、今朝に先さき触ぶれが来て伝え忘れてたんだが──『三日後に、各地を視察中のテレーズ第二王女殿でん下かがこの町に到とう着ちやくする』って報告が来てな」

　周囲に聞こえないように俺に耳打ちするバルドルに、そうかと頷うなずく。

　町に来ている親父おやじや文官、武官たちは、第二王女──テレーズ王女が賜たまわる領地の下調べのために視察に来ていた。

　もしかしたら、各地の視察とは、賜る領地の有力候補を直接調べるためかもしれない。

「分かった。それで何が必要なんだ？」

「普ふ段だん通りの格好でいいそうだ。まぁ、元々辺境警備には、制服らしいものもないしな。初日の視察だけは、俺やコータスが護衛に加わり、パリトット子し爵しやくが町を案内するようだ」

「了りよう解かいした」

　俺は、短く返事をして、レスカとジニーと共に牧場に帰る。

　今日は、ジニーの祖母のリア婆ばあさんが夏場の薬草採取のために町専属の冒ぼう険けん者や狩人かりゆうどと共に、【魔の森】の奥地に数日間出かけており、ジニーはレスカの牧場にお泊とまりである。

　俺たちは、牧場仕事の手伝いを終えて、湯屋で一日の汚よごれを落としてからレスカの牧場の母おも屋やに戻ると、ヒビキが声を掛かけてきた。

「ねぇ、コータス！　第二王女様がこの町に来るの！　三日後なんでしょ!?」

　ヒビキから尋たずねられた俺は、頭痛を堪こええるように、こめかみを押さえる。

「ヒビキ。なんでさっき、バルドルと話していたことを知っているんだ」

　一応、聞こえないように小さな声での会話である。

　また、第二王女の来訪は、警備の関係上なるべく多くの人には知られたくないのだ。

「そりゃ、ねぇ……」

　そう言ってヒビキの視線が、コマタンゴたちに囲まれるコマタンゴ・リトルフェアリーのマーゴに注がれる。

「コマタンゴの菌きん糸しの繫つながりで盗とう聴ちようしていたのか」

　俺は、はぁ、と深い溜息を吐はき出す。

　悪用すれば、いくらでも他人の情報を盗ぬすみ取れるマーゴの扱あつかいに改めて頭を悩なやませる。

「わ、悪いことには使っていませんよ！　この能力でマーゴから聞く情報は、例えば──今日は、どのお店の食材が美味おいしいとか、安いとか、そうした話だけですよ！」

「もう、レスカちゃんは、買い物上手で料理上手なんだから、お姉さんは嬉うれしいわ」

「ちょ、ヒビキさん!?　どこ触さわってるんですか！」

　レスカが慌あわててマーゴの擁よう護ごをする一方、ヒビキはレスカを後ろから抱だき締しめて、レスカを褒ほめて、撫なでる。

　そんなヒビキの茶番を俺とジニーが冷ややかな目で見つめている。

　そしてヒビキが落ち着いたところでジニーが尋ねてくる。

「みんな、第二王女、第二王女って言うけど、正直あたし、第二王女がどんな人なのか知らない」

　ジニーの言葉に、レスカとヒビキも確かにと頷き、俺が一いつ般ぱん的に知られていることを伝える。

「アラド王国の第二王女──テレーズ王女殿下は、側そく妃ひの第二子であり、国内で余り気味の王女というのが一般認にん識しきだ」

　そして俺は、王都で暮らし、騎士として守るべき王族について、他より多少は耳にしている。

「やっぱり妹属性のお姫ひめ様なのかしら！」

　隣となりで聞いているレスカは、ヒビキに苦笑いを浮かべ、ジニーは話の腰こしを折ったヒビキに冷たい目を向けている。

　俺は、咳せき払ばらいを一つして、説明の続きをする。

「……話を続けるぞ。テレーズ王女は、今年で15歳になる。だが、国内の勢力バランスを考こう慮りよして、婚こん約やくは慎しん重ちようを期していたと聞く。だが、それ以外にも婚約者を設けない理由としては、本人の病弱説があるんだ」

「病弱説？」

「詳くわしいことは分からないが、テレーズ王女は昔から頻ひん繁ぱんに寝ね込こみ、王宮の外に出ることは本当に稀まれだって話を聞いたことがある。そのために、いつ亡なくなるか心配されたために、婚約者を用意できなかった、とも聞くな」

「昔ってことは、今は違ちがうんですか？」

　レスカが小首を傾かしげて尋ねてくるので、俺は頷く。

「現在は、テレーズ王女の体調は安定しているらしい。まぁ、病弱説自体の真しん偽ぎは、謎なぞなんだがな」

「そう聞くと神秘的な方なんでしょうか？　お姫様と言うと特別な感じがしますよね」

　レスカは、ほんのりと顔を赤らめて微笑みを浮かべる。

　王族というのは、平民にとって雲の上のような存在だ。

　そのお姫様と言うのだから、自分たちが想像もできないような特別な感じがする。

　そしてレスカとジニー、ヒビキたちは、テレーズ第二王女の来訪を密ひそかに楽しみにしながら日々を過ごしていた。
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　その人物は、眠ねむっていた。

　とある場所に向かうために、馬車に乗って国内を巡めぐり、各町の視察を行い、滞在した町で最も豪ごう華かな客間で眠りに就つく。

　だが、その人物は眠る時も時折、意識をハッキリさせる時がある。

『またこの夢なのね』

　自身の体から魂たましいが抜ぬけ出したかのような俯ふ瞰かん視点で景色を見下ろす。

　日暮れによって北の霊れい峰ほうに積もる雪が橙だいだい色いろに染まり、風車塔とうの帆ほが畳たたまれ、動きを止める。

　牧歌的な牧場町を見下ろす中、北に広がる【魔まの森】から赤い瞳ひとみが幾いくつも浮うかび上がる。

　そして、溢あふれ出すのは、大量の多種多様な魔物である。

　それが津つ波なみのように【魔の森】から溢れ出し、目の前の町を吞のみ込んでいく。

『ああ、現時点では、夢は変わらないのね』

　夢の中で何度も見た光景に私は、諦あきらめの表情を浮かべる。

　この後の流れは、留とどまることを知らない魔物の群れがその近きん隣りんの村々を吞み込み、蹂じゆう躙りんする。

　そして、津波のような魔物の群れが広こう範はん囲いに拡散し、一種の狂きよう乱らん状態を終える。

　その後、広がった魔物たちは、同種で群れを作り、縄なわ張ばりを確保し、他種の魔物同士で争い、その数を減らす。

　最終的に、魔物同士が数を減らし、強力な魔物が誕生して、国を、人の領域を蹂躙する光景を見せられるのか、と内心溜息を吐き出す。

　何度も見せつけられた光景を想像して憂ゆう鬱うつになる人物の頭上に、黒い影かげが差し込むのを見た。

　夕暮れから夜に変わった空を見上げれば、夜より暗い影が翼つばさを広げて、魔物の蔓延はびこる大地を見下ろしていた。

『GYAOOOOOOOOOOOOOO──』

　怒いかりか悲しみか、その咆ほう哮こうにどんな感情が籠こめられているのか分からない。

　だが次の瞬しゆん間かん、その影から放たれた青白い炎ほのおが眼下の大地に降り注ぎ、魔物の群れを一瞬で焼き、町の一つを完全に消し去ってしまった。




　そんな悲劇的な光景を見た私は、そこで目を覚ます。

「姫様、随ずい分ぶんとうなされておりましたが……」

　隣りん室しつに待機していた馴な染じみの侍じ女じよが水差しからコップに水を注ぎ、差し出してくる。

　姫様──テレーズ第二王女は、悪夢を見たことで荒あれた息を整え、汗あせだくになった体を確かめる。

「平気よ。いつものやつだから」

　テレーズ王女は、侍女から水を受け取り一息吐つくと、ふっと笑い出す。

「間違っていない。私のやっていることは間違っていなかったわ」

「姫様、なにか新しい変化がありましたか？」

「ええ、なにか巨きよ大だいな生き物が町ごと魔物を燃やしていたわ。これでまた一歩進むことができたわ」

　テレーズ王女は、自身のやっていることが間違いではないと確証を得て、再びベッドに横になる。

　今度は、悪夢を見ないことを祈いのりながら──








四章　左さ遷せん騎き士しと第二王女









　自警団の訓練から三日後、バルドルに伝えられたテレーズ王女の視察の日を迎むかえる。

　アラド王国の第二王女を出迎えるに当たり、俺やバルドル、町の代官のパリトット子爵、親父おやじたち自由騎士に、視察のために先行して来ている文官や武官が町の南側に集まる。

　それだけの人が朝から牧場町の南側に集まり、何が起こるのか確かめるために、牧場町の住人が遠巻きに集まっている。

「そろそろかな」

「だと思うぞ」

　辺境に送られた俺とバルドルには、辺境警備の制服はないために、夏場に適した服装に腰に剣けんを下げて表面上は取り繕つくろっている。

「え、ええっと……私も一いつ緒しよに居て良いんでしょうか？　とても不安なのですが」

『キュイ！』

「申し訳ありません、レスカさん。私の知識だけでは、牧場町の全すべてを網もう羅らすることはできませんので」

　そんな俺の頭にはチェルナがしがみつき、隣にはレスカが並び立つ。

　レスカがテレーズ王女の出迎えにいる理由は、パリトット子し爵しやくからお願いされたためだ。

　パリトット子爵は、代官であるために牧場町の納税やエルフの里との交易、畜ちく産さん物についての知識を持っている。

　だが、飼育する畜産魔ま物ものの知識に関しては、この牧場町ではレスカが幅はば広ひろく持ち、なによりテレーズ王女と歳としが近いために、視察の息苦しさを無くすために呼ばれたのだ。

「私は、王族に対する礼れい儀ぎ作法とか分かりませんけど、大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

「大丈夫です。不安でしたら、いつものようにチェルナさんを抱だいていれば、問題ありませんよ」

　真しん竜りゆうを崇あがめるアラド王国で真竜に剣を向けるなど、王族でも犯おかしてはならない禁きん忌き。

　それを盾たてにする、というパリトット子爵のブラックジョークが分からずに、レスカは困ったように微笑ほほえんでいる。

「私は、少しですが、テレーズ王女殿でん下かと面識があります。とても気安い方ですので、そう肩かた肘ひじを張らなくても大丈夫ですよ」

　パリトット子爵に宥なだめられ、レスカの緊きん張ちようが少し解ほぐれたところで俺は、バルドルに振ふり向き尋たずねる。

「そう言えばバルドルは、近この衛え騎士だったからテレーズ王女と面識があるんだよな」

「あ、ああ、とは言っても俺が左遷されたのが五年前だから、最後に会ったのは10歳か。パリトット子爵が言うように、気安い方だから、それほど緊張する必要はないぞ」

　俺は、バルドルの話を聞き納なつ得とくして、程ほどよい緊張感の中でテレーズ王女の到とう着ちやくを待つ。

　その中で、遠くの空に小さな影が近づいてくるのが見えた。

　遠巻きで集まる牧場町の住人が近づいてくる影に気がつき、小さなざわめきが起こる中で、俺はそれがなにか理解する。

「あれは、竜りゆう騎き士しか。どうやら、来たようだな」

「竜騎士と言いますと、ワイバーンですか？」

「でも、速さが……」

「あれは、速さを合わせているんだろう」

　三組の竜騎士とワイバーンは、ゆっくりとした速度で、この牧場町を目指している。

　そして、その竜騎士の真下には、騎き乗じようした騎士たちに護衛された馬車群が連なり、牧場町を目指していた。

　その内の一台は、側面には真竜アラドをモチーフとした王家の紋もん章しようが描えがかれており、見み栄ばえする馬に牽ひかれた豪ごう奢しやな馬車である。

「あれがテレーズ王女殿下の乗っている馬車か」

「ああ、そろそろ準備しろ」

　多数の馬車が牧場町の郊こう外がいに停とまる。

　俺とレスカは臣下の礼を取って待つ中、侍女が豪奢な馬車の扉とびらを開き、侍じ女じよの手を借りてテレーズ王女が馬車から降りてくる気配を感じる。

「楽にして構いませんよ」

　その凜りんとした一言に、全員が臣下の礼を解き、顔を上げる。

　俺の視線の先には、長い銀ぎん髪ぱつと青い瞳に白磁のような肌はだをした儚はかなげな少女がいた。

　柔やわらかな微笑みを浮かべるが、瞳に意志の強さを感じさせる少女である。

「この度たびは、私の視察を受け入れてくれたこと、感謝しますわ。パリトット子爵」

「テレーズ王女殿下に来て頂けたこと。そして、この町を案内できることは、この町を任されている代官として無上の喜びでございます」

　小太り中年のパリトット子爵が前面に立ち、テレーズ王女の相手をする中、その隣となりで静かに頭を下げるレスカに目を向けてくる。

「そちらのお嬢じようさんは、パリトット子爵のご息女ですか？　確か、ご子息はいらっしゃると聞いておりますが……」

「いえ、このお嬢さんは、この町で多くの畜産魔物の知識を持っている者でございます。私自身が浅学非才の身で分からぬことも多々あります。故ゆえに魔物に関しては、彼女に尋ねれば多くのことを解決してくれると思いまして、顔合わせをお願いしたのでございます」

「なるほど。分かりました。そちらの方、お名前は？」

　テレーズ王女は、レスカに微笑みを向けたまま名前を尋ねてくる。

「レ、レスカ、と申します！」

　上うわ擦ずった声で返すレスカに凜としたテレーズ王女は、柔らかな微笑みを浮かべる。

「よろしくお願いしますね、レスカさん」

　レスカの方が年上なのに、どこか大人びたような雰ふん囲い気きのテレーズ王女は、微笑みをそのままに、隣に並ぶ俺を次に見る。

　正確には、俺と俺の頭にしがみつくチェルナを見て、一瞬だけ表情を強こわ張ばらせる。

「お初にお目に掛かかります。ラグナス団長のご子息のコータス様ですね。我が国で崇める真竜様を保護して頂き、ありがとうございます」

「……勿もつ体たいないお言葉です」

　片や真竜を守り育てる一いつ介かいの騎士、片や真竜を崇める第二王女。
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　俺が短く返事をする中、チェルナがふわぁっと欠伸あくびをするので、両者の間に微び妙みような空気が流れる。

　それに合わせて、テレーズ王女の肩がプルプルと震ふるえているのは、きっと真竜であるチェルナに会えて感動しているからだろう。

　決して、俺の頭にしがみついて自由に振る舞まうチェルナを見て笑いを堪こらえているのではないと思いたい。

「……今回の視察は、私の見聞を広めるためのものです。コータス様や他ほかの皆みな様さまも、気軽にしてくれて構いません」

　そんなテレーズ王女は、深呼吸をして落ち着き、俺とチェルナから視線を外し、そう周囲に告げる。

　第二王女としては、真竜を敬う態度を示す一方、政治的な理由で過度な接せつ触しよくを控ひかえてあっさりと引く。

　これは、貴族派は閥ばつからの攻こう撃げき材料にされないためなのだろう、と感じる。

　そして、テレーズ王女は、次にバルドルの方に目を向ける。

「お久しぶりですね、バルドル様。お兄様から聞きましたが、この度たびはご婚こん約やくおめでとうございます」

「テレーズ第二王女殿下からのお祝いの言葉、とても嬉うれしく思います」

　テレーズ王女は、軽い挨あい拶さつとバルドルの婚約の祝辞を述べる。

　そして、それを受けたバルドルが小さく頭を下げると続いて、親父の方に目を向ける。

「ラグナス団長も文官たちの護衛に感謝します。とは言っても、それに便乗した避ひ暑しよはいかがでしたか？」

「この避暑旅行を許可してくれたテレーズ王女には、感謝してます。とても有意義に過ごすことができてます」

　元冒ぼう険けん者としてどこか砕くだけた口調の親父だが、テレーズ王女を始め周りの者たちも特に気にした素そ振ぶりを見せず、微笑みを浮うかべたまま親父の話を聞いている。

「妻のアルテナは、パリトット子爵夫人から牧場町で作り出される菓か子しや宝ほう飾しよく品ひんを見せてもらってます」

「そうですか。それでは、ぜひ私もアルテナ様と共にパリトット子爵夫人からこの町の名産について色々と教えてもらいましょう」

「それに息子むすこのアポロは、そこのコータスのところに入り浸びたって、外を駆かけ回ったりしてますよ」

　親父の荒あらっぽい言葉にも、上品に答えるテレーズ王女に対する好感度は、非常に高い。

　親父との挨拶を終えたテレーズ王女は、再びパリトット子爵と談だん笑しようを始める。

「パリトット子爵、とても素す晴ばらしい小麦畑ですね。それに立派な風車塔とうもあります」

「はい。この町の主要な産業は、農業と畜産業が殆ほとんどでございます。作られた小麦は、パンにする他にも畜産魔物を育てるのにも使われております。テレーズ殿下に馴な染じみ深いものですと、毎年王室に献けん上じようされるブラックバイソンの肉がこの町で育てられています」

「ブラックバイソンの肉は、社交界でも人気ですわ。特に、公務で忙いそがしい陛下は、ステーキにして食べることで一日の活力を得ていますわ」

　それは、ブラックバイソンを育てる魔物牧場として誉ほまれ高いことですね、とパリトット子爵は、テレーズ王女に相あい槌づちを打つ。

　ふと、テレーズ王女の視線が牧場町の建物の更さらに向こう側、北側に広がる【魔まの森】とその向こうに聳そびえる霊れい峰ほうに向けられている。

　今まで微笑みを浮かべていたテレーズ王女の表情が一いつ瞬しゆんだけ真しん剣けんなものになる。

「テレーズ殿下。何か気になることでも？」

「いえ、素晴らしい景色だと思いましたわ。立派な小麦畑と風車、アラド王国を象しよう徴ちようする真竜が住まう霊峰を望み、そして、美味おいしい料理の数々。貴族の避暑地としては、素晴らしい立地ですわね」

　すぐに変わらぬ微笑みを浮かべ、称しよう賛さんを口にするテレーズ王女に俺は、先程の表情は見み間ま違ちがいだろうと思い、パリトット子爵は、変わらず穏おだやかな笑みのまま答える。

「はははっ、【魔の森】が近くにあるので少々心情的には難しいですな。開かい拓たくにより【魔の森】の境界を押し上げることができれば……ですかね。ささ、ここで立ち話も何ですから視察に参りましょう」

「分かりました。それでは、案内をよろしくお願いします」

　そう言って、パリトット子爵がテレーズ王女を案内して、護衛の騎き士しと文官がテレーズ王女に同行する。

　そして、そのテレーズ王女の視察には、俺やレスカ、バルドル、親父おやじも同行する。

　町中に入ったテレーズ王女の馬車はゆっくりと進み、牧場町を一周するようにして代官の館やかたへと進んでいく。

　テレーズ王女を出で迎むかえた全員が同行できないので、先行した文官や武官などは、町の役場に移動し、竜騎士とワイバーンは南門で待機している。

「本日は、このまま町を回り、代官の館でパリトット子爵や文官、護衛の騎士たちと会議をしましょう」

「分かりました、殿下」

　パリトット子爵がそう返事をすると、今度は俺やレスカの方に顔を向ける。

「本格的な視察は、明日以降となりますし、護衛や案内などは、文官や騎士たちが行ってくれます。それでも何かの際には、お二方にご協力をお願いすることがあると思います」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

「わ、私こそ、よろしくお願いします！」

「そう硬かたくならないでください。無茶なお願いはしませんわ」

　テレーズ王女の言葉に俺は背筋を伸のばし、レスカも緊張から言葉をつっかえながら答える。

　そんなレスカの返事を咎とがめることもなく、テレーズ王女は、微笑ほほえみを浮かべたまま、俺やレスカに気き遣づかいの一言をくれる。

　テレーズ王女を乗せた馬車が代官の館に辿たどり着き、同行する侍じ女じよが手を貸してテレーズ王女が停車した馬車から降りる。

　その際、ふと何かを思い出したかのようにテレーズ王女は、レスカに振り返ってくる。

「そうでした。レスカさんは、魔物の扱あつかいに長たけていましたね。それでは早さつ速そく、竜騎士たちのワイバーンの件で一つお願いしたいことがあります」

「お願い、ですか？」

　テレーズ王女からのお願いに、レスカが不安そうに聞き返し、話の内容に耳を傾かたむける。

「ワイバーンは、強力な魔物ですので、基本的に住民に配はい慮りよして町には入れず、彼らに乗る竜騎士たちが傍そばでお世話をしているのです。そんな彼らの手助けをお願いできますか？」

「はい。謹つつしんでお受けします。コータスさん、間近でワイバーンと触ふれ合えますね！」

　テレーズ王女のお願いを、レスカが即そく答とうし、ワイバーンと触れ合えることを喜ぶ。

　そんなレスカの様子を見たテレーズ王女は、微笑みの表情を忘れて、驚おどろきで目を見開く。

「……ワイバーンのお世話の手助けとは、水飲み場を教えたり、どの辺りで休めば町人に不都合がないか、という話ですわよ。それにB-からC+相当の魔物であるワイバーンが怖こわくないのですか？」

　テレーズ王女は、驚きから今度は訝いぶかしげにレスカを見つめる。

「怖いか、と言うより慣れだと思います。あと私は、ワイバーンにも興味がありますし、友好的な魔物と仲良くなるのが得意なんです」

　レスカの返答に、生きつ粋すいの魔物好きなのか、とテレーズ王女に伝わり、小さく笑みを零こぼす。

　今までの微笑みが対人関係を円えん滑かつにする手段だったのに対して、心の底から笑ったと感じられるほどに綺き麗れいな表情を浮かべる。

「分かりました。でも、お怪け我ががないようにお願いします」

　テレーズ王女の本心からの笑みは一瞬で、こちらを心配する言葉にレスカが恐きよう縮しゆくする。

「それから明日以降の視察を楽しみにしています。それでは私は、これで失礼します」

　それでも、こちらに優やさしい言葉を掛けたテレーズ王女は、綺麗な所作のままパリトット子し爵しやくに案内されて館の中に入っていく。

　そんなテレーズ王女の後ろ姿を見送るレスカは、小さく呟つぶやく。

「テレーズ王女様、とても優しそうないい方ですね。最後に私の心配をしてくれました」

「そうだな。とりあえず、ワイバーンのところに待機している竜りゆう騎き士しのところに行こうか」

　俺がレスカにそう提案すると、はい、と返事をして、俺とレスカとチェルナは、竜騎士とワイバーンが待機する牧場町の南門の方に戻もどっていく。
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　俺とレスカは、チェルナを連れて南門の近くで待機していた三組の竜騎士とワイバーンの元に向かう。

「辺境警備所属のコータス・リバティンです。テレーズ王女殿でん下かの指示でこちらの魔物牧場の牧場主のレスカと共に、ワイバーンの世話の手伝いに来た」

「おお、感謝します。けど──」

　年とし嵩かさの男性竜騎士が困ったように自身の相棒であるワイバーンを見上げる。

　この牧場町に辿り着いた時には、気付かなかったが、俺を見る目──というより、俺の頭の上に乗るチェルナに畏い怖ふの視線を向けていた。

『グルルルルルッ──』

『キュイ！』

　大きな体を縮めるように緊きん張ちようしている三頭のワイバーンに対して、チェルナは短い片手を上げて鳴き声を上げる。

　チェルナとしては、こんにちは、のような挨拶をしたのだろう。

　その挨拶の鳴き声に、真しん竜りゆうを本能的に畏怖するワイバーンたちは、困こん惑わくしながらも縮めた体を開き、相談するように互たがいに視線を合わせる。

「俺たちは、どうすればいいんだ？」

　真竜の雛ひなのチェルナを本能的に恐おそれるワイバーンたちをどう扱えばいいのか、困っている俺や竜騎士たちを尻しり目めに、レスカがゆっくりとした足取りでワイバーンたちに近づく。

「とりあえず、誘ゆう導どうしましょうか」

「レスカ、危ないぞ！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ヒビキさんからお守りを貰もらっていますから」

　俺が止める間もなくレスカは、ワイバーンたちに触ふれられる距きよ離りに近づく。

　ここで俺がチェルナを連れて不用意に近づけば、恐きよう慌こう状態になったワイバーンがレスカに危害を加える可能性があるために手出しできない。

　困惑するワイバーンの一体がレスカの体に染しみつくチェルナの匂においを感じ取り、身を硬くするが、レスカが優しい手付きで頭や首筋を撫なでて語り掛かける。

「あなたたちは、とても行ぎよう儀ぎがいい子たちですね」

『グルルルルッ──』

「チェルナは、まだ真竜の子どもなので、怖いことはありませんよ。竜としての先せん輩ぱいとしてチェルナと仲良くして下さいね」

『グルルルルッ──』

　優しく語り掛け続けることで一頭のワイバーンが落ち着き始め、それを見ていた他ほかの二頭も同じように落ち着きを見せる。

「ここは街かい道どうと繫つながっているので、来た人を驚かせないために移動してくれますか？」

『グルッ──』

「はい。ワイバーンの皆みなさんがゆっくり休めるようにお手伝いしますね」

　レスカが一通り語り掛けた結果、ワイバーンたちは落ち着きを取り戻した。

「凄すごいなぁ。初めて会ったワイバーンに物もの怖おじせずに、あそこまで好かれるなんて、腕うでのいい調教師だな」

「それに真竜様の気配に敏びん感かんになってるワイバーンたちを落ち着ける手管を学びたい」

　感心する竜騎士たちを尻目にレスカは、テキパキとワイバーンたちの移動を先導する。

「皆さんも一いつ緒しよに来てください！　ワイバーンたちが休めるように寝ね床どこと水場の用意をしましょう」

「ああ、分かった」

「それじゃあ、小麦畑を迂う回かいするように付いて来て下さいね。町の東側の平原ならワイバーンが待機していても問題ありませんよ」

　レスカが誘導するように歩き始めると、ワイバーンたちも翼つばさである前ぜん腕わんで体を支えながら、ゆったりとした動作でレスカに付いていく。

　移動先の町の東側の平原に辿り着き、ワイバーンたちが思い思いの場所に腰こしを下ろす中、俺たちは、レスカの指示で寝床の準備を始める。

「ここにワイバーンの寝床を作りましょうか。木材加工所が近いですからオガクズも集めやすいですね」

「レスカ。俺は、何をすればいい？」

「自警団の方々に何人か声を掛けてくれませんか？　それと一度牧場に戻ってペロと一緒にリアカーと地面を掘ほるスコップ、牛舎で使う水飲み容器の予備を持ってきて下さい」

「分かった。すぐに行ってくる！」

　チェルナは、俺の頭の上から飛び立ち、レスカの胸むな元もとに飛び込む。

　レスカの指示を受けた俺は、自警団の居る休きゆう憩けい所に立ち寄り、手伝いを呼ぶ。

「すまない。何人か人手を貸してくれるか？」

「コータスさん、どうしたんですか？」

「さっき、テレーズ王女が町に来訪しただろ？　それに同行する竜騎士たちのワイバーンの寝床を用意するから手伝いが必要なんだ」

『本当か！　俺、手伝いに行くぞ！』

　俺の話を聞いた自警団の全員が、勢い良く立ち上がり立候補するが、流石さすがに候補者が多すぎて、俺が困る。

『アラド王国の憧あこがれの竜騎士！　それにワイバーンが間近で見られる！』『絶対に世話したい！　ってか、会ってみたい！』『一流の調教師とも言える竜騎士と握あく手しゆしたい！』

　そんな牧場町の男たちの憧れの存在と触れ合える機会に、この場にいる自警団の面々が互いに譲ゆずらず、殺気立ち始める。

「しばらく滞たい在ざいするだろうから、世話の手伝いは、順番な。ちゃんと俺から言っておくけど、問題を起こしたら除外するぞ」

『『『分かった！　楽しみにしてるぞ！』』』

　全員が素す直なおに俺の言うことを聞き、とりあえず10名ほど手伝いを指名する。

　早速、ワイバーンを間近で見られると全身を使って歓かん喜きする自警団たちは、休憩所に置かれたスコップなどを持ち、先行して東の平原に向かう。

　自警団の次は、レスカの牧場に向かい、リアカーにスコップやリスティーブルのルインが使う予備の水飲み容器を積み込み、ペロにリアカーを牽ひいてもらい運ぶ。

　そして、レスカに言われたものを持って戻ってきた俺は、平原に先に行っていた自警団たちがレスカと竜騎士たちの指示で穴を掘っている姿を目にする。

「レスカ、言われた通り人と物を集めてきたぞ。次は何をする？」

　俺は、リアカーからスコップや水飲み容器を降ろしながら、次の指示を求める。

「コータスさん、ありがとうございます。それじゃあ、指定した辺りの地面を柔やわらかく掘り返して窪くぼ地ちにしてくださいね。私は、ペロと一緒に必要なものを集めるついでに、町の人たちにワイバーンのことを伝えて来ますね」

　レスカは、ペロを引き連れて、俺と入れ替かわるように牧場町の方に戻っていく。

　その際、ペロが穴掘りしたそうにしていたが、大人しくレスカに付き従う。

　多分、戻ってきたら存分に穴掘りの手伝いをさせてもらえるだろう。

「さて、やるか。そう言えば、チェルナは？」

　見送ったレスカの傍そばにチェルナが居なかったために、どこにいる、と辺りを見回すと、眼前に黒い影かげが迫せまる。

『キュ～イ！』

「ぶへっ……チェルナか」

　俺の頭上からチェルナが顔に張り付いてくる。

　どうやら、三頭のワイバーンの背によじ登り、頭の上から飛んできたようだ。

　そんなチェルナの姿を見て、ガウガウとワイバーンたちも温かな視線と楽しげな鳴き声を向けてくる。

　どうやら、ワイバーンたちと馴な染じめ、遊んでもらっていたようだ。

「なんだか、すみません。うちのチェルナが」

「いえ、憧れの真竜様とこうして触れ合えたのは、とても嬉うれしく思います」

　そうして竜騎士の一人が俺の頭から再び飛び立ったチェルナを見る。

　チェルナは、ワイバーンがゆっくりと動かす尻尾しつぽ先を追い掛けるように、飛んでいる。

　その光景に、俺や牧場町の自警団たち、竜騎士たちがほっこりとする中、俺も持ち出したスコップでレスカに指定された地面を掘り返し、柔らかくしていく。

「真竜の竜騎士殿どのに色々と手伝って頂き、ありがとうございます」

「俺は、まだ若じやく輩はい者で、周囲が竜騎士と言っているだけで正式な竜騎士じゃないんだ。できれば、コータスと呼んで欲しい」

「では、コータス殿。改めて、ありがとうございます」

　そして、竜騎士たちも土で汚よごれることを構わず、自警団の人たちと交代して自前の道具で地面を掘り返し、ワイバーンの寝床を用意していく。

「それにしても嬉しいですね。こうしてワイバーンたちを受け入れてくれるのは……」

　土を掘り返し、柔らかくして、窪地を作る中、年嵩の竜騎士の呟きが聞こえた。

「あの……それは、どういうことなんだ？」

「言葉通りですよ。アラド王国を代表する竜騎士たちは、憧れや国を象しよう徴ちようするものですが、だからと言って無条件で国民全すべてに受け入れられているわけじゃないんですよ」

　例えば、ワイバーンという大きな体の魔ま物ものを維い持じするためには、それ相応の餌えさが必要なので、餌の量から逆算して常に30頭ほどしか管理することができないこと。

　また、竜騎士団の業務は、飛行訓練や上空からの偵てい察さつ、そして魔物の生息域での魔物の討とう伐ばつを主としている。

　だが、その魔物討伐の大部分は、自前での餌の調達である。

　また、B-からC+ランクに分類される魔物であるために、自衛能力の乏とぼしい小さな村や町にワイバーンが降り立つと恐れられる。

　そのために、そうした村々を訪おとずれる際には、竜りゆう騎き士したちが住民を安心させるため、また相棒のワイバーンも安心させるために、村から離はなれた場所でワイバーンと共に野営することが多いらしい。

「だから、町に寄っても宿で休めないことが多いし、他の騎士団員と任務をする時にワイバーンの寝床を用意する必要があるから他の騎士団の準備より遅おくれて、肩かた身みの狭せまい思いをすることもある」

「そんな内情があったのか」

「同じ魔物でも軍馬として調教されたバトルホースなんかは、素知らぬ顔で馬屋に入って休めるので羨うらやましく思うんですけどね。やっぱり、自分の相棒が可愛かわいいんですよ」

　年とし嵩かさの竜騎士が語り終えたところでワイバーンの頭から飛び立つチェルナが俺の頭の上に着地し、竜騎士には相棒のワイバーンが甘えるように大きな頭を擦なすり付けてくる。

「まぁ、今回の視察には、テレーズ王女殿でん下かの護衛として交代要員の竜騎士も混じっているので、連日野宿ってわけじゃないので、ちゃんと交代で休んでいますよ」

「いい話を聞かせてもらった。ありがとう」

　いつの間にか、作業の手が止まっていた俺だが、俺以外にも牧場町の自警団の男たちも竜騎士の話に耳を傾かたむけていた。

「そ、そんなに大変だったんですね！　みんな、竜騎士さんたちが少しでも楽できるように、ワイバーンたちの寝床をしっかり作るぞ！」

『『『おぅっ！』』』

　自警団たちがやる気を見せて、平原の地面を掘り返し、窪地を作る。

　そして、窪地が完成してしばらくして、レスカがペロの牽くリアカーにオガクズや藁わらを満まん載さいにして戻もどってくる。

「皆さん、お疲つかれ様です！　それじゃあ、このオガクズを窪地に敷しき詰つめてくださいね！」

　レスカの指示で自警団の面々が地面を掘り返したスコップでオガクズや藁を運び、窪地に詰めていく。

　またリアカーに載のせられた液体運うん搬ぱん用のタンクをレスカが降ろそうとするので、俺が代わりに運び、水飲み容器に注いでいく。

「コータスさん、ありがとうございます」

「いや、力仕事は任せてくれ」

　ワイバーンの飲む水の量は分からないが、体格から結構な量の水を用意したところ早さつ速そく、ワイバーンたちが水飲み容器に顔を向けて舐なめるように水を飲んでいく。

『──ガウガウ、グルルルッ！』

「本当に、レスカ殿には、何から何まで済まないな」

「気にしないでください。私は、魔物たちが過ごしやすい環かん境きようを作っただけですから」

　そう言って微笑ほほえむレスカに、竜騎士たちは眩まぶしそうに目を細めるのだった。

　水を飲んだワイバーンたちは、自警団の面々がオガクズや藁を敷いた寝床に腰を下ろし、座り心ごこ地ちや大きさなどを確かめ、後うしろ脚あしで窪地の穴を蹴けるようにして寝床の調整を行う。

　そして、その場に座り込み、満足したように喉のどを鳴らしてワイバーンの寝床が完成した。

「満足頂けたみたいですね」

　その寝床の近くに水飲み容器を幾いくつか設置し、俺たちの作業は終わる。

　掘り返された地面と敷材のオガクズや藁の柔らかさにワイバーンたちは、グルグルと喉を鳴らしている。

「ここまで手伝って頂き、ありがとうございました！　あっ、そうでした！　殿下に待機していたワイバーンを移動させたことを伝えないと！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。水やオガクズを運ぶ時に、途と中ちゆうでパリトット子し爵しやくのお屋や敷しきに寄って事情を説明しましたから」

　レスカが苦笑いを浮うかべながら答えると、若手の竜騎士の方が面めん目ぼくないと言うように頭の後ろを搔かいている。

「本当に、何から何までありがとうございます」

「気にしないでください。テレーズ王女様にお願いされましたし、なにより魔物が好きですから」

「それでは、私は改めてテレーズ王女殿下に報告するために戻ります」

「分かりました。それでは、今日は帰ります。また明日もよろしくお願いします」

　そう言って頭を下げるレスカに、竜騎士たちが少し驚おどろく。

「えっ、明日とは？」

「飲み水は、毎日交こう換かんしないといけませんし、数日経たてば、敷しき材ざいも汚れますし、ワイバーンの排はい泄せつ物の処理をしないと病気になっちゃいますからね」

　レスカのような年とし頃ごろの女の子の口から排泄物などという単語を聞き、若じやつ干かん困こん惑わくする騎士たちだが、普ふ段だんはその役割を自分たちでやっているために、申し訳なさそうにしている。

「それからワイバーンの食事に関しては、町の長老衆たちと相談していただけたらと思います。多分、野菜や果物なんかは集めやすいと思います」

「そうですね。肉などは、狩人かりゆうどたちと相談して【魔まの森】の害がい獣じゆう魔物を倒たおして調達するので、足りない分の野菜や果物などで嵩かさ増ましするかと思います」

　俺は、その会話にふと疑問に思う。

「なぁ、レスカ。ワイバーンは、肉食じゃないのか？」

「ワイバーンは、雑食ですよ。正確には、野菜や果物とかも消化できる、でしょうか」

　レスカの説明に、なるほど、と頷うなずき、そう言えばチェルナも肉や野菜、果物なんかも問題なく食べるな、と思い出す。

　そして竜騎士の一人は、寝ね床どこでうつ伏ぶせの体勢で寛くつろぐワイバーンの体を撫なで、改めてレスカにお礼を言ってくる。

「それでは、改めましてお疲れ様でした。また明日もよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　俺やレスカ、自警団たちは、竜騎士とワイバーンたちに向かって頭を下げる。

　俺の肩かたに乗るチェルナは、ワイバーンたちに小さな手を振ふりながら、俺たちはレスカの牧場への帰路に就つく。
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　俺とレスカは、自警団の人たちに手伝いのお礼を言って別れて、レスカの牧場に戻る。

　その帰り道に、俺の肩に乗って機き嫌げんよく尻尾を振っているチェルナに尋たずねる。

「チェルナ、楽しかったか？」

『キュイ！』

　そう短くも満足そうな声こわ色いろで鳴き返すチェルナの頭を撫でれば、レスカが楽しそうにクスクスと笑う。

「とても珍めずらしい体験をさせていただきましたね」

「そうだな」

　俺は、レスカに相あい槌づちを打ち、牧場の母おも屋やに帰る。

「二人ともお帰り～。王女様ってどうだった？　どんな感じだった？」

　母屋の軒のき先さきでは、留守番をしてくれたヒビキが俺たちを出で迎むかえてくれた。

「銀ぎん髪ぱつで色白な、とても綺き麗れいで優やさしそうな方でしたよ」

　テレーズ王女の来訪の土産みやげ話として、レスカの主観での印象をヒビキに伝える。

　外見的に、冷たい印象を与あたえる色しき彩さいの少女だった。

　だが、常に微笑みを浮かべ、俺やレスカ、竜騎士とワイバーンたちの待たい遇ぐうに気を遣つかえる優しい人物なのだと感じた。

　それを伝えるとヒビキは、興奮し始める。

「うわっ、優しそうな銀髪美少女とか、私も見てみたかったなぁ。明日とか見れるかしら？」

「明日以降に視察を始めるらしいので、遠巻きなら見られるかもしれませんね」

　俺とレスカは、ペロからリアカーを外し、道具などを片付ける。

　ヒビキは、そんな俺たちのために母屋からお茶を用意してくれる。

「はい、お疲れ様。冷え冷えの麦茶よ」

「ヒビキ、ありがとう」

「ヒビキさん、ありがとうございます」

　直前に魔法で冷やしたのか、冷たくて喉のど越ごしがよく俺とレスカは、涼すずむ。

　ヒビキは、ペロとチェルナにも水や冷やしミルクを用意してくれる。

　しばらく、日ひ陰かげを通り抜ぬける風に涼んでいると、ヒビキが思い出したかのように、話を振ってくる。

「そういえば、今日はジニーちゃんもアポロくんも来なくて暇ひまだったわね」

「流石さすがに、テレーズ王女の来訪の時に、親父おやじもアポロを遊び歩かせたりしないだろ。アポロは、アルテナさんと一いつ緒しよじゃないのか？」

「ジニーちゃんは、多分リアお婆ばあさんからお薬のお勉強を教わっていると思いますよ」

「そっかぁ。まぁ、仕方がないかぁ」

　ヒビキは納なつ得とくして、軒先でのんびりとペロやチェルナを構いながら、過ごしてる。

「ふぅ、こうしてると、本当に平和だな」

「穏おだやかなのが一番ですね」

　テレーズ王女の視察のための来訪、ワイバーンの寝床作りなど、いつもの日常に加えて少し違ちがうことがあったが、それでも穏やかな日々を感じていた。

　それから数日、テレーズ王女の視察は、牧場町の大きな話題となる。

　アラド王国の直ちよつ轄かつ領の一つである牧場町は、畜ちく産さん魔物由来の製品を生産し、エルフの里との交易により利益を上げている。

　そのために、余計に税を集める必要がなく、税率は低めに抑おさえられている。

　牧場町の住人は、低い税率を設定した王家や王族に対して好意的であり、更さらにテレーズ王女の真しん摯しな態度での視察によって、牧場町の住人からの王家の人気が更に高まっていた。

　そんなテレーズ王女の来訪の変化を感じつつも俺たちは、日々の牧場仕事を行い、空を見上げると、上空に三つの影かげが駆かけ抜ける。

「ワイバーンたちは、今日も巡じゆん回かいか。それに得物を見つけたようだな」

　先頭のワイバーンは、丸々と太った巨きよ大だいなカエルの魔物を捕つかまえて運んでいた。

「コータスさん、準備は終わりましたか？」

「ああ、ちょうど終わったところだ」

「それでは、配達に行きましょうか」

「ああ、行くか」

　レスカの牧場仕事が一段落着いた俺たちは、リアカーにピュアスライムの浄じよう化か水を載せ、ペロとチェルナ、マーゴを連れて出発する。

　テレーズ王女に、ワイバーンのお世話の手伝いを頼たのまれたため、牧場仕事の合間にこうして飲み水の配達や様子見に出向いている。

　それに真しん竜りゆうのチェルナに、同種とまでは言わないが近親種のワイバーンと交流させたいという思おも惑わくもある。

　そんな俺とレスカは、リアカーを牽ひいて町中を通る。町の所々で先さき程ほど通過したワイバーンの話題が話されている。

　テレーズ王女の視察に同行した竜りゆう騎き士したちは、町の周囲や【魔の森】に飛んで、害がい獣じゆうとなる魔物を仕留めて帰き還かんする。

　そんな竜騎士とワイバーンたちの雄ゆう姿しを多くの牧場町の住人が目もく撃げきし、魔物慣れした牧場町の住人には、ワイバーンの存在が非常に好意的に受け入れられている。

　俺たちは、そんな町の雰ふん囲い気きを感じながら、ワイバーンたちの寝床を目指す。

　そして今日は、俺や手伝いの自警団の他ほかに先客がいる。

「──今日の巡回、ご苦労様です。何か異常などはありましたか？」

「いえ、上空からは異常は発見できませんでした」

「では、引き続きこの町の周辺を空中から見て下さい、とても大事なことですから」

　銀髪の美少女が複数の護衛を連れて、巡回から戻もどった竜騎士と話をしていた。

　そして、話を終えた少女は、一頭のワイバーンが甘えるように近寄ってくるのに躊躇ためらいなく手を伸のばし、その頭を優しく撫でる。

「ふふっ、あなたも無理はしないでくださいね」

　テレーズ王女がワイバーンに触ふれ合うのを護衛の騎士たちがハラハラしながら見守る中、その横顔に、以前俺たちに向けた心の底からの笑みを浮かべていた。

『キュイ！』

　チェルナが顔見知りとなったワイバーンに声を掛かけるように鳴くと、俺たちが来たことを知り、テレーズ王女は普段の微笑みを浮かべて振り返る。

「ごきげんよう。ワイバーンのお世話ですか？」

　何事も無かったかのように挨あい拶さつしてくるテレーズ王女にレスカも挨拶を返し、俺は静かに頭を下げる。

「こんにちは、テレーズ王女殿でん下か。はい、今日の飲み水を運んできました」

「そうですか。私からお願いしたことを続けていただき、ありがとうございます。それに随ずい分ぶんと竜騎士たちの負担を軽くして頂いたと報告を貰もらいましたわ」

「いえ、私だけじゃなくて色々と手伝ってくれた自警団の人たちのお陰かげです！」

　レスカが慌あわてるように答えると、テレーズ王女はふっと小さく微笑ほほえむ。

「そのようですね。それでも感謝しています」

　そう言って、テレーズ王女が振り返るのは、ワイバーンたちの寝床だ。

　ここ数日、日ひ替がわりでワイバーンの世話を手伝う自警団たちがワイバーンが過ごしやすいようにと色々なものを用意していたのだ。

　夏は、夕立が降ることがあるので、雨でワイバーンたちの体や寝床を濡ぬらさないために簡易の屋根を作ったり、各牧場で余っている畜産物などを持ち寄り、餌えさの嵩増しをしているらしい。

「私も報告を聞いた時は、ここにワイバーン牧場でも建てるのかと思いました」

「あはははっ……その、すみません」

「いえ、ちょっとした冗じよう談だんです。責めているわけではありませんよ」

　テレーズ王女の言葉に、レスカが苦笑いを浮うかべて謝るが、それはテレーズ王女なりの冗談だったようだ。

「ここ数日、牧場町で幾いくつかの興味深い話を伺うかがいました。レスカさんは、なんでも建物の移動ができる魔物を調教しているとか」

「あ、はい。マーゴのことですね」

　レスカは、テレーズ王女が聞いた話は、マーゴやコマタンゴたちの話だと思い至る。

「後日、その話を詳くわしく伺っても構いませんか？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶですよ。お待ちしております」

　テレーズ王女の言葉にレスカが即そく答とうし、またもう一つ、とテレーズ王女から相談される。

「この牧場町を視察していますが、いい特産品はないでしょうか？　お父様やお母様、お兄様たちにお土産を贈おくりたいのです」

　そうレスカに相談を持ちかけるテレーズ王女は、アラド王国の国王陛下に王おう妃ひ、側そく妃ひ、王太子夫ふう婦ふ、同腹の兄である第二王子とその婚こん約やく者である公こう爵しやく令れい嬢じよう、他国に嫁とついだ第一王女の名前を上げていく。

「エルフの交易品は、パリトット子し爵しやく経由で渡わたってくるのですが、それとは別に町の特産品を教えていただけませんか？」

　尋たずねられたレスカは、相手が王族であることを加味しつつ、真しん剣けんに考え込む。

「それでしたら──インペリアル・カーバンクルの宝石やシルキーワームの生き地じなどはどうでしょうか？」

「カーバンクルの宝石にシルキーワームの生地ですか？」

　テレーズ王女が聞き返すと、レスカが力強く頷うなずく。

「はい。インペリアル・カーバンクルのカーバンクル・ジュエルなら、養よう殖しよく物でも様々なアクセサリーの宝石として使える品質があります。それに魔物素材なので、付ふ与よ魔ま法ほうを定着させやすいはずです。シルキーワームの生地は、とても滑なめらかで肌はだ触ざわりがいいんですよ」

　テレーズ王女は、相槌を打つように何度も頷く。

「なるほど、実用的な宝ほう飾しよく品ひんとしつつも、【防ぼう御ぎよ】や【安産】を付与した魔道具にもできるというわけですね。それに魔物産のシルクは、エルフ絹よりも日常的に使えますね」

　レスカの提案を気に入ったのか早さつ速そく、傍そばにいる文官の一人にメモをさせ、後日の購こう入にゆう予定を告げる。

「女性への贈り物は決まりました。ですが、お父様方への贈り物は決まりませんね」

　困ったように微笑むテレーズ王女は、今度は俺の方に目を向けてくる。

　だが、俺としては王族に適した贈り物など分からず、無難なものを口にする。

「酒と燻くん製せい肉、チーズなどは、いかがでしょうか？　トレント牧場で採れたブドウから作られたワインとトレントチップで燻いぶされたボア種の燻製肉、ブラックバイソンの乳から作られるチーズなどは、珍めずらしいのではないでしょうか」

「魔物由来の食材を使った珍ちん味みとしては、いいですね。それも購入予定としましょう」

　テレーズ王女が、あっさりと俺の提案を受け入れてくれたことに内心安あん堵どする。

「相談に乗っていただき、ありがとうございます。また、何かありましたら相談させていただきますね」

　そう言ってテレーズ王女は、綺き麗れいな会え釈しやくと共に護衛を引き連れて去って行く。

　俺とレスカ、それに竜騎士たちは、テレーズ王女が見えなくなるまで見送り、ふぅと誰だれかが長い息を吐はき出すのが聞こえる。

　そして、竜騎士の青年が俺たちに挨拶をしてくれる。

「今日もありがとうございます。飲み水は、私が運びます」

「いや、容器に残った水を捨てなきゃいけないから俺も手伝う」

　俺は、竜騎士の青年と共に舞まい上がったオガクズや藁わらなどの敷しき材ざいが浮かぶ容器の飲み水を少し離はなれた場所に捨て、持ち込んだピュアスライムの浄化水を注ぐ。

　他の竜騎士や自警団たちは、先程の巡回でワイバーンが仕留めた巨大なカエルの魔物──マッド・フロッグを解体して餌の準備をしていた。

　レスカは、ペロやチェルナ、マーゴたちを連れて、一頭ずつワイバーンたちに挨拶をしつつ、顎あご下したを撫なでるようにして触れ合いを楽しんでいる。

　そんなレスカたちの様子を眺ながめながら俺は、竜騎士の青年に世間話として、テレーズ王女のことを尋ねる。

「テレーズ王女殿下も、頻ひん繁ぱんにワイバーンたちの様子を見に来るのか？」

「滅めつ多たには来ませんね。この町の周辺に問題がないかの報告は、普ふ通つうに私たちが出向きます。ただ、あのワイバーンだけは、テレーズ王女殿下にとって特別かもしれませんね」

「テレーズ王女殿下にとって特別なワイバーン？」

　俺が首を傾かしげながら、そのワイバーンを眺めるが、特別変わった点はない。

　ただ、他のワイバーンより一回りほど小さい、若い個体かな、と思う程度である。

「竜騎士団の中では有名な話なんですが、私がまだ竜騎士見習いの頃ころ、急きゆう遽きよ、国王陛下を始めとした王家の方々が竜騎士団のワイバーンの廏きゆう舎しやに視察に来たんですよ」

　俺は、無言で頷き、相あい槌づちを打ちながら竜騎士の青年に話を促うながす。

「その中にまだ３歳の幼いテレーズ王女殿下もいらっしゃいまして、怖こわ面もてのワイバーンたちを見せるのは、少し躊躇われたんですよ。でも、不思議とテレーズ王女殿下は怖がることもなく真剣にワイバーンたちを一頭ずつ見ていったんです」

　俺の相槌に、竜騎士の青年も滑らかに話を語る。

「それで一頭ずつ見ていたテレーズ王女殿下が、とあるワイバーンの廏舎の前で止まったんですよ。そして、国王陛下に飛ばさないで、動かしちゃダメ、死んじゃう、と必死にお願いして廏舎の前で大泣きし始めたんですよ」

　竜騎士の青年は、当時のことを懐なつかしむように目を細めて思い出している。

「そのワイバーンは、ちょうど国境までの長ちよう距きよ離り巡じゆん回かい任務を控ひかえていたんですけど、流石さすがにテレーズ王女が廏舎の前で大泣きし続けるので、別のワイバーンに巡回任務を代わってもらい、そのワイバーンを調べたんですよ」

「それでどうなったんだ」

「なんと、そのワイバーン。竜騎士たちの目を盗ぬすんでオスのワイバーンと交こう尾びしていたらしく、お腹なかに卵を抱かかえていたんですよ。それから程なくして卵を出産したんです。そして、その時の卵から生まれたワイバーンがテレーズ王女が触れていた子なんですよ」

　テレーズ王女に甘えていた若いワイバーンは、今はレスカに撫でられて気持ち良さそうにしている。

「竜りゆう騎き士しの相棒となるワイバーンは、任務を遂すい行こうできるように本能を抑おさえ込むように訓練されてるんです。もし、テレーズ王女殿下が気付かなければ、母ワイバーンは自身の体調を無視して任務に就ついていたかもしれない」

　その結果、飛行中にワイバーンが失速し、竜騎士が上空に投げ出され、竜騎士、騎竜のワイバーン、お腹の卵の三つの命が失われていたかもしれない。

「不思議な話もあるもんだなぁ」

「ええ、他にも嫌いやな予感がする、とテレーズ王女殿下がおっしゃった時には、大たい抵ていいつもと違ちがって誰かが怪け我がしそうになるのを防ぐことができたりする。って話は王宮内では有名な逸いつ話わですよ」

　流石にその逸話は、不思議では終わらせられないと思う。

　何らかの【加護】──動物や魔物と意い思し疎そ通つうする【動物会話】のような加護か、異変を感じ取る【直感】のような加護を持っているのかもしれない。

　俺は、そう思いつつ竜騎士の青年と共に、ワイバーンたちの寝ね床どこから汚よごれた敷材を退どかして、新しい敷材を詰つめていくのだった。

















五章　左さ遷せん騎き士しと竜騎士の婚こん約やく者しや









　テレーズ王女は、来訪してからほぼ毎日、牧場町のどこかを視察していた。

　それが一週間ほど続いた後に、パリトット子爵の館やかたに引き籠こもっているらしい。

　そして、テレーズ王女付きの侍じ女じよや使用人たちがトレント牧場から食べやすい果物を購入するなどの話を聞き、テレーズ王女に好意的な住人たちは心配する。

「テレーズ王女様は、風か邪ぜでも引いたんでしょうか？　心配ですね」

「元々病弱という噂うわさがあったからな。この牧場町は、栄養のあるものが沢たく山さんあるし、【魔の森】から採れる薬草やリア婆ばあさんがいる。療りよう養ようするには良い場所かもしれないな」

　俺とレスカは、成長したコマタンゴたちの手足を切り落とし、出荷の準備をしながらテレーズ王女について話していた。

　そんな俺たちのところに、母おも屋やの方からヒビキがやってくる。

「コータス、ちょっといいかしら？」

「ヒビキ、どうした？」

「あんたに頼たのまれていたお守りができたわよ」

　ヒビキに言われて、彼女に作製を頼んでいた養父一家に贈るお守りのことを思い出す。

「素材に魔法を付与するのに時間が掛かかったわ。はい、これ」

　ヒビキは、上位の魔物の素材は妙みような抵てい抗こうがあるから魔法の定着が難しいのね、と呟つぶやきながら小さな袋ふくろを手て渡わたしてくる。

　俺は、袋の中のお守りを取り出して確かめ、レスカが隣となりから覗のぞき込んでくる。

　袋の中には、一いつ般ぱん的な袋型をしたお守りが二つと、小さな小箱が入っていた。

　ヒビキの説明によれば、どこにでもあるお守り袋の中身には、薄うすくカットした大だい蛇じや──リーンカル・スネークの牙きばに【健康】の効果を付与し、そこにペロの抜ぬけ毛で作ったフェルト生き地じを挟はさむようにして【身代わり】を付与したらしい。

「こっちの効果は、コータスのお父さんとアポロくんの【健康】と【身代わり】の二重のお守りね。アポロくんは、いい子だから怪我して欲しくないからね。それから──」

　続いてヒビキが指差す小箱を開くと、薄くカットされたリーンカル・スネークの牙が研けん磨まされ、断面に薔ば薇らの彫ほり込みが刻まれたペンダントトップのお守りが入っていた。

「──こっちは、【健康】と【安全】のお守りよ。ペロのフェルト生地は使ってないけど、上位の魔物素材に彫り込みをすることで一つの素材に二重の魔法を付与しているわ」

「ヒビキ、色々とすまない。それに、多重効果のお守りを用意してくれて、ありがとう」

「いいのよ。好きでやってるんだし……。さて、次は何を作ろうかしらね」

　ヒラヒラと手を振ふって気にしないように言うヒビキは、グッと背中を伸のばして、一仕事終えたことを喜ぶ。

　お守りの中で複数の効果を持つものは、単体効果のものよりも数段作るのが難しく、稀き少しようである。

　たとえ、一つずつの効果が低くても複数の効果を持っているというだけで販はん売ばい価格は一ひと桁けたは違いが出る。

「コータスさん、どうします？　早速、届けてきますか？」

「そうだな、そうしようか。俺がちょっと行ってくる」

　俺は、レスカとヒビキに残りの牧場仕事を任せて一人でお守りを持って、パリトット子し爵しやくの館に向かう。

　歩きながら身み嗜だしなみは大だい丈じよう夫ぶか、などを軽く確かめてから、パリトット子爵の館を警護する騎士たちを見つけ、話しかける。

「すまない。ちょっといいか？」

「コータス殿どの、どうかされましたか？　何か問題でも？」

　テレーズ王女の護衛の騎士は、俺のことを知っており、警けい戒かいなく尋ね返してくる。

「いや、今回は個人的なことだ。ここにリバティン家の人間が滞たい在ざいしているから会いに来たんだ。知り合いの【魔ま女じよ】にお守りを作ってもらったんで、それを渡しに来たんだ」

　俺は、袋に入ったお守りを見せると、騎士たちは納なつ得とくする。

「分かりました。現在は、殿でん下かが滞在しておりますので、規則として【鑑かん定てい】の加護か魔法持ちの者が持ち物の安全性を確かく認にんします」

「ああ、なら頼む」

　俺は、パリトット子爵の館の一室に案内され、待たされる。

　騎士の武器である腰こしに差したミスリルの長ちよう剣けんは、預けずに済み、それ以外の不ふ審しん物もないので和なごやかに騎士たちと話をしていた。

「時折、パリトット子爵の庭でラグナス団長に稽けい古こを付けてもらっているんです。近この衛え騎士も竜騎士も皆みな、やる気でしたよ」

「そうか、親父おやじは無茶するから怪我のないように頼む」

「それからご子息のアポロくんですか？　コータス殿に会いに行こうとしてたんですけど、リバティン夫人が体調を崩くずしたみたいでして、それに付きっきりなんです」

「アルテナさんが体調を!?　なにかの病気なのか？」

　初耳のことに驚おどろき、もっと早く知っていれば、今回持ち込んだお守りだけでなく、栄養のあるトレント牧場のフルーツやランドバード牧場のプリンなどをお土産みやげに持ち込んだのに、と悔くやむ。

「病気ではないですよ。ただ……っと、【鑑定】持ちの方が来たようですね」

　騎士に案内されて【鑑定】持ちの文官がやってきたので、話を中断する。

　文官は、軽く会え釈しやくして早さつ速そく、俺の持ち込んだお守りを一つずつ確かく認にんし、微かすかに眉まゆが動く。

「……どれも危険なものではなく、質のいいお守りですね。とても腕うでの良い付ふ与よ魔法の使い手なのでしょう」

　対応してくれた文官は、俺と似て普ふ段だんから表情を表に出すことが少ない人物なのだろう。

　それでも、お守りの質に驚きつつも、とても褒ほめるような雰ふん囲い気きが伝わってくる。

「ありがとうございます。その言葉を付与した【魔女】に伝えておきます」

　文官は、丁てい寧ねいな手付きでお守りを袋に戻もどし、返してくれる。

「それでは、私がリバティン夫人の部屋に案内します。今の時間ならアポロくんも一いつ緒しよにいらっしゃると思います」

「助かります」

　俺は、初めて代官の館の中を進み、一室の客間に案内されてノックして入る。

「コータス義兄にい様！　来てくださったんですか！」

「あらあら、コータスくんが自分から来るなんて珍めずらしいわね」

　そこには、お茶を飲みながら、おしゃべりをしていたアポロとアルテナさんがいた。

　テーブルには、食べやすいカットフルーツなどが置かれており、体調を崩したらしいアルテナさんの顔色は悪くはなさそうだ。

「突とつ然ぜんの訪問、すみません」

「いいのよ。あなたもうちの子どもなのですから。家族に会いにくるのは、普ふ通つうですよ」

　クスクスと楽しそうに笑うアルテナさんにアポロもニコニコしている。

「それで、普段来てくれないコータスさんが来たのは、何か用事があるのでは？」

「はい。知り合いの【魔女】の方に作ってもらったお守りを届けに来ました。気休め程度ではありますが、身に着けていただけたらと思います」

　俺は、そう伝えて袋から三つのお守りを取り出し、それぞれの効果をアポロとアルテナさんに説明する。

「こっちの一般的な形のお守りは、【健康】と【身代わり】の二重効果が付与されている。親父もアポロも魔物の討とう伐ばつや鍛たん錬れんで怪我しないようにと、もし怪我をしてもその被ひ害がいが小さくなるように作ってもらった」

「コータス義兄様！」

　アポロは、感動したように俺の顔を見上げてくるが、ちゃんと釘くぎを刺さしておく。

「お守りは、あくまでお守りだ。常に慎しん重ちように、怪我をしないように心がけるんだぞ」

「はい、義兄様！」

　あまりに嬉うれしそうなアポロに、本当に分かっているのだろうか、と心配しつつもその頭を撫なでる。

　そしてアルテナさんには、薔薇の彫り込みがされたペンダントトップのお守りだ。

　磨みがかれた象ぞう牙げのような美しさのあるお守りを手に取ると、早速何かを感じ取ったように驚いている。

「コータスさん。これは……」

「アルテナさんが持っているのは、【健康】と【安全】のお守りです。体調を崩したと聞いたので、ぜひ身に着けていただけたらと思います」

　俺の説明にアルテナさんが、部屋の隅すみで邪じや魔まにならないように待機していた【鑑定】してくれた文官の方に確かめると、その効果を保証することを告げてくれた。

「ありがとう、コータスさん。実は、これを持っていると少し体が楽になったわ。でも、この体調を崩したのは、病気とかじゃなくて──妊にん娠しんの症しよう状じようなのよ」

「はぁ……ええっ!?」

　まだ目立つほど膨ふくらんでいないお腹なかの辺りを優やさしく撫でるアルテナさんの言葉に、俺は驚きすぎて言葉を失う。

　なんとか正気に戻った俺は、改めてアルテナさんにお祝いの言葉を贈おくる。

「おめでとうございます、アルテナさん」

「ふふっ、ありがとう。コータスさん」

「コータス義兄様！　今度は、僕がお兄さんになるんですよ！　弟か妹か分からないですけど、凄すごい楽しみです！」

　嬉しそうなアポロが俺の体にしがみつくので、その頭を撫でるようにして落ち着ける。

「調子が悪いと感じる日が続いて、休むために避ひ暑しよに来たんです。それで、ここで体調を大きく崩してしまって、テレーズ王女殿下専属の医師様が診みて下さったんです。そしたら、妊娠だと分かったんですよ」

「ところで、それを親父は知っているんですか？」

「あの人には、伝えていないわ」

　嬉しそうに俺に教えてくれるアルテナさんに、親父が知っているのか尋たずねると、ツンとしたような怒おこった表情をする。

「えっと……なぜ？」

　流石さすがに、親父も知っているのかと思ったが、どうやら知らされていないようだ。

　それに、アルテナさんは、なにやら怒っている様子でもある。

「あの人は、最近私に隠かくれてコソコソやっているんですもの。あの人が隠し事するなら、私も隠し事をするだけですよ」

　親父がコソコソと聞いて、浮うわ気き、と一いつ瞬しゆん考えたがそれはないと頭を振る。

　親父は、どこか子どもっぽい大人であるために、何か悪わる巧だくみをしていると考えると妙にしっくりくる。

「あの人のことだから、人の道に反したことはしないでしょうけど、コータスさんも気をつけてくださいね」

「……はい、分かりました」

　予言めいたことを言われた俺は、困りつつも、アルテナさんに負担を掛けてはいけないと客室から退室する。

　その際、部屋の前では、別の文官と騎士が一人ずつ待機していた。

「コータス様がこちらにいると伺うかがいましたので、少しお時間を頂けないでしょうか」

「うん？　どうしたんだ？　俺に何か用があるのか？」

「はい。テレーズ王女殿下から、この町について伺いたいので来ていただけるでしょうか、とのことです」

　テレーズ王女の名を出されては、ほぼ実質的に命令である。

　だが、話をするだけならば、不都合はないので俺は頷うなずく。

「それは構わないが、テレーズ王女殿下の体調は大丈夫なのか？　ここ数日、屋や敷しきから姿を現さず、侍じ女じよたちが果物などの食べやすいものを購こう入にゆうしているから、町で心配の声が上がっているが……」

　それに元々の病弱説もあるので、会って話をするのは大丈夫か、と思うが、文官が答えてくれる。

「確かに寝ね付つきが悪く、数日は養生に当てた日もありました。ですが、現在は問題ないご様子でした」

「なら、了りよう解かいした」

　俺は、納得して二人に代官の館やかたを案内され、テレーズ王女のいる会議室に通される。

　案内された会議室には、牧場町のことを伺いたいと言っていたテレーズ王女と文官たちが待っているのかと思っていたが。

「ようこそ、コータス様。まだ人が集まっていませんので、もうしばらくお待ち下さいね」

　そう声を掛かけてきたのは、上座に座るテレーズ王女。

　その左右には控ひかえるように牧場町の代官を任されているパリトット子し爵しやくと自由騎き士し団の団長である親父のラグナス・リバティン。

　また、更さらにその背後には、護衛の騎士と記録係の文官、そして王女付きの侍女が一人ずつ待機している。

　そして、呼び出された俺は、少しの間待つと、同じように呼び出されたバルドルが緊きん張ちようした面おも持もちでやってきた。

　牧場町の疑問について質問を投げかけられると思ったが、この人数と面子メンツを考えると秘ごく密ひの会談ということだろうか、と不安を覚える。

「コータス様とバルドル様、お呼び立てして申し訳ありません。本日、お呼びしたのには、幾いくつかの理由があります」

「幾つかの理由、ですか？」

　いきなり呼び出されて困こん惑わく気味なバルドルに、テレーズ王女は、微笑ほほえみを浮うかべる。

　テレーズ王女が文官に合図を送ると、持ち込んだ小箱から美しい赤い布に金糸で王家の紋もん章しようが刺し繡しゆうされた袋ふくろを二つ取り出す。

　その袋をテーブルの上に置くと、袋の中で金属同士がぶつかるような音が響ひびく。

「この度たびは、騎士団内部の不正を正すことに時間が掛かりました。これは、その清算です」

　そう言われて、親父が牧場町に来た時に、そのような説明をしたのを思い出す。

　そのためにわざわざ呼ばれたのか、と思いつつ、テレーズ王女に代わり、文官がその清算内容を告げてくる。

「騎士団の不正、癒ゆ着ちやく、資金の横領、不当な処しよ遇ぐう等に対する賠ばい償しよう。そして、辺境に左さ遷せんされた後の未み払はらい分の給きゆう与よ。更に、春先での突とつ然ぜん変へん異いの魔ま物もの討とう伐ばつに対する恩賞となります。コータス様とバルドル様には、金貨75枚をお受け取りください」

　俺は、その金額の多さを聞いて、ふらりと意識が揺ゆらぐ。

「金貨75枚……」

　金貨１枚で銀貨１００枚相当であり、辺境警備に所属する俺たちの年間給与が銀貨２４０枚である。

　それを考えると、一家が数十年は慎つつましく暮らせるだけの大金である。

　今までに見たこともない大金を前に尻しり込ごみする俺に対して、テレーズ王女の凜りんとした声が響く。

「お二方には、それを受け取る正当な権利があります。また、それを受け取って頂かなければならない事情もあります」

　騎士団内部の不正を正し、罰ばつとして地位の降格や身分剝はく奪だつ、罰ばつ金きんなどが行われた。

　次にその不正の被害にあった人間への補ほ塡てんを行わなければ、人心は離はなれたままになってしまう。

「辺境警備に支し払はらわれる危険手当が横領され、また脅きよう威い度の高い魔物を討伐した際には、それに応じた賞しよう与よも与あたえられていない状じよう況きようでは、国は守れません」

　安い給与しか貰もらっていないから割の合わない魔物討伐はしない。

　そうなっては、国を守ることはできないだろう。だが──

「それにしても大金過ぎる」

「それは、横領されていた期間に利子を付けたものを上乗せした結果ですから、気にしないでください。加害者から徴ちよう収しゆうしたものを渡わたしているだけですから」

　テレーズ王女は、変わらぬ微笑みを浮かべるが、今は冷たい強したたかさを感じる。

　また普ふ段だん温厚なパリトット子爵は、張り付けた笑みに怒ど気きを滲にじませている。

「それにバルドル様の方は、婚こん約やくしたことで何かと入り用でしょう」

「……分かりました。ありがたく受け取ります。これでシャルラには、苦労をさせずに済みます」

「俺も、謹つつしんで受け取ります」

　バルドルに合わせて俺も金貨の入った袋を持てば、俺のやってきたことの正当な評価なのかと思い、とても重く感じる。

　だが、この評価の一部は、レスカたちに支えられたお陰かげだとも思う。

「さて、受け取って頂けましたね。続いての話ですが、この度の視察の本来の目的は、私が臣しん籍せき降こう下かする際に貰い受ける領地の選定という理由もあります」

　わざとらしく明るく言うテレーズ王女の物言いに俺たちは、再び気を引き締しめる。

「お兄様である第二王子が公こう爵しやく家に婿むこ入いり。私は17歳を目め処どに結けつ婚こんし、側そく妃ひであるお母様の生家の侯こう爵しやく家が持つ伯はく爵しやく位を頂き、王族直ちよつ轄かつ領の一部を賜たまわる予定です」

　大物貴族は、一族で幾つもの爵位を持ち、大きな勢力を保つ。

　例えば伯爵家の場合、跡あと継つぎは伯爵位を継つぐことになり、それ以外の子どもは貴族になれず婿入りや平民になるが、その家が継けい承しようできる爵位を複数持つ場合には、次男以下の子どもも爵位を受け継ぎ一族を広げることができる。

「では、その領地の有力候補は──」

「この牧場町を含ふくむ複数の町ですね。臣籍降下した際には、テレーズ女伯爵。もしくは、テレーズ辺境伯の誕生でしょうか？」

　バルドルの疑問にテレーズ王女が冗じよう談だんめかして答えると、文官が咳せき払ばらいして諫いさめる。

　それに対してテレーズ王女は、少しだけ唇くちびるを尖とがらせて不ふ機き嫌げんさを表して年相応の少女らしさを見せるが、すぐに真ま面じ目めな雰ふん囲い気きで話に戻もどる。

「もしそうなった場合には、王国直轄領ではなくなる訳です。なので、各町の武官や文官、代官は、将来的に私の元に入るか、他ほかに移動することになります」

「それは……」

　辺境の貴族は、国境や魔物の領域と隣りん接せつするために、私設騎士を設けることが認められ、それの勧かん誘ゆうなのだろうと考える。

「今は、人材を集める段階ですので、深く考えないでください。そして、バルドル様だけなら話は簡単なのですが、コータス様の場合には、諸事情が絡からみ、そうはいきません」

　そう言うテレーズ王女は、俺の方を見つめてくる。

「真しん竜りゆうの雛ひな、チェルナのことですか？」

「はい。もしコータス様を勧誘すれば、真竜様を独どく占せんしたと言われてしまいます。それに、コータス様と真竜様の意思に反して、移動をお願いするのも不敬です」

　では、どうするかと微笑むテレーズ王女は、俺より年下なのに恐おそろしく感じる。

「私は、コータス様と婚約したいと思います」

「なっ!?」

　俺は驚おどろき、椅い子すから腰こしを浮かせるが、テレーズ王女は変わらぬ微笑みを浮かべていた。
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　驚きで硬こう直ちよくする俺を気にせず、テレーズ王女は語り続ける。

「コータス様が私の配はい偶ぐう者しやとなれば、王家との繫つながりができます。それによりまだ水面下で画策する貴族たちから王家の威い光こうで真竜様を守ることができます」

「待て、待ってくれ！　色々と言いたいことはあるが……無理、です」

「そうですよ！　テレーズ王女殿でん下かとコータスじゃあ、身分差がある！　それに、コータスは、つい先日レスカの嬢じようちゃんと婚約が決まったんです！」

　バルドルが、混乱から立ち直れない俺の代弁してくれる。

「身分に関しましては、ラグナス団長がやっと爵位を受ける決心が付いたそうなので、今までの功績を考えて、子爵位となります」

「また補足しますが、コータス様の身分は、子爵令息となりますが、コータス様本人の功績としまして──突然変異のＢランク魔物の討とう伐ばつによる町の守護、真竜の雛の保護と真竜アラドとの契けい約やく、重要な交易相手であるエルフの里の問題の解決。これらを加味すれば、真竜と契約した竜りゆう騎き士し・コータスは、伯爵相当の扱あつかいをすることができます」

　文官の説明に、これで臣籍降下するテレーズ王女との釣つり合いが取れる、と言外に言ってくる。

「コータス様が真竜様と契約したという影えい響きようは、あなたが思っている以上に大きいです。アラド王国も数百年の歴史の中で薄うすいながらも王家の血筋を持つ貴族たちが居ます。そうした彼らがあなたを取り込む前に私とコータス様が婚約し、コータス様の子どもか、孫を王族に嫁とつがせ、その血筋を取り込むつもりです」

　テレーズ王女は、これが最もあなたの影響を小さくする方法です、と微笑みながら告げてくる。

　俺は、背中から嫌いやな汗あせが浮かび、これがテレーズ王女の本当の目的だったのか、とテーブルの下で拳こぶしを強く握にぎる。

「だが、俺はレスカと……」

「別に構いませんよ。レスカさんと結婚しても」

「はぁ？」

　テレーズ王女の軽い口調に、俺が逆に言葉を失う。

「これは、国を乱さないための政略結婚です。コータス様が私を嫌きらうなら、第二夫人や妾めかけを持っていただいても構いません。必要なのは、王族に嫁がせるコータス様の血を持った子ども。必要ならば、あなたが愛する人との子どもを養子として育てることで問題ありません」

　あまりに強きよう烈れつな王族としての覚かく悟ごに俺は、言葉を出せなくなる。

　レスカと婚約し、結婚して──今までのような生活を続けていけると信じていた。

　だが、そんな小さな幸せは、国を乱さないために、大多数の幸福のために、許されない贅ぜい沢たくなものなのかもしれない。

　そしてテレーズ王女は、その大多数の幸福のために、自身は愛されなくても構わないと政略結婚する覚悟を決めていた。

　そんな腑ふ抜ぬけた俺に、親父おやじが真っ直すぐな視線を向けてくる。

「コータス。お前の個人の力なんて、どれだけ強くても何かを守るには足りないんだよ。お前も覚悟を決めないと、大事なもの全部失うぞ」

　大事なもの全部失う、という言葉に、レスカやジニー、ヒビキ、ペロ、チェルナ、ルイン、マーゴたち、牧場町の生活が頭を駆かけ巡めぐる。

「人の悪意なんてのはな。守る側を容易にすり抜けて届くんだ。それは、お前を重装騎士団の囮おとりにした時、骨身に染しみた」

　親父の言葉が酷ひどく俺にのし掛かかる。

　今すぐこの場から逃にげ出して、一刻も早くレスカに会いたいと思う。

　そんな俺の様子に気付いたバルドルが、俺の肩かたを揺すり、テレーズ王女に意見する。

「すみません。コータスの奴やつ、一度に大量の話を聞かされて困こん惑わくしているみたいです。なので一度、気持ちを整理する時間をください」

「構いませんよ。私は、まだまだこの町に居ります。それにレスカさんには、色々と聞きたいことがありますから、その時に続きをお話ししましょう」

　俺は、金貨の詰つまった袋ふくろを持たされて、バルドルに誘ゆう導どうされる。

　バルドルと何を話したのか、覚えておらず、ただ午後に館やかたを訪おとずれたのに、気付いたら夕方近くになっていた。

　俺は、あの重苦しい代官の館から去り、レスカの牧場に帰ってきたことに安あん堵どを覚える。

「あっ、コータスさん。お帰りなさい、遅おそかったです──ね」

　母おも屋やから出で迎むかえてくれたレスカを見て、安堵すると共に、その体を抱だき締める。

「えっ、あれ!?　コ、コータスさん、どうしたんですか！　えっ!?」

「すまない。少し、このままにさせてくれ」

　俺は、自分の手の中から大事な人が離れるのが嫌でこうして抱き締める。

　そんな俺の気持ちが伝わったのか分からないが、レスカは落ち着き、幼い子どもをあやすように俺の背中を優やさしく撫なでてくれる。

　ただ──

「レスカちゃん？　コータスが帰って……あらあら、ごゆっくり～」

『オタノシミ、チュウ？』

　俺が帰ってきたことを確かめるために様子を見にきたヒビキとマーゴが互たがいに抱き締め合う俺とレスカの姿を見て、すっと母屋の奥に戻っていく。

「ヒ、ヒビキさん！　違ちがうんですよ！　これは、あの、その！」

　レスカは、どう説明したらいいか、混乱したり、羞しゆう恥ちに身み悶もだえし、俺はレスカを離したくないために抱き締めたままでいた。

　そして、俺が落ち着いたところで、恥はずかしそうにしたレスカと共に食堂に移動する。

「それで、コータスさんは、何があったんですか？」

　俺の尋じん常じようじゃない様子を感じ取ったレスカは、とりあえず夕食を用意して、それを皆みなで食べた後、そう尋たずねてくる。

　そこで、代官の館でされたテレーズ王女の話をレスカたちにすると、俺とレスカの反応をからかう表情を浮うかべていたヒビキの顔がどんどんと強こわ張ばっていく。

「はぁ!?　コータスが貴族になって、テレーズ第二王女との婚こん約やく!?」

「そうなるな。本当に、嫌になる」

　ヒビキが大きな声を上げる中、俺は、食堂に響ひびくほどの溜ため息いきを吐はき出す。

　俺と婚約しているレスカは、いきなりの展開に驚き呆ぼう然ぜんとしており、ただ膝ひざの上に乗せたチェルナやペロの頭を撫でて落ち着こうとしている。

「とりあえず、俺としてはそんなのを認める気はない」

　今までの平へい穏おんな日々を維い持じするために、戦うつもりでいることを告げるが、レスカは不安そうにこちらを見つめ、ヒビキが疑問を投げかけてくる。

「えっ、ちょっと待って。でも、それって断れるの？」

「婚約を決めるのは、その貴族家の当主だからな。王家からの打だ診しんでリバティン家の当主である親父が受けたのなら、ほぼ決まりと言える」

　そこに当人の意思が介かい在ざいしないのが、貴族の政略結婚というやつだ。

「コータスとテレーズ王女の婚約かぁ……。でも、王家としては、コータスには静観の構えでしょ？　それなのに第二王女を使って取り込もうとするのも変な気がするのよね」

　ヒビキが腕うでを組んで悩なやむ中、俺は逆に聞き返す。

「何が変なんだ？」

「なんか、モヤモヤするのよねぇ。確かに、テレーズ王女が臣下に降くだってコータスと結けつ婚こんして辺境の牧場町を治める。この場合は、囲い込むとも言えるわよね。でも、王女自身がやる程ほどのことかしら？」

「それってどういうことですか？」

　レスカが不思議そうに小首を傾かしげる中、ヒビキが自分の考えを口にする。

「コータスの血筋を取り込みたいだけなら、王族派は閥ばつから適当な令れい嬢じようを選んで、その子と婚約させて生まれた子と王家が婚約した方が権けん威いも権力も一度に集まらないでしょ？」

　王族派閥に取り込みつつ利用するなら、第二王女よりも適当に家格の合った令嬢の方が安全である。

　それにアラド王国の貴族は、王おう侯こう貴族同士の婚こん姻いんで薄いながらも真竜と契約した王祖の血が広がっていると言っても、全員がそうではない。

　アラド王家の血が入っていない下級貴族の令嬢を養子にして、俺との家格を合わせることだってできる。

「なんだか、きな臭くさいな。テレーズ王女は、王女としての権力や権威、母方の侯こう爵しやく家の繫がり、それにこの牧場町を賜たまわれば、エルフとの交易で財が手に入る」

　俺を王家に取り込むための婚約相手には、権力も財力もない方が都合が良いはずだ。

「俺は、あの場の雰囲気で思考を停止していたが、そもそもなぜ俺に婚約を申し込むのか分からん」

「それは、その……コータスさんがカッコイイから一ひと目め惚ぼれとかですか？」

　レスカの言葉に俺は、可愛かわいいなと思いながら頭を撫で、ヒビキは、惚のろ気けか、と若じやつ干かん白けた目をする。

「な、なんですか!?　コータスさん、なんで撫でるんですか！」

「いや、レスカは可愛いなぁ、と思って」

「はいはい。レスカちゃんが可愛いのは分かったから私の目の前で惚気ないの。私は、もっと他ほかにも理由があるんじゃないかと思ってるわ」

　ヒビキは、この緩ゆるんだ雰ふん囲い気きを引き締しめるために、一度手を叩たたいて話を戻もどす。

「コータスさんと婚約する理由──チェルナとの繫がりやコータスさんの血筋を王家に取り込む他に、コータスさんのお父さんとの繫がりとかですか？」

　なるほど、親父が爵しやく位いを受け取れば、今までみたいな名めい誉よ貴族を辞やめて平民の冒ぼう険けん者に戻ることが難しくなる。

　それに親父との繫がりは、自由騎き士し団との繫がりも同義だ。

「待て待て、そうなると本格的にテレーズ王女は、戦争を起こせる戦力を持つことになるぞ」

　王家の血筋と俺という御み旗はた、侯爵家を背景とした権力、自由騎士団を中ちゆう核かくとした武力、エルフとの交易で得られる財力、これだけ揃そろえば、戦争を起こせる。

　その戦力の向く先が、王位を求める内乱なのか、領土拡大への戦争なのか……

「周辺国との関係は安定しているし、テレーズ王女が内乱を起こすにしても勝算が低すぎる。自由騎士団は、確かに元冒険者が主体だが、戦争では十分に力を発揮できないぞ」

　自由騎士団は、対魔ま物ものの戦力や少人数による活動が最も力を発揮される。

　その能力は、人間相手の戦争に向けても十全に発揮されない。

「私もそれはないと思うわ。けど、なんでコータスと婚約しようとするのか分からないわ」

　俺たち三人が顔を付き合わせて悩んでも結論はでない。

「こうなったら、テレーズ王女様が来た時に直接聞くしかありませんね」

「そうね。もしかしたら、私たちの知らない思おも惑わくがあるかもしれないし……とりあえず寝ねましょう」

　中々に心強いレスカの言葉を聞き、眠ねむたげに頭を揺ゆらすチェルナを抱かかえて、ペロと共に自室に戻る。

　ヒビキも、ふわぁっと欠伸あくびをして自室に戻っていく。

「ふぅ、俺も寝るか」

　今日は、テレーズ王女との婚約を打診され、気き疲づかれが酷く早めにベッドに入り込む。

　そんな俺の体を通して赤い魔力が繫つながり、念話が届く。

『クククッ……随ずい分ぶんと愉ゆ快かいなことになっているな』

「っ！　アラド！」

　珍めずらしく真しん竜りゆう・アラドの方から声を掛けられ、反射的に上体を起こす。

「まさか、さっきの会話を聞いていたのか？」

『余興に聞かせて貰もらったわ。だが、愉快だな。貴様らがだれと番つがいを決めるのに悩み、必死に頭を捻ひねる様子に、笑わせてもらったわ』

「アラド。まさか、何か知っているのか！」

『知ってるもなにも、我をなんだと思っておる。我は、このアラド王国の王祖と契けい約やくし、その契約を脈々と繫げておる守護竜と呼ばれる存在だぞ。貴様と同じようにアラド王家には、我との交信の手段の一つや二つを与あたえておるわ』

「じゃあ、知っていたのか。テレーズ王女との婚約の話を」

『無論だ。アーシュから相談を受けた』

　アーシュ──アラド王国の現国王の名に、額を押さえる。

「国王公こう認にんってことか」

『まぁ、アーシュ本人は、不本意であるようだがな。末すえ娘むすめの未来のために必要だから、と相談されたわ』

「それは、どういうことなんだ。テレーズ王女の未来って」

『我は知らん。チェルナの親とは認めたが、貴様がだれと番おうが、我の関知するべきではない、勝手にしろ、と切り捨てたわ』

　アラドは、こういう奴だったと思い頭を抱える。

『我からチェルナの親としての立場を奪うばったのだ。盛せい大だいに苦しむがいい。フハハハハハっ──』

　最後に、非常に性格の悪いことを言い残し、アラドとの念話が途と切ぎれた。

「……テレーズ王女の未来のため、って何かあるのか？」

　分からない、と頭を悩ませながら、気が散ってその日はベッドで横になるだけで眠ることができなかった。
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　結局、テレーズ王女との婚約が、どんな目的に繫がるのか分からず、普ふ段だん通りの日常が過ぎていく。

　その中でレスカの牧場にテレーズ王女が護衛や文官、侍じ女じよを引き連れて訪おとずれた。

「先日教えて頂いたお土産みやげは、とても素す晴ばらしいものでした。そのお礼を言いに来ました」

「い、いえ……お気になさらず……」

　にこやかに微笑ほほえみを浮かべるテレーズ王女に対して、レスカは引き攣つった笑みを浮かべ、その隣となりの俺も強こわ張ばった表情で対たい峙じする。

　ヒビキは、少し離はなれたところからこちらを窺うかがうように待機している。

　先日の俺とテレーズ王女との婚約に関して、時間を置いて落ち着いたら、と言われていた。

　そのため、俺たちを呼び出すのかと思いきや、テレーズ王女が直接やってくるとは思わなかった。

「とても質のいいカーバンクル・ジュエルとシルキーワームの生き地じを手に入れることができました。改めて、お礼を」

　ただの世間話のように話しかけてくるテレーズ王女に対して、俺は、背中から嫌いやな汗あせが滲にじみ出る。

　次にどんな会話になるのか、不安になってくる。

「今日は、以前伺ったお話を聞くために来ました。気楽に答えて下さいね」

「は、はい……」

　不安そうなレスカを前に、テレーズ王女が質問を始めた。

「まず始めに、不都合がないようならば、そのマーゴと呼ぶ魔物の特とく徴ちようや能力を教えていただけますか？」

　振ふられた話は、俺との婚約についてではなく牧場町の視察で聞き得たマーゴの情報の確認らしい。

「えっと、マーゴは、コマタンゴと言われる菌きん糸し魔物が妖よう精せい化した魔物で──」

　レスカは、戸と惑まどいながらも新種の魔物であるコマタンゴ・リトルフェアリーのマーゴについて語る。

　マーゴが菌糸を操あやつり、地表の持ち上げと菌糸の腕による運うん搬ぱんなどを語り、テレーズ王女の後ろに控ひかえる文官がそれを記録する。

「とても便利な能力ですね」

「はい。ですけど、一定以上の重さの物は、マーゴの運搬能力では厳しいと思います。例えば、風車や大きな建物だと、重すぎます」

「ですが、一いつ軒けん分の家の運搬と地表の交こう換かん、有機物の腐ふ敗はいと発はつ酵こうの促そく進しんは、非常に有用な能力だと思いますよ」

　テレーズ王女は小声で、これなら町の発展計画が前まえ倒だおしにできる、と呟つぶやいた言葉が耳に残る。

「もしも牧場町の発展と区画整備を行う際には、レスカさんにもご協力をお願いしたいと思いますが、その時は引き受けて下さいますか？」

「……可能な限りは手伝いたいと思います。ですけどマーゴたちの活動範はん囲いは、菌きん糸し核かくを中心とした範囲なので、町の外までの活動は難しいと思います」

　レスカのその答えに、今はそれでも構わないのかテレーズ王女は表情を崩くずさず頷うなずく。

　ただ、レスカも強したたかでマーゴの具体的な能力や活動範囲、菌糸を張り巡めぐらせている場所、また菌糸による領域侵しん食しよくの速度などの重要な能力は全すべて伏ふせている。

「レスカさんに聞きたいことは、以上です」

　俺たちは、ついに俺とテレーズ王女との婚こん約やくについての話をするのか、と身構える。

「コータス様は、長々とお待たせして、申し訳ありません。それで、お気持ちの整理が付きましたか？」

「…………まだです。レスカと婚約したんです。それに、平民の騎士として生活していたのが、いきなり貴族になったと言われても、受け入れられません」

　俺がずっと考えていたことを素す直なおに口にするが、テレーズ王女は、怒おこることなく頷いている。

「混乱するのは分かります。ただ、私との婚約は、名ばかりで構いません。コータス様とレスカさんの婚約について認めますし、愛し合い続けても構いません。今の生活を可能な限り維い持じすることもご協力します」

　テレーズ王女の好意とも献けん身しんとも呼べる提案。だからこそ、余計に分からない。

「テレーズ王女殿でん下かは、なにが目的なんですか」

「なにが、とは随分な言い方ですね。私は、アラド王国のために動いているだけですよ」

「……それが信じられない。俺と婚約して辺境の牧場町を賜たまわれば、エルフの里との交易で得られる財力、王族としての影えい響きよう力、俺や親父たち自由騎士団の武力が容易に揃う。他にもレスカとの会話の中で人材を集めているような節がある。テレーズ王女殿下は、何をしたいんだ」

「あら、そこまで考えていたのですね。素晴らしいです」

　まるで悪びれもしないテレーズ王女の言葉に、俺たちの間に緊きん張ちようが走る。

「まさか、国くに盗とり……」

「そんな面めん倒どうなことはしませんよ。ですが、私との婚約を受け入れて下さるなら、今この場で私の目的をお教えしてもよろしいですよ」

「姫ひめ様……」

　侍女の一人が咎とがめるが、テレーズ王女は構わず語る。

「あら、正式な婚こん姻いん契けい約やくを結んだ後に話す内容が、少し先になるだけです。それにコータス様ならば、この話を聞いた後に絶対に私に協力して下さると確信しています」

「いけません。姫様の目的が無む闇やみに広がれば、無用な混乱が起きてしまいます」

　諫いさめる侍女にテレーズ王女は、少しふて腐くされたような表情をする。

　この時ばかりは、今まで話していた年ねん齢れいよりも大人びた王女が年齢よりも幼く見えた。

「仕方がありませんね。この場でコータス様方にお教えするのは止やめましょう」

「ご理解いただけて、嬉うれしく思います」

　テレーズ王女は、小さく溜ため息いきを吐はき出し、この場で目的を告げることを諦あきらめ、侍女は慇いん懃ぎんに頭を下げる。

「ですが、コータス様が幾いくら拒きよ否ひしても、この婚約は王家とリバティン家との間に結ばれる政略結けつ婚こんです」

　それは、暗に俺やレスカに拒否権はないことを告げている。

「私とコータス様との正式な婚姻契約の調印を三日後に行います。その時には、立会人として真竜のアラド様の前で契約を結んだ後に、私の目的の全てをお話しします」

　アラド王国の守護竜であるアラドの立ち会いの下もとで婚姻契約が成立すれば、国内のどんな貴族も反対することはできない。

　そのことを一方的に伝えてくるテレーズ王女は、もう用はないとばかりに立ち上がり、レスカの牧場を去って行く。

　テレーズ王女たちが帰った後、残された俺たちは、食堂の席に座り、脱だつ力りよくしていた。

「三日後に俺とテレーズ王女殿下が正式に婚姻を結ぶって。それにアラドも呼び出すのか……」

　俺とテレーズ王女の婚約は、両家の当主を通した打だ診しんの段階である。

　だが、正式に婚姻契約に調印されれば、もう確定してしまう。

「どうやって回かい避ひする？　いや、それとも逃にげるか？」

　もういっそ、このままレスカたちを連れて遠くに逃げるか、と考える。

　幸い、騎き士し団の不正の被ひ害がい補ほ塡てんや魔ま物もの討とう伐ばつの報ほう酬しゆうである金貨75枚を貰ったので、逃とう亡ぼう資金には困らないだろう。

　そんなことを呟く俺に対して、ヒビキが止めた方がいいと告げてくる。

「無理じゃないかしら。チェルナを守るために張り巡らせている防犯魔法の外側から監かん視しする騎士たちがいるみたいよ。絶対に婚約成立までコータスを逃がさないつもりみたい」

「マジかぁ……」

　椅い子すの背もたれに寄り掛かかり、天てん井じようを見上げる。

　先さき程ほどからアラドとの契約を介かいした念話を送るが、アラドからの返事はない。

　また、先日の念話でのやり取りを思い出すとアラドは、中立かテレーズ王女寄りな立場だと予想できる。

「うーん。正直、テレーズ王女の目的とかそれらを全部潰つぶせれば、婚約を結ぶ必要性はなくなるんだけど……」

　その目的が分からずに俺たちは、頭を悩なやませる。

　その雰ふん囲い気きを感じ取り、ペロやチェルナが不安そうにこちらを見上げてくる。

「コータス兄ちゃん、レスカ姉ちゃん、ヒビキ姉ちゃんいる？」

　そんな中、母おも屋やの窓の外からジニーに声を掛けられる。

「ジニーの声だ」

　俺たちが返事をすると、不ふ機き嫌げんそうなジニーがマーゴとミアを連れて、母屋の中に入ってくる。

「ジニー、どうしたんだ？　なにかあったのか？」

「コータス兄ちゃんがテレーズ王女様から婚約を申し込まれたことを何であたしに教えてくれなかったの。それにレスカ姉ちゃんとヒビキ姉ちゃんも」

　不機嫌そうな半目でこちらを睨にらんでくるジニーに俺たちは、困こん惑わくしつつ尋たずね返す。

「誰だれから聞いたんだ。その話は、外部に漏もらさないようにされているはずだ」

「マーゴが知らせてくれた。あと、ヒビキ姉ちゃんが教えてくれた『コックリサン』って【降こう霊れい術じゆつ】ってやつで火精せい霊れいたちに教えてもらった」

　そう言ってジニーは、折り畳たたまれた大きな革かわのシートと、つるりと磨みがかれ熱量の抜ぬけた黒い炎えん熱ねつ石を取り出す。

　大きな革のシートには、文字記号と数字記号、『ＹＥＳ』と『ＮＯ』を示す記号が描えがかれていた。

　ジニーの話とそれらの道具を見たヒビキは、あー、と呟きながらジニーの道具から目を逸そらす。

「ヒビキ。ジニーに一体何を教え込んだんだ」

「いや、そのね。精霊魔法の一部にはそういうものがあって、異世界でも類るい似じしたものがあるのよ～、みたいな話をしたことがあったけど、本当にやるとは思わなかったのよ！」

「ヒビキさん！　ジニーちゃんになんて危ないことを教えるんですか！　降霊術でゴーストとかの魔物が出てきたらどうするんですか！」

　俺は、無言でヒビキを非難し、レスカも珍めずらしく本気で怒っている。

「ご、ごめんなさい、軽けい率そつだったわ……」

「ところでジニーは、なにか問題とかなかったか？　体調に異変とかゴーストとかが現れたとか」

「ううん。ミアたち火精霊が近づかないように守ってくれたらしいから大だい丈じよう夫ぶ」

【火精霊の愛いとし子】の内包加護を持つジニーは、火精霊たちに無条件に守られているために問題ないと告げてくる。

「ヒビキ姉ちゃんが精霊と対話するように、って言ってたから用意した道具だけど、今回のことで本当に役立った。コータス兄ちゃんたちが知りたいことを調べられたよ」

「役立つ？　調べられた？　どういうことだ？」

　俺が聞き返すが、ジニーは、マーゴを抱だいたまま付いてくるように言ってくる。

「コータス兄ちゃんたちが知りたいこと、全部ミアとマーゴが調べてくれた」

『レスカノタメ、ガンバッタ』

『ニャニャッ！』

　マーゴは、牧場町全域に菌糸を張り巡らせ、様々な情報を集める。

　ミアたち火精霊は、不可視の精霊状態で気付かれずに、どこにでも入り込める。

　互たがいに反目していたマーゴとミアが、テレーズ王女の目的を調べることに協力してくれたようだ。

「みんな話をアレとかソレとかで具体的なことは避さけてた。でもマーゴとミアたちが言うには、あの子だけは、全部教えてくれた。それに助けを求めてるって──」

　俺たちは、マーゴとミアを連れたジニーの案内で、牧場町の東側に用意されたワイバーンたちの寝ね床どこに辿たどり着く。

　そして、ジニーが指差す先には、三頭の中で一番若いワイバーンがいた。

「ジニーのいうあの子って、あのワイバーンか？」

「うん。ミアとマーゴが言うには、そう」

　そのワイバーンは、テレーズ王女が救った母ワイバーンから生まれ、テレーズ王女にとって特別なワイバーンであった。

　そして、ジニーの腕うでから抜け出したマーゴがレスカの胸むな元もとに飛び移る。

『レスカ、コトバ、ツタエル。ソレデ、ゼンブ、ワカル』

　マーゴに促うながされ、俺たちはワイバーンに近づく。

『グルルルルルッ──』

　子ワイバーンは、顔見知りとなったレスカたちが来て、嬉しそうに喉のどを鳴らす。

　そして、近くに竜りゆう騎き士したちも待機している中、テレーズ王女の目的を聞き出せるのか悩む俺に、ヒビキが指を擦こすり音を鳴らす。

「少し、幻げん影えい使って、普ふ通つうにお世話しているように見せているから会話していいわよ」

　それは、何時いつぞやの元密みつ偵ていのシャルラが使用した幻影結界をヒビキが張ったようだ。

「マーゴ、通訳をお願いしますね」

　レスカがマーゴに通訳を頼たのむと、子ワイバーンから様々な事実を知ることができた。

『テレサ、タスケテ。テレサ、コワイオモイ、シテル。コワイモト、ミンナデ、サガシタ。デモ、ミツカラナイ』

　テレサ、とはテレーズ王女の愛あい称しようなのだろうか。

　コワい思いとは、なんのことだ？　大勢の護衛に守られるテレーズ王女が怯おびえる恐きよう怖ふの対象をワイバーンたちは、探さぐっているようだ。

　マーゴの通訳にレスカが頷うなずき、ワイバーンに質問を投げかける。

「テレーズ王女様は、何を怖こわがっているんですか？」

『グルル、グルルルッ──』
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『テレサ、タクサンノマモノ、アラワレル。コワイ、イッテタ』

「魔物のスタンピード現象。でも、春先に小規模なスタンピードが起きましたし、牧場町の狩人かりゆうどや専属冒ぼう険けん者が【魔まの森】を調べていますけど、その兆候は……」

　レスカは、独り言を呟つぶやき、何かを感じ取り、別の質問をする。

「その現れる沢たく山さんの魔物とは、単一種族ですか？　それとも色々混じっていますか？」

『グルルルッ──』

『ワカラナイ。デモ、テレサ、イウ。ゴブリン、オーク、サル、ヘビ、トリ、タクサンノマモノ、オシヨセル』

「分かりました。私がきっとなんとかします」

『グルルルルッ──』

　子ワイバーンの話を聞いたレスカは、そう言ってその頭を撫なでると、嬉しそうに喉を鳴らす。

　マーゴの通訳がなくても多分だが、ありがとう、と言っているのだろうことが雰囲気から感じ取れる。

「レスカは、何か分かったのか？」

「はい、多分ですけど。一度牧場に戻もどって叔お父じの本を調べます」

　子ワイバーンの知能とマーゴの片言の通訳なので情報の精度は低かった。

　またテレーズ王女は、子ワイバーンに全すべてを語ったわけではなく、ふらりと訪おとずれた時に胸の内を吐き出すような断だん片ぺん的な内容だった。

　それでもレスカにとって、テレーズ王女の目的を知るのに十分な情報を得ることができた。

　そして俺たちは、テレーズ王女との婚こん姻いん契けい約やくの日に向けて動き出した。








六章　左さ遷せん騎き士しと【夢見】の加護









　その日は、牧場町の多くの住人がざわついている。

　数日前にテレーズ王女から真しん竜りゆうアラドが来訪して、町の外の平原に降り立つことが宣言された。

　そこでは、真竜アラドと王家とで大事な話があると大々的に伝えられ、以前牧場町に降り立った真竜アラドと対話できるテレーズ王女は、より強い尊敬を受けていく。

　その一方で牧場町で暮らす魔物たちは、アラドの来訪に怯えるようにどこか挙動不ふ審しんな姿がここ数日見られることになる。

　そして、俺とテレーズ王女との婚姻契約の調印日がやってきた。

『GYAOOOOOOOOOOOO──』

「アラドも来たか」

『キュイ！　キュイ！』

　昼前に、空を真しん紅くの体が横切り、真竜アラドが平原に降り立つのが見えた。

　久しぶりのアラドの姿を見たチェルナは、真竜の巨きよ軀くを見上げて、嬉うれしそうに鳴き声を上げる。

　俺の隣となりでは、ジニーが不安そうに見つめてくる。

「コータス兄ちゃん……大丈夫？」

「ああ、大丈夫だ。ちゃんと話を付けてくる。だから、俺たちがいない間のレスカの牧場を頼むな」

「うん。任せて！」

『ウニャッ！』

　俺に頼たよられて小さく拳こぶしを握にぎるジニーと火精霊のミアの鳴き声を聞き、レスカの牧場にやってくるテレーズ王女の護衛騎士の一団に目を向ける。

「コータス殿どの、テレーズ王女殿でん下かと真竜アラド様がお待ちです」

「ああ、分かった。すぐに行く」

　俺は、正装を身に纏まとい、腰こしにミスリルの長ちよう剣けんと【グラド重鉱石】の圧縮木刀を差す。

　肩かたにチェルナを乗せた俺は、護衛の騎士たちと共に町の北側の平原に向かう。

　その場所は、奇くしくも俺とアラドが対たい峙じして、真竜の試練を乗り越こえた場所であった。

「コータス様、お待ちしておりました」

「ああ、俺たちなりの結論を出しに来た」

　そう言って微笑ほほえむテレーズ王女は、持ち込みのテーブルの上に婚姻契約の書類を揃そろえて待っていた。

　テレーズ王女の背後には、パリトット子し爵しやくや親父おやじのラグナス・リバティン、その他護衛の騎士たちが揃っている。

　そして、少し離はなれたところでは、知り合いの自由騎士たちやアラドの覇は気きに当てられたワイバーンとそれを宥なだめる竜騎士たちが遠巻きにこちらの様子を見ている。

「それでは、先日お話しした通り、真竜アラド様の前で婚姻契約を成立させましょうか」

『我は、久方ぶりに幼子のチェルナに会いに来ただけだ。人間が我の前でどのような宣せん誓せいをしようと魔ま法ほう的な意味も拘こう束そく力もありはせんぞ』

「ふふっ、分かっております。ですが人間とは、目に見えない権けん威いなどに弱いもの。それがたとえ、無意味かもしれなくとも『真竜アラド様を立会人として契けい約やくが成立した』という言葉は、真竜様が認めたとお墨すみ付つきを貰もらったようなものです」

『ふん。そこのコータスにも言ったが、人間が誰だれと番つがおうが、契ちぎりを交かわそうが我にとってはどうでもいいことだ。ただ、チェルナさえ健すこやかに育つのであれば、問題はない』

「そのことについては、私が責任を持って育てる障害を排はい除じよいたします」

　テレーズ王女の宣言にアラドは、興味なさそうに欠伸あくびをして、その場に寝ねそべる。

　続いてテレーズ王女は、俺に向き直り、契約のためのペンを差し出してくる。

「さぁ、全てはお膳ぜん立だてしております。後は、この書類にコータス様のお名前を書けば、問題ありません」

　婚姻契約の書類には、既すでに必要事じ項こうが書かれており、その署名には親父であるラグナス・リバティンの名が書かれている。

　あとは、当主のみならず当人の同意のサインがあれば、テレーズ王女は俺の婚こん約やく者となるが、俺はペンを受け取らずに、尋たずねる。

「──テレーズ王女殿下は、ちゃんと睡すい眠みんを取れているのか？」

「……っ！　ええ、ちゃんと睡眠は取れていますが、今は関係ないことですよ」

　俺の質問に、テレーズ王女の表情が一いつ瞬しゆん、驚おどろきに変わるが、すぐに取り繕つくろわれる。

「じゃあ、もう一つ──【ユニコーン密約】とは、なんのことだ？」

「……誰からそのお話を聞いたのですか」

　マーゴとミアたちがここ数日、張り付いて得た情報の中で、唯ゆい一いつ聞くことができたテレーズ王女の目的らしき単語を揺ゆさぶりとして伝えると、既に表情を取り繕うことを止やめて、厳しい表情になる。

「全く、王女に近しい人物が情報漏ろう洩えいですか。あとで見つけ出さないといけませんね」

「テレーズ王女の周囲の人物は、誰も情報を漏もらしていない。ただ、こっちの情報収集能力が高いだけだ」

　流石さすがに、俺たちが調べた結果、テレーズ王女の周囲の人間が罰ばつせられると困るので、そうフォローを入れる。

　情報源は、子ワイバーンや火精せい霊れいが盗ぬすみ見した資料を【降こう霊れい術じゆつ】で文字に書き起こしただけである。

「……なるほど。そう言えば、お兄様のところの密偵のシャルラさんと親しいですね。彼女からそうした技能を教わっていたのですか。恐おそろしい人ね」

　テレーズ王女は、こちらを睨にらみ、都合のいいように勘かん違ちがいしてくれたので、その勘違いをそのままに語り掛かける。

「情報を集めて、推理と考察をして導き出した答えだ。聞いてくれるか？」

「……いいでしょう。ですが、結果は変わりませんよ」

　常に微笑みを浮うかべていたテレーズ王女が無表情になる中、俺はこの三日間でレスカたちと共に導き出した答えを語っていく。

「まず、全すべて確固たる証しよう拠こはない。だが、テレーズ王女殿下は、【予知】や【未来視】などの【加護】を持っているんじゃないのか？　そして、その加護で視みた未来は、回かい避ひや変化をさせることができると俺は考えている」

　テレーズ王女が癇かん癪しやくを起こして竜りゆう騎き士しの任務を妨ぼう害がいし、母ワイバーンを飛び立たせなかった逸いつ話わを筆頭に、様々な危機回避の逸話には、未来を変えられる可能性があると考えた。

「そして現在、危機的未来を視たために、それを防ごうとしているんじゃないか？」

　俺の予想を話したところ、概おおむね間ま違ちがってはいないが、テレーズ王女から訂てい正せいが入る。

「コータス様の言う通り、私には【夢見】という加護があり、それも目的の一つです」

　テレーズ王女は、自身に未来予知系の加護があることを認め、言葉を続ける。

「元々は、その危機的未来を回避するために動いていました。それがアラド王国内に真竜の契約者のコータス様と真竜のチェルナ様という危険な存在が現れた」

「じゃあ、俺とチェルナの存在は……」

「全くのイレギュラーです。ですが、コータス様とチェルナ様の存在は、逆に私には都合が良かった」

　そこでテレーズ王女は、一度言葉を句切り、続きを語る。

「危機的未来を視たという理由だけでは、人材も集まらず、対策も進みません。ですから、王家の威い光こうを使ってコータス様とチェルナ様を守る。その過程で、優ゆう秀しゆうな人材を早期に集めるという計画。──それが【ユニコーン密約】と呼んだものの正体です」

　俺とテレーズ王女の婚約は、テレーズ王女の本来の目的を促そく進しんさせるための後付けの計画だったようだ。

「ですが、勘違いしないでくださいね。チェルナ様を守る気持ちに噓うそ偽いつわりはありませんし、アラド様と契約したコータス様の血筋が誰かの手に渡わたる前に王家に取り込むのも目的です。ただ、よりチェルナ様の守りを強固にするために、アラド王国の安定のために、私の計画に組み込んだ方が都合が良かっただけです」

　王族としての矜きよう持じからそう語るテレーズ王女は、真っ直すぐに俺の目を見つめてくる。

「コータス様、これで満足しましたか？」

「なら、もう一つ。その危機的未来は──ダンジョンによる魔物のスタンピードだな」

　今まで危機的未来と具体的な内容の明言を避さけていたことを俺の口から指し摘てきする。

「っ!?　あなたはどこまで知っているのですか！　まさか、アラド様からお聞きになったんですか！」

『ふん。我は何も言っておらん』

　面めん倒どう臭くさそうにするアラドに代わり、俺たちがどうしてその考えに至ったのか答える。

「テレーズ王女殿下が視た【夢見】の内容は、複数種類の魔物が混成するスタンピードで合っていますか」

「……なぜ、知っているのか問いたいですけど、間違いありませんわ」

「通常のスタンピードは単一種やその派生や進化した魔物の群れで構成される。もし、複数種類の魔物が押し寄せる場合には、ダンジョン内で飽ほう和わした魔物が溢あふれ出すダンジョン由来のスタンピードになる。つまり、【魔の森】には手つかずのダンジョンがある」

　そのために、竜騎士とワイバーンたちに毎日の巡じゆん回かいと合わせて、ダンジョンの捜そう索さくを命じていたのだろう。

「そうですね。確かに、ダンジョンを探させておりますが、まだ見つかっておりませんわ」

　もしかしたら、まだ発生していないのか、とぽつりと呟つぶやくテレーズ王女に対して、俺は告げる。

「ダンジョンは、レスカとヒビキが場所を特定して、確保に向かっている」

「コータス様は、一日に何度私を驚かせれば、気が済むのでしょうか」

　既に睨み付けるようにこちらを見てくるテレーズ王女は、疲つかれたように溜ため息いきを吐つく。

「なら、私がダンジョンをどうしようとしていたのか、その予想を聞かせてもらえますね」

　ダンジョンは、内部に魔物が繁はん殖しよくするのに適した疑ぎ似じ環かん境きようを作り上げる。

　また人間を誘おびき寄せるためなのか、ダンジョンでは、様々な薬草や各種金属類や宝石、結けつ晶しようなどの魔法触しよく媒ばいなどが生成され、入手することができる。

　他ほかにもダンジョンに出現する魔物を討とう伐ばつし、有用部位などを手に入れることができる。

「テレーズ王女殿下は、早期にダンジョンを発見し、管理して──【ダンジョン都市】の設立が最終的な目的じゃないのか？」

　だからテレーズ王女は、スタンピード対策の人材の他にもダンジョン都市を作り上げるために、町の発展と区画整備に役立つマーゴの能力を尋ねてきたのだろう。

「そこまで推測したのは流石です、正解です」

「まぁ、調べれば他国にもダンジョンを中心に町が発展している事例があるからな」

　レスカに言わせれば【ダンジョン都市】とは──ダンジョンという名の生物の体内を利用した【超ちよう巨きよ大だい魔ま物もの牧場】であるらしい。

「それでコータス様は、私の計画を暴あばき、満足ですか？　ですけど、計画を知ったところで、私の手を振ふり払はらうことはできませんよ」

　テレーズ王女は、力の抜ぬけたような溜息を吐きつつ語り掛けてくる。

　俺一人では、どう考えても将来的に起こるダンジョンのスタンピードを抑おさえることも、ダンジョンを討伐することも不可能だろう。

　だから、テレーズ王女と婚約し、手を組むことが結果的に、チェルナだけでなく、レスカを守ることに繫つながるのだろう。

　だが、俺が結論を告げる前に、テレーズ王女に聞きたいことがある。

「テレーズ王女殿でん下かに一つ聞きたい。なぜ、遠くに逃にげない。それに危機的未来を視るために、満足に眠ねむれなかったはずだ」

　俺やレスカたちが想像した可能性の一つの、テレーズ王女の病弱説とは、【夢見】の加護の悪夢によって満足な眠りが得られないのが原因であるという予想が当たっていた。

　それならば、スタンピードの被ひ害がいが届かない遠くに、嫁とつぐなり、留学すれば、穏おだやかに暮らせるはずである。

　そんな俺の疑問に、テレーズ王女は真しん剣けんな表情で答えてくれる。

「８歳の時からです。最初の予知夢は、アラド王国の国土の半分が蹂じゆう躙りんされる夢でした。恐ろしかった、逃げ出したかった。ですが、民たみを守ることが私の王族としての矜持です。この【夢見】の加護と王族に生まれた宿命から逃のがれるつもりはありません」

　俺やレスカたちが情報を集め、テレーズ王女の計画を推測するほどテレーズ王女は、本当に気高くも優やさしい王族なのだろうと感じていた。

「コータス様と婚約し、共に歩むことができれば、この悪夢から解放されるはずです」

　だからこそ、俺たちは、儚はかなげな少女に掛かる重圧を取り除いてやりたいと思う。

「テレーズ王女殿下に一つレスカからの伝言を──」

「何ですか？　コータス様との仲に割り込んできた私への恨うらみ言ごとなら甘んじて受けます」

「レスカから──『ダンジョンを壊こわすことになり、ごめんなさい。ですが、代わりにダンジョンにも負けない世界一の魔物牧場を作り上げて見せます』──だそうです」

「あなたは、なにを──」

　声を荒あららげたテレーズ王女の言葉を搔かき消すように、【魔の森】の奥地から爆ばく音おんが響ひびく。

　そして、テレーズ王女がそちらを振り向き、【魔の森】がざわめく中、俺は落ち着いた気持ちで答える。

「ダンジョンを破は壊かいする。ただそれだけです」

　そして俺は、アラドを見上げ、声を張り上げる。

「アラド！　ダンジョンを破壊するのを手伝え！　代価は、酒さか樽だる五つと大皿の料理が十のはずだろ！」

『くははははははっ！　ここでそれを持ち出すか！　良いだろう！　あの場所まで貴様とチェルナを運んでくれるわ！　早く背中に乗れ！』

　俺は、身体強化を発動させ、チェルナを抱かかえてアラドの巨きよ体たいを駆かけ上がり、ちょうど翼つばさの付け根付近に跨またがる。

「──っ!?　誰だれか、コータス様を止めなさい！」

　婚こん姻いん契けい約やくの署名のために距きよ離りを取っていた親父おやじや騎士たちが剣けんを取るが、その前に俺とチェルナを乗せたアラドが羽ばたき、手の届かない高さまで飛び立つ。

『貴様とチェルナは、我の魔法で風を防ぐ。それでも振り落とされぬように貴様は、禁術の身体強化を使え』

「いや、だが《マテリアボディ》は、魔力が足りない」

『足りない魔力は、我との契約を経由して渡してやる。それも手伝いの内だ』

　そう言ってアラドは、強ごう引いんに真しん竜りゆうが持つ膨ぼう大だいな魔力を俺の体に流し込んでくる。

「うぐっ!?　いきなりか！」

　たちまち暴れる赤い魔力をそのまま放置すれば、逆に俺の体が内側から弾はじけそうになる。

　俺は、暴れる魔力を操あやつり、禁術《マテリアボディ》を纏まとう。

　禁術《マテリアボディ》は、超ちよう々ちよう高密度の魔力による身体強化だが、体が耐たえられずに崩ほう壊かいするために禁術と呼ばれる。

　だが、【頑がん健けん】の加護によって肉体が禁術の負荷に適応することができ、完全にこの身体強化をものにすることができている。

『さぁ、すぐに辿たどり着くぞ！　コータス！』

　アラドに呼び掛けられ、俺とチェルナは、上空から真っ直ぐに爆音の響いた地点に目を向ける。
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　時を少し遡さかのぼり、【魔の森】の奥地にレスカとヒビキが居た。

「やっと辿り着いたわね。ふぅ、最短で一日の距離は辛つらいわ」

「ちょっと休みましょう。皆みなさんもお手伝いありがとうございます」

『『『──オォォォォォォォォッ！』』』

　レスカとヒビキ、ペロやルイン、マーゴたちの周りには、無数のトレントたちが木々を揺ゆらして返事をしている。

　三日前、マーゴの通訳により子ワイバーンの話を聞いたレスカは、真っ先にダンジョンの存在に思い至った。

　そこからレスカの魔物に関する知識と叔お父じの蔵書、ジニーが火精せい霊れいを使って集めた断だん片ぺん的な情報、ヒビキの【賢けん者じや】の加護と推理力により、テレーズ王女の計画を見つけ出した。

　その後、【魔の森】にマーゴの菌きん糸しを広げることで地上を探たん索さくし、竜騎士たちによる上空からの偵てい察さつでも見つけられなかったダンジョンを見つけることができた。

　そして、レスカとヒビキは、オルトロスのペロ、リスティーブルのルイン、コマタンゴ・リトルフェアリーのマーゴと言った《眷けん属ぞく契けい約やく》を結んだ魔物たちを引き連れて、【魔の森】に入る。

　そこで【魔の森】のトレントたちの協力により、安全にダンジョンの入口まで移動することができた。

「それにしてもトレントたちがダンジョンの入口から溢れ出る魔物を処理していたのね。それは見つからないはずだわ」

　ヒビキが目を向けた先では、ダンジョンの入口から迷い出す魔物をトレントたちが木の根っこで串くし刺ざしにして速すみやかに倒たおして、地中に引きずり込んでいた。

　そのために、ダンジョン周辺のトレントたちは、ダンジョンから溢れ出す魔物を糧かてに、他よりも大きく成長した上位種になり、枝葉を大きく広げていた。

　だから、上空から見下ろす竜りゆう騎き士したちは、トレントの枝葉に遮さえぎられてダンジョンの入口を見つけることができなかったのだろう。

『ココ、イイエサバ。ダケド、コワイバショ』

「はい、そうですね。だから、このダンジョンを退治しに来たんですよ」

　一ひと際きわ大きく成長し進化したエルダー・トレントが発する言葉に、レスカが安心させるようにトレントの幹を優しく撫なでる。

　撫でられたエルダー・トレントは、オオオッと嬉うれしそうに樹きの洞うろの顔から声を漏もらす。

「できれば、ダンジョンの周りから退いていただけると嬉しいです。何かあった時、巻き込んじゃいますから」

『ワカッタ。ミナ、ハナレル』

「あと、打ち漏もらしなどもあると思いますのでお願いしますね」

『ソッチハ、イイヨウブン。オイシク、モラウ』

　そう言ってダンジョンを囲むように居たトレントたちが森を割るように退き、広間が出来上がり、その中心にはダンジョンの入口が広がっていた。

「レスカちゃん、マーゴたちコマタンゴは、どんな感じ？」

「今、大分ダンジョンを侵しん攻こうしているはずですよ」

【魔の森】の広こう範はん囲いを探索するために広がったマーゴのコマタンゴの菌糸は、現在はダンジョン内部に侵攻し、そのほぼ全てをレスカは把は握あくしている。

「このダンジョンは、中規模ですね。攻こう略りやくの難易度は、難なん攻こう不ふ落らくと言うレベルではないですけど、強い魔物が深部にいるみたいです」

　ダンジョンは、多種多様な魔物を内包しており、深部にはＢランク以上の魔物も居る。

　もしこのダンジョンを攻略するなら、Ｃランク冒ぼう険けん者の数百人による人海戦術か、複数のＢランクパーティーが合同で攻略していくか、Ａランクパーティーが時間を掛かけて攻略していく必要がある。

　だがレスカは、裏うら技わざとも掟おきて破りとも呼ばれる方法を使って、このダンジョンを消しよう滅めつさせるつもりである。

　その一方、ヒビキは、無限鞄かばんから小さな金属ボタンを取り出し、魔力を通す。

「さて、コータスの方は──ちょうど向こうも始まったみたいね」

　密ひそかにコータスに持たせた対ついとなる通話の魔道具が震ふるえて、コータス側の音声をこちらで再現する。

『コータス様、お待ちしておりました』

『ああ、俺たちなりの結論を出しに来た』

　コータスとテレーズ王女が対たい峙じしているのを確かく認にんして、レスカとヒビキも頷うなずき合う。

「ヒビキさん、いつでも行けますよ」

「私の方も準備万ばん端たんよ」

「では、行きましょう」

　レスカは、マーゴを抱えて、コマタンゴの菌糸を介かいしてダンジョンに【加護】の力を繫げる。

　ダンジョンとは、魔ま物ものを住まわせ、人を呼び込み、内部で死んだ生物を糧に成長する超ちよう巨きよ大だい魔物だ。

　いずれ世界に内部で育てた魔物を放ち、それに便乗して新たな悪意の種であるダンジョンコアを拡散する。

　そうした習性を持つダンジョンに対してレスカは、【育成】の加護が持つ【願望反映】の内包加護に願う。

「──ダンジョンよ。今すぐ、スタンピードを引き起こしなさい！」

　レスカは、コマタンゴの菌糸を介して、ダンジョンに歪いびつな願いを伝え、マーゴの力でダンジョンの末まつ端たんを崩壊させていく。

【願望反映】によるダンジョンの本能への刺し激げきとマーゴによるダンジョン崩壊が引き金となり、ダンジョンが危機的状じよう況きようにあると誤認する。

　それにより成熟されていないダンジョンは、ダンジョンコアを守るために、スタンピードを促そく進しんし、それに便乗してダンジョンコアを外部に放出して生き延びようとする。

　これから起こるのは、ダンジョン崩壊により追い立てられた魔物たちが溢あふれ出す人じん為い的なスタンピードである。
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「最初は、雑魚ざこの魔物ね。【賢者】の加護持ちによる殲せん滅めつ戦を見せましょうか」

　そして、入口からは魔物が溢れ出してくる。

　浅い階層から真っ先に溢れ出してくる魔物は、ゴブリンやクレバー・モンキーなどを中心とするＥランク魔物である。

　その数は、瞬またたく間まに百を超こえて、数え切れないほどダンジョンから溢れてくる。

　ヒビキは、トレントの木材から作られた杖つえを横に振ふる。

「森への被ひ害がいを考えれば──《ブリザード》！」

　一いつ瞬しゆんで夏の蒸むし暑い森の中を極ごつ寒かんの吹雪ふぶきが駆け抜ぬけ、魔物たちが氷像に変わる。

『『──ワオォォォォォッン！』』

　炎ほのおを吹ふき上げ、成体に変身するオルトロスのペロは、双そう頭とうの頭から咆ほう哮こう──《テラー・ボイス》を放つ。

　互たがいに増ぞう幅ふくし合う咆哮が衝しよう撃げき波はを伴ともない、氷像と化した魔物を一いつ掃そうする。

　だが、ダンジョンの入口から押し寄せるように百を超える魔物が新たに姿を現す。

「──《ブリザード》！」

　再び、杖を振り吹雪が掛け抜け、魔物の氷像が作られる。

『ヴモォォォォォォォッ！』

　リスティーブルのルインは、頭部に身体強化の魔力を集中させて、魔物の氷像を砕くだいて駆かけ抜ける。

　その後に続くように成体に変身したペロも駆け出し、同じように魔物の氷像を叩たたき壊こわしていく。

　瞬く間に魔物の氷像が砕かれ、地面にその破は片へんが散らばるが、次々と新たな魔物がダンジョンから湧わき出してくる。

「ちょっと数が多いわね。レスカちゃん、一いつ旦たん引かせて！」

「はい！　ペロ、ルイン、バック！　マーゴ、散布！」

　レスカが、魔物を倒していくペロとルインを自身の元まで下がらせると同時に、地面からマーゴが操る無数の菌糸の腕うでが生えてくる。

　無数の菌糸の腕が魔物たちを捕とらえて、動きを阻そ害がいする。

　摑つかまった魔物が暴れた拍ひよう子しに、マーゴの菌糸魔法で作られた疑ぎ似じ毒の胞ほう子しが菌糸の腕から舞まい上がり、それを吸い込んだ魔物は次々と動きを鈍にぶらせる。

「ナイス、マーゴ！　そして私は──《マッドバインド》」

　地面を覆おおう氷が溶とけ、土と混ざり合って泥どろになる。

　その泥の範はん囲いの魔物や魔物の氷像の破片が菌糸の腕や泥の腕によって、地中に引きずり込まれていく。

　ダンジョンの入口前が更さら地ちに戻もどったが、まだまだ魔物が湧き出す。

「よし、次！　──《ブリザード》！」

　ヒビキが三み度たび杖を振るい、広範囲を氷結させ、レスカがペロとルインに突とつ撃げきを指示する。

「春先のクレバーモンキーやゴブリンジェネラルは、ここから現れたんでしょうか？」

「それかダンジョンから出て、トレントたちの間を搔かい潜くぐった個体が【魔の森】で繁はん殖しよくしたんでしょうね」

　レスカとヒビキが短い会話をしつつ、ダンジョンから溢れ出る魔物を倒していく。

　地の利はレスカたちにある。

　だが、延々と終わりがないと思うほど溢れるダンジョンの魔物に徐じよ々じよに限界を迎むかえてくる。

「さっきまでＥランク中心だったのが、ＤやＣランクの魔物も混じり始めました！」

「それに──空飛ぶ魔物も出てきたわね！」

　今まで倒してきた魔物の上位種や亜あ種しゆが現れ始めた。

　上位の魔物は、下位の魔物を密集させ、盾たてのようにすることでヒビキの魔法を防ぎ始める。

　他ほかにもダンジョンから地中を移動して吹雪の影えい響きようを受けないワームや蛇へび系の魔物、環かん境きよう変化や魔法に耐たい性せいのある無機物系の魔物、ヒッポグリフやグリフォンなどの飛行可能な魔物が混じり始め、徐々に殲滅速度が落ちてくる。

「レスカちゃん、大おお技わざ決めるからペロたちを引かせて」

「分かりました。みんな、戻ってきて！」

　レスカは、ペロとルイン、マーゴに指示を出して自身の元まで引かせる。

　ダンジョンの崩ほう壊かいとスタンピードの誘ゆう発はつから今まで多くの魔物を相手にしたレスカと眷属契約を結ぶ魔物たちは、疲ひ弊へいし始めていた。

　ペロは、《テラー・ボイス》を何度も使ったことで喉のどを酷こく使ししたのか、鳴き声が掠かすれている。

　ルインは、突撃に合わせて自身に《身体強化》の魔法を纏まとっていたが、魔力が底を突つき始めたのか身体強化の青白い魔力が薄うつすらと明めい滅めつを始める。

　マーゴは、菌糸魔法による疑似毒の胞子も底を突き、今は、少しでも侵攻を遅おくらせるために菌きん糸しの障害物を生み出すが、魔物たちは物量で突き崩くずし、進んでいく。

　そんな劣れつ勢せいでヒビキ自身が鼓こ舞ぶするように、声を上げる。

「私一人でもやってやるわ！　──《ダウンバースト》！　《アースニードル》！　《ブリザード》！」

　ヒビキは、杖を掲かかげて次々と殲滅魔法を放っていく。

　上空から吹き下ろす突とつ風ぷう、地面から突き出す無数の針、猛もう吹雪ふぶきが魔物を氷結させる。

　複数の殲滅魔法がダンジョンの入口前で乱らん舞ぶする。

【極大魔力】の加護に支えられた魔法の暴ぼう威いにより、ダンジョンから溢れる魔物は、次々と討とう伐ばつがなされる。

　空飛ぶ魔物は地面に叩き付けられ、地中と地表を進む魔物は無数の石の針で串くし刺ざしにされ、突風に砕かれる。

　寄せ集まって吹雪を耐たえる魔物は、砕けた石いし塊くれが冷気と突風に混じり、体が摺すり下ろされ、吹雪を赤く染める。

　殲滅魔法の暴威が、ダンジョンから溢れる魔物の血によって赤く染まり、徐々に濃こくなっていく。

「ヒビキさん、もういいです！　これでダンジョンの魔物は、八割方倒たおしたはずです！」

　ダンジョンに侵しん食しよくしたマーゴの菌糸からダンジョンの様子を摑んでいたレスカは、ヒビキの手を押さえて魔法を止めようとする。

　ヒビキは、肩かたで呼吸を繰くり返しながら、不敵な笑えみでダンジョンを見つめるが、なおも魔法を止めない。

「はぁはぁ……殲滅魔法の維い持じキツい。それに、レスカちゃん。ダンジョンの魔物は、まだ二割残っているわ。それもダンジョンの上位の魔物よ。それが【魔の森】に放たれたら危ないじゃない」

　ダンジョンのスタンピードが起きる時、低層から順番に魔物が溢れ出し、最後には深部の強力な魔物が姿を現す。

「そうですけど……」

「大事なレスカちゃんやジニーたち、牧場町のために、コータスが来るまでお姉さんが頑がん張ばらなきゃね」

【賢けん者じや】と【極大魔力】の強力な二つの加護を持つヒビキであるが、魔法を使いすぎれば、脳を酷使する。

　莫ばく大だいな魔力があるからと言って、魔法を無制限に使えるわけではない。

　複雑な魔法ほど脳に負担を掛け、その兆候としてヒビキの鼻から鼻血が垂れる。

　それすら意志の力でねじ曲げて魔法を維持するヒビキだが、ダンジョンのスタンピードを誘発してから30分が経過し、ヒビキの脳の方に限界が訪おとずれて強制的に魔法が途と切ぎれる。

「──っ!?　ヒビキさん！」

「あははっ、体動かないや。どうしようか、レスカちゃん」

　鼻血を垂らしたまま、困ったように笑うヒビキをレスカが支える。

　そして、魔法で作られた濃い血ち煙けむりが地面に落ちて真っ赤な染しみを大地に広げる。

　その向こう側には、ダンジョンの入口から溢れる魔物がまだ残っていた。

「はぁはぁ……もうちょっと数を減らしたいわね」

　せめてＢランクの魔物を退治できれば、残るはほんの僅わずかなＡランク魔物だろう。

　そして都合良く牧場町には、元Ａランク冒ぼう険けん者でコータスの養父のラグナス・リバティン。他にも優ゆう秀しゆうな騎き士したちがいる。

　早まったようにスタンピードを誘発させたのは、ヒビキの魔法によって大部分の下位の魔物を殲滅し、残った魔物を騎士たちに押し付けて、なし崩し的にダンジョン討伐に協力させるためである。

　だが、予定よりも早くにヒビキが力ちから尽つき、そして、予想より早くに上位の魔物が姿を現す。

「ゴブリン・ネクロイドシャーマン、エビルガーゴイル、シルバーゴーレム」

「あー、あの殲滅魔法でも防がれてたか。もっと貫かん通つう力がある魔法の方が良かったかな」

　コータスが騎士たちを引き連れてくるまでは──そう思うレスカとヒビキの前には、無数のＢランク魔ま物ものが待ち構えていた。

　更さらに、その配下である下位の魔物もヒビキの殲滅魔法の中を生き残り、ダンジョンの中からも集まってくる。

　また、死し霊りよう魔法を使うゴブリンの上位種は、討伐された魔物のバラバラの死体や怨おん念ねんから魔物のゾンビやゴーストの集合体、死肉の集合魔物などのアンデッド魔物を生み出す。

「流石さすがに、私たちだけでやろうとしたのには無茶があったかしら。レスカちゃんは逃にげられる？」

「ヒビキさん、なにを言ってるんですか！」

「まだまだ強い魔物が出るんじゃない。だから、お姉さんが時間を稼かせごうと思って。流石にアンデッドで魔物の数を補ほ充じゆうするのは、予想外だったわ」

　レスカに支えられたヒビキは、気力で杖に寄り掛かかるようにして一人で立ち、魔物と対たい峙じする。

　そんなレスカたちの頭上に巨きよ大だいな影かげが横切り、レスカやヒビキ、ペロたちやダンジョンの魔物も見上げる。

　それは、輝かがやく真しん紅くの鱗うろこを持つ真しん竜りゆう。そして、その背から一人の人間がダンジョンの魔物の前に飛び降りてくる。

「──悪い、待たせた」

「っ!?　コータスさん！」

　それは、少女たちがよく見知った男の後ろ姿だった。
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　空を飛ぶアラドの背に乗り、ダンジョンの発生地点を目指す。

　レスカたちのいる場所には、激しい殲せん滅めつ魔法が渦うず巻まくのが見える。

　当初は、ダンジョンからの魔物の討伐に騎士たちも巻き込もうと思ったが、アラドから供給される真竜の膨ぼう大だいな魔力があれば、それも不要な気がしてきた。

　そして──

『見えたぞ！』

「よし、行ってくる！」

『キュイ！』

　空中で静止するアラドにチェルナを預け、俺はアラドの背から飛び降りる。

　完全に適応できた禁術《マテリアボディ》を纏まとい、空中を蹴けって、レスカたちと対峙する魔物の間に降り立つ。

「──悪い、待たせた」

「っ!?　コータスさん！」

　俺は、レスカたちの方に少しだけ振ふり返る。

　レスカには傷はないが、ヒビキは魔法を使いすぎて疲弊している様子だ。

　ペロやルイン、マーゴたちも疲つかれた様子であるが、大きな怪け我がは無さそうだ。

　そして、俺は、目の前にいる魔物たちに視線を向ける。

「悪あく趣しゆ味みなアンデッドの魔物だな」

「……それに関してはごめん。森の中だから、火を使うのを遠えん慮りよしたら、倒した魔物を素材にされちゃった」

　ヒビキの言葉に、気にするな、と目だけで伝える。

「さて、どうするか」

『真竜のブレスで焼けば全すべて終わるが我は、これ以上手助けするための対価を受け取ってない。まぁ、今の貴様なら、容易に退けられるだろう』

　上空で翼つばさを広げて滞たい空くうするアラドを見上げ、再び目の前の魔物たちを見る。

「とりあえず、雑魚ざこは一いつ掃そうするか。──《デミ・マテリアーム》！」

　アラドの膨大な魔力を利用して、両りよう腕うでに真紅の魔力の籠こ手てと大おお鎌がまの魔力武器を生み出し、摑つかみ取る。

　大鎌の魔力武器は、どこか竜の爪つめを思わせつつも、畑を耕す三本爪の鍬くわのような歪いびつな形に作り上げ、数度素す振ぶりをする。

　異形の大鎌を構えた俺は、魔力を籠めながら腰こしを沈しずめ、横に振り抜ぬく。

「──《飛ひ斬ざん爪そう撃げき》！」

　異形の大鎌は、ダンジョンの前に集まる魔物たちに向かって、三本の飛ぶ斬ざん撃げきを放つ。

　戦技による三本の飛ぶ斬撃は、魔物たちを斬きり裂さき、駆かけ抜け、ダンジョンの入口前にいるエビルガーゴイルとシルバーゴーレムの体に当たって止まる。

『『『GYAAAAAAAAAAAAAAA──』』』

　飛ぶ赤い斬撃に斬り裂かれた魔物は、実体・非実体問わず遅れて、真っ赤な炎ほのおによって瞬またたく間まに焼き尽つくされていく。

　また飛ぶ斬撃を受け止めた無機物系魔物の体は、斬撃痕こんが赤熱し始め、赤い炎が毒のように無機物の体を蝕むしばみ、溶とかしていく。

「これが火竜アラドの魔力か」

『ふん。我の炎がこんなものではないことを、貴様がよく分かっているだろう』

「そうだな」

　一いつ瞬しゆんで上位の魔物の配下が燃えていく中、残った上位の魔物たちが俺を敵だと認にん識しきして襲おそってくる。

　俺は、異形の大鎌を構え直し、襲ってくるＢランク魔物の集団に突っ込んでいく。

「ふっ、はっ、たぁぁぁっ！」

　闇やみ魔ま法ほうを放つゴブリンの死し霊りよう術士を魔法ごと斬り裂き、無機物の魔物の体を焼き切り、大鎌に斬られた魔物たちの体からアラドの炎が吹ふき出し、その身を焼いていく。

【頑がん健けん】の加護で禁術《マテリアボディ》に適応し、アラドから膨大な魔力の供給を受ける俺の強さは、Ａランクの冒険者を超こえて、Ｓランクの超ちよう越えつ者に匹ひつ敵てきしていた。

　１００を超えるＢランク魔物とそれらが従える数多あまたの魔物たちが、瞬く間に数を減らす。

「ははっ、無属性の身体強化しか使えない俺が、親父おやじのように戦うなんてな」

　元Ａランク冒険者【炎えん剣けん】ラグナス・リバティンを超える勢いで戦い、逃げだそうとする魔物には、遠えん距きよ離りからの飛ぶ斬撃が襲い掛かり、焼き尽くしていく。

　辺りに焦こげた臭においが立ち籠めていく間にも魔物たちは数を減らしていた。

『ツギガ、サイゴ──』

　ダンジョンに侵しん食しよくして、内部を確認していたマーゴが警告してくる。

　既すでにダンジョンの大部分は崩ほう壊かいし、溢あふれた魔物の多くを駆く逐ちくした中で、最後に逃げ出すダンジョンコアとダンジョン最大の戦力が姿を現す。

『我ガ城！　我ガ住すみ処かヲ荒あラス不届キ者ヲ絶対ニ許サンゾ！』

「こいつらが、ミノタウロスか」

　三メートルを超す巨きよ体たいに体の各所に金属鎧よろいを当て、巨大な斧おのとタワーシールドを構えた牛頭の亜人魔物・ミノタウロスの軍団が姿を現す。

　それも一体一体が通常のミノタウロスではなく、上位種のソルジャーと呼ばれる魔物の軍団。

　そして、ミノタウロスの軍団の後ろには、一ひと際きわ大きな体を持ち、胸にこのダンジョンのコアに寄生されたミノタウロスがいた。

「アレは……ミノタウロス・キングか！」

　総勢20体を超えるミノタウロス・ソルジャーを率いるのは、A-ランクのミノタウロス・キングである。

　A-とは、個体としての強さであり、ミノタウロス・ソルジャー20体の軍団の強さは、B+ランク。

　そのミノタウロス・ソルジャーの軍団の強さを含ふくめれば、A+ランクの討とう伐ばつ難易度になるのではないだろうか。

　まさに、ダンジョンの最深部に存在するにふさわしい最強の魔物だろう。

　だが、恐きよう怖ふはない。むしろ、俺に送られてくるアラドからの念話の方が厄やつ介かいだった。

『牛頭の上位種か。肉は筋張っているが、内臓は絶品だったはずだ。我の協力の対価である10の大皿料理は、ミノタウロスの内臓を使ったものを用意しろ』

「全く、ただ倒たおすだけじゃなくて、余計な注文を……はぁぁぁぁぁぁっ！」

　地面を蹴り、先頭のミノタウロスに駆けていく。

　振り上げた魔力武器の大鎌でその体を刻もうとするが、俺の速さに反応したミノタウロスがタワーシールドを掲かかげて受け止める。

　タワーシールドが衝しよう撃げきで大きく歪ゆがむ中、俺の手の中にある大鎌も砕くだけ散り、魔力が霧む散さんする。

　その隙すきを狙ねらって別のミノタウロスが戦せん斧ぷを振り下ろしてくるが、大きく後ろに跳とんで、回かい避ひする。

『『ブモォォォォォォォォォッ──！』』

　ミノタウロスたちが咆ほう哮こうを上げながらタワーシールドを掲げて、俺に突とつ進しんしてくる。

　俺は、ミスリルの長ちよう剣けんを引き抜き構える。

「さっきの魔物のように斬って燃やすと内臓まで傷いたむな。まぁ体を傷めつけないように──行く！」

　真っ正面から再び飛び込み、こちらを圧殺するために突つき出されるタワーシールドに合わせて、ミスリルの長剣を振るう。

「──《練れん魔ま刃じん》！」

　アラドの魔力を練り込んだミスリルの長剣が真紅の光を放ち、迫せまる二枚のタワーシールドを両断し、そのままその向こうにあるミノタウロスの体を斬り裂く。

『『ヴモォォォォォッ──』』

　後ろに倒れるミノタウロスの体に駆け上がって肩かたを足場に飛び上がり、次のミノタウロスに襲い掛かる。

「３、４──」

　練り上げた魔力が宿る鋭するどい刃やいばでミノタウロスの良質な防具ごと体を斬り捨てていく。

「５、６、７──」

　ミノタウロスの軍団は、人間を超える巨体と圧あつ倒とう的な膂りよ力りよく、上質な装備を持ち、脅きよう威いであるが、ただそれだけである。

　大きな体が仇あだとなり、小回りを利きかせて立ち回る俺に対応できない。

　僅わずかに俺の速さに反応できる個体が居ても、鋭い斬撃を防ぐことができず、倒される。

　また一体、足元を駆け抜けると共に両足を切り落とし、膝ひざをついたところで背に飛び乗り、首を落とす。

「19──20！」

　そうして、20体のミノタウロス・ソルジャーの軍団が地面に倒れる。

　残っているのは、胸にダンジョンコアを宿したミノタウロス・キングだけとなった。

『我ガ同どう胞ほう！　我ガ軍勢ヲ！　ブモォォォォォォォォッ──！』

　ミノタウロス・キングが咆哮を上げ、俺に目め掛がけて突とつ撃げきし、戦斧を横に振るってくる。

　他ほかのミノタウロスたちとは、速さも力も段だん違ちがいだ。だが──

「動きが単調だな」

　横振りに対して、地面を蹴り、戦斧の横振りを避よける。

　そして、空中にいる俺をタワーシールドで殴なぐり殺そうとしてくるが、《マテリアボディ》で強化された脚きやく力りよくで空中を蹴って移動し、ミノタウロス・キングの首元に迫る。

「──ふっ！」

　ミスリルの長剣で一いつ閃せんするが、他のミノタウロスと違う手て応ごたえに戸と惑まどう。

　ミノタウロス・キングの皮ひ膚ふと筋肉が硬かたく、首を完全に両断できなかった。

「……仕留め損そこなったか」

　ミノタウロス・キングの背後に着地して振り返ると、首を斬り付けたために首から血が溢れ出す。

『──ヴモォォォォッ!?　ブモォォォォッ！』

　ミノタウロス・キングは、タワーシールドを手放し、斬られた箇か所しよを押さえて止血する。

　そして、斬られた首の傷口は、みるみるうちに治っていき、目を血走らせて興奮した様子で睨にらみ付けてくる。

『フゥー、フゥー、王デアル我マデ傷付ケタ、コロス！　ゼッタイニコロスゾ！　ニンゲン！　ヴモォォォォォォォッ──！』

「……一撃で仕留められないと再生持ちの魔物は、厄介だな。それに、ダンジョンコアで強化されたか！」

　ミノタウロスは、強きよう靭じんな肉体と膂力、高い再生力を持つ亜人系魔物である。

　本気を出す前に一撃で仕留めるつもりだったが、俺が下手に傷を与あたえたために手加減して本気を出させてしまったようだ。

　ダンジョンコアを中心に紫むらさき色いろの魔力がミノタウロス・キングを包み、その筋肉を黒く硬こう質しつ化させていく。
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「ふぅ、A-ランクの魔物が更さらにダンジョンコアの魔力で強化されたか。厄介だな」

『ヴモォォォォッ！　ゼッタイニ許サン！　貴様や我ガ住すみ処かヲ荒ラシタ、ニンゲン共、コロス、コロス、コロォォォォス！』

　黒く硬質化したミノタウロス・キングは、血走った目で、俺やその背後に控ひかえるレスカたちを睨み付ける。

　やはり対象は俺だけではなく、レスカたちも狙ってくることに、気合いを入れ直す。

「レスカたちに手出しさせる訳にはいかない」

《マテリアボディ》でアラドの超ちよう々ちよう高密度な魔力を全身に巡めぐらせ、ミノタウロス・キングとぶつかり合う。

　ミスリルの長剣と鋼はがねの戦斧がぶつかり合うが、質量差、体格差で正面からぶつかり合えば、俺の方が押し負ける。

　だが、このまま大きく回避すれば、真っ直すぐに後方のレスカたちを先に襲いかねない。

　そのために、わざわざ正面に立ち、受け流しと紙一ひと重えの回避でミノタウロス・キングと対たい峙じする。

　動きが速いが、一撃の振ふりの隙が大きい。

　そうした隙を狙い、ミスリルの長剣で撫なでるように斬るが、硬化した体に刃が滑すべる。

『ムダダ！　コノ肉体ハ、傷付カヌゾ！　ブモォォォッ！』

　何度、ミスリルの長剣で斬り掛かかろうとも硬化した体に刃が阻はばまれる。

　それでは、ミノタウロス・キングを強化するダンジョンコアを破は壊かいしようと狙うが、その攻こう撃げきには最優先で反応し、太い腕うでで遮さえぎられてしまう。

　互たがいにジリ貧ひんであり、互いの身体強化に供給される魔力が先に尽つきた方が負ける状じよう況きようが繰くり広げられる。

『ブモォォォォッ！　ナゼダ、ナゼ、当タラナイ！』

　ミノタウロス・キングは、本能的に一刻も早く倒そうと戦斧を振り回す。

　だが、苛いら立だつミノタウロス・キングの横振りを跳ちよう躍やくして回避し、今度は空いた手で俺を捕つかまえようとするが、空中を蹴けって避ける。

「どこだ、どこに弱点がある」

　俺も硬化したミノタウロス・キングに攻撃を通すために思考を巡らせるが、答えが出ない。

　そんな中、背後からレスカの声が響ひびく。

「コータスさん！　ミノタウロスの弱点は、角です！」

「──っ！　レスカ、ありがとう！」

　いつも悩なやむ瞬しゆん間かんには、レスカの知識が俺を助けてくれる。

　地面に着地すると共に俺は、腰こしから【グラド重鉱石】の圧縮木刀を引き抜ぬき、ミノタウロス・キングに駆かけ出す。

『イイカゲンニ、シネェェェェェェェッ！』

「殺されてたまるかっ！」

　縦に振るわれ、地面を叩たたき割るミノタウロス・キングの戦斧が土や小石を弾はじけさせるが、それに構わす突き進む。

　そして俺を捕まえようとする腕をミスリルの長剣で弾き、更に迫る。

【グラド重鉱石】の圧縮木刀で弱点である角が狙われている──と見せかけて、ダンジョンコアを狙うと判断したミノタウロス・キングは、空いた腕を引き戻もどしコアを守るように腕を掲げる。

「はぁぁぁっ！　──《練れん魔ま》！」

　俺は、あえてその腕に全力で圧縮木刀を振り下ろし、全力で籠こめた魔ま力りよくを叩き込む。

『グォォォォォォッ！』

　ミノタウロス・キングは、超重量となった圧縮木刀に腕を折られ、今までに感じた事のない内側から魔力が暴れる痛みにより、盾たてにした腕を抱かかえるように蹲うずくまる。

　腕の骨折は、《練魔》の魔力で再生を阻そ害がいしているために、治りが遅おそい。

「いくら体表を強化しても、内部までの強化は難しいよな！　ここもそうだ！」

『ブモォォォォォォッ！』

　蹲って手て頃ごろな高さに来たミノタウロス・キングの頭部の角の前に立ち、【グラド重鉱石】の圧縮木刀を掲げる

　ダンジョンの魔力で黒く硬化しているが、内部への衝撃に弱いことがわかった。

　そして、弱点の角も──

「──《練魔》！」

　魔力を籠めるほど重量を増す金属を芯しんに使った圧縮木刀とアラドの膨ぼう大だいな魔力を練り上げて作られた魔力の塊かたまりをミノタウロス・キングの角に振り下ろす。

　二重の衝撃がミノタウロス・キングの角を伝って頭部に強い衝撃を与あたえ、角が砕ける。

『ブモォォォォォォッ！』

「はぁ、はぁ……疲つかれた」

　ミノタウロス・キングは、白目を剝むき、背を反らすようにして後ろに倒れていく。

　胸に埋うまるダンジョンコアも紫むらさきの光を弱め、硬化した体が徐じよ々じよに戻っていく。

「これで終わりだ」

　俺は、倒れたミノタウロス・キングの胸に宿るダンジョンコアにミスリルの長剣を突き立て、叩き割る。

『ブモモッ……』

　完全にダンジョンコアの輝かがやきが消え、ミノタウロス・キングの胸から剝はがれ落ち、それに合わせて寄生していたミノタウロス・キングも絶命する。




　　　　●




「さて──ダンジョンは消しよう滅めつしたな。これでテレーズ王女の目的の一つは潰ついえた」

　ダンジョンの入口を見れば、マーゴが末まつ端たんから崩ほう壊かいさせ、危機を感じたダンジョンコアが抜け出し、ダンジョンの機能を保てずにいる。

　魔ま物ものとダンジョンコアを放出し終えたダンジョンは今、ただポッカリと穴が空いているが、それも直じきに消えるだろう。

　それに戦いが終わったことでアラドからの魔力の供給が途と絶だえて《マテリアボディ》が強制的に解除される。

「コータスさん！」

「レスカって、うわっ！」

　俺は、名前を呼ばれて振り返ると走ってきたレスカが俺の体に飛び込んでくる。

「大だい丈じよう夫ぶですか！　怪け我がはないですか！　禁術の反動とかは!?」

「ないから心配するな。それにダンジョンも完全に消滅した」

　俺がレスカを落ち着けるように撫でる。

　レスカに遅おくれて幼体に戻ったペロがレスカを追い掛け、ルインがぐったりとしたヒビキを背中に乗せてやってきた。

「ヒビキの方は、大丈夫か？」

「あー、大丈夫、大丈夫。魔法の使いすぎが原因だから……」

　ヒビキは、気け怠だるそうにヒラヒラと手を振る。

　そして、上空で滞たい空くうしていたアラドも舞まい降り、その背にしがみついていたチェルナが俺とレスカの元に飛び込んでくる。

『キュイィィィィィッ！』

「わっ、ごめんね。チェルナにも心配掛けたね」

　レスカの胸に飛び込んできたチェルナは、レスカの体にしがみつき、離はなれそうにない。

　そんなチェルナを宥なだめるように抱だきかかえ、ようやく落ち着いたところで辺りを見回す。

「さて、ダンジョンを討とう伐ばつすることができたが──これ、どうするか」

　ダンジョン跡あと地ちの前には、討伐した無数の魔物の死体や魔物が身に着けていた武器が散らばる。

「ちょっと戦いの中で、食べられそうなものだけは、確保してたけど、これもどうする？」

　休んだことで少しだけ調子を取り戻したヒビキは、まだ気怠げながらも杖つえを振る。

　すると、地面が波打ち、地中から氷こおり漬づけで絶命した魔物たちが姿を現す。

「なんだ、これは……」

「吹雪ふぶきの《ブリザード》で凍こおらせて、泥どろ沼ぬまで地中に引きずり込んで、確保していたのよ」

　ダンジョン討伐でタダ働きは、ごめんだからね。食べられそうなものを厳選した、というヒビキの強したたかさに俺もレスカも啞あ然ぜんとする。

『ふむ。どれもミノタウロスの内臓ほどではないが、どれもそこそこに食えるやつだな。我への対価の料理としてそれを出せ』

「まぁ、とりあえずヒビキの無限鞄かばんに仕し舞まって、牧場町に……いや、ダメだな」

　辺境の牧場町では、流れてきた優ゆう秀しゆうな【魔ま女じよ】として認にん識しきされているヒビキであるが、今はテレーズ王女が滞たい在ざいしている。

　もし、王族に【無限鞄】の魔道具を持っていることがバレれば、ダンジョンとは別に厄やつ介かい事になるだろう。

「ほんと、どうやってこれを運ぶかなぁ」

　ここから【魔の森】を突つっ切って牧場町まで戻るのに、一日以上は掛かるだろう。

　周囲からこちらの様子を窺うかがうトレントたちの力を借りるべきか、などと考えていると、上空でアラドを追い掛けてきた竜りゆう騎き士しのワイバーンが見えた。

『ふん。やっと追い付いたか』

　アラドが鼻を鳴らして上空を見上げるが、流石さすがに真しん竜りゆうの速さと比ひ較かくするのは、可哀かわい想そうだと思う。

　そして、アラドと距きよ離りを取るように着地したワイバーンたちの背から騎手である竜騎士たちや親父おやじ。そして、テレーズ王女やその侍じ女じよや護衛たちが降り立つ。

「これは──まさか」

「ダンジョンを討伐した。テレーズ王女殿でん下かの【夢見】の加護で再び、スタンピードの予知夢を見なければ、危機は回かい避ひできたことになる」

「こんな……私が今までやってきたことを！　こんな形で壊こわされるなんて」

　愕がく然ぜんとした様子のテレーズ王女の表情には、余よ裕ゆうと言ったものが見られない。

　テレーズ王女は深呼吸を繰り返し、俯うつむいていた顔を上げて俺たちを真っ直すぐに見つめてくる。

「……そうですね。確かに、スタンピードの発生原因が消え、ダンジョン都市の構想も潰えた。それにアラド王国内の未発見ダンジョンを攻こう略りやくしたことは、賞賛されるべきことです。ですが──私との婚こん約やくは別です」

「ダンジョンが消えたことで目的も消えるはずだ」

「それは私の目的。国として、チェルナ様を保護し、王家にコータス様の血筋を取り込むためにも、私との婚約は必要です」

　それに対して俺ではなく、チェルナを抱えたレスカが一歩前に出る。

「あの、テレーズ王女様！　コータスさんとの婚約を止やめては頂けませんか？」

「大局的に見て、必要なことです」

「そうですか。では──」

　レスカは、満面の笑えみを浮うかべてテレーズ王女から背後にいるアラドに向き直り、大きな声を上げる。

「アラドさん！　しばらくの間、チェルナと一いつ緒しよに火竜の里にご厄介になってもよろしいでしょうか？」

「レスカ、何を……」

「コータスさんがテレーズ王女との婚約を整理するまで、私とチェルナは、アラドさんの所に身を寄せようかと思いまして」

　レスカの言葉に、俺もテレーズ王女も目を見開く。

『妻が実家に帰らせてもらいますみたいな状況ね』とルインに寄り掛かかったヒビキの気怠げな声がやけに響く。

「もうチェルナは、固形物を食べられるようになりましたし、牧場の管理や維い持じは、マーゴにお任せできますから、少しご厄介になっても良いかな、と思ったんです」

『キュイ！』

　同意するようにチェルナが鳴き、ヒビキが『お父さんは単身出で稼かせぎ頑がん張ばれ』とか呟つぶやいている言葉が胸に突き刺ささる。

　当のアラドは、レスカの提案を受けて──

『フハハハハッ、面おも白しろいぞ、小こ娘むすめ！　念願のチェルナが我らの手元に帰ってくるのだ！　真竜の里総出で出で迎むかえるとしよう！　ご苦労だったな、コータスよ。貴様の親としての役目は終わりのようだぞ！』

　アラドの歓かん喜きの念話は、どこまで本気なのか、分からない。

　分からないからこそ、俺の傍そばからレスカとチェルナが離れることを想像して怖こわくなる。

　そんなレスカの言動に、驚おどろきから啞然としたテレーズ王女は、顔を伏ふせ肩かたを震ふるわせる。

「まさか、まさか、こんな方法で……ふふふ、あははははははっ！」

　テレーズ王女は、淑しゆく女じよにあるまじきほど、お腹なかを抱かかえて笑い声を上げる。

「本当に、真竜様もいなくなり、コータス様がアラド様との契けい約やくを失えば、私との婚約の必要性もなくなる。レスカさんの一声で消えてしまうような真竜との契約だったと聞いたら、王おう侯こう貴族は皆みな、卒そつ倒とうしますわ。ほんと、無茶苦茶ですわ！」

　テレーズ王女の計画も、婚約の前提すらも、俺とレスカの行動によって壊れていく。

　そのことにテレーズ王女は、ただお腹を抱えて笑う。

　笑い疲れたテレーズ王女は、浅い呼吸を繰くり返し、目め尻じりに浮かんだ涙なみだを拭ぬぐっている。

「分かりました。私とコータス様との婚約の打だ診しんを取り下げます。愛の力で困難を乗り越こえるなんてのは、お伽とぎ話ばなしだけかと思いましたけど、本当にあるのですね」

　深い溜ため息いきを吐はき出して落ち着くテレーズ王女。

「ですが、困りました。私とコータス様との婚約は、真竜様を守るために必要でした。婚約することでアラド王国の辺境に押し止とどめ、王家との繫つながりを持ち、忠誠心を示す。これが筋書きでしたが……」

　今度は、困ったような溜息を吐き出すテレーズ王女に、気怠げなヒビキが尋たずねる。

「ねぇ、ちょっといいかしら」

「なにかしら、ヒビキさん？」

「例えばだけど、忠誠を示すに値あたいする献けん上じよう品を王家に贈おくったら、それで忠誠を認められるのかしら？」

「そうした形でも認められます。もし他ほかの貴族が異議を申し立てるなら相応の手て柄がらや同等以上の献上品が必要になります」

　つまり、それだけの物品さえ用意できれば、実質的に王家はチェルナを守り、またレスカとの婚約の障害がなくなるということだ。

　その忠誠に値する献上品については、心当たりがある。

「アラド、アレを渡わたしてもいいか？」

『ふん。あれは、貴様が我の課した試練を乗り越えて得たものだ。どう使おうが構わん』

　俺は、アラドからの了りよう承しようを得て、テレーズ王女に答える。

「なら、献上品として──【真竜アラドの角】を贈りたい」

「っ!?　今日は、驚かされっぱなしです。本当に、よろしいのですか？」

「下手に持っていても争いの原因になりそうだ。なら、王家で管理してもらった方がいい」

　俺がそう告げると、テレーズ王女は、満足そうに頷うなずく。

「分かりました。では、引き渡しは、いつ行いますか？」

「レスカの牧場に厳重に保管している。後日、引き渡そう」

「ならば、私が責任を持って、お父様。いえ、国王陛下にお渡しします」

　そうして俺とテレーズ王女の婚約がなくなることが決まり、レスカに振り向く。

「レスカ、これでいいか？」

「はい。それとアラドさん、すみません。火竜の里にお邪じや魔まするのは、もうしばらく先になりそうです」

『ふん、つまらん。ならば、早く帰って対価の酒と料理でも食べるとするか』

　アラドは、顎あごで指し示すように、首を動かし、放置していたミノタウロスの死し骸がいや氷漬けの食用可能な魔ま物ものに目を向ける。

　運うん搬ぱんには、ヒビキの【無限鞄】が使えないために、この場所にワイバーンたちに何往復もして貰もらう必要がありそうだと、思ったが──

「私めが運搬を担当させていただきます」

　今まで場ば違ちがいな存在感を放っていたテレーズ王女付きの侍女は、魔物の死骸に近づき触ふれると、その手の中に魔物を吸い込み、消していく。

　その光景に、俺やレスカ、ヒビキたちも驚く。

「ふふっ、驚きましたね。やっと今日、驚き返すことができました。私の専属侍女は、【空間魔法】の加護を持っているのです」

「王族が賊ぞくに襲しゆう撃げきされた際、安全地点へと逃にげるための【転移】や容量は有限ですが、視察や避ひ暑しよに必要な荷物を【亜あ空間倉庫】に詰つめるなど、そうした役割も担になっております」

　そうして、全すべての魔物を回収した侍女は、恭うやうやしく礼を取る。

　収められた魔物の質量を考えると、【亜空間倉庫】の広さを想像して、表情が引き攣つる。

【空間魔法】に特化した加護と才能は、複数の加護持ちよりも稀き少しようだろう。

『食材の回収も済んだのなら、帰るとするぞ』

　そう言って、アラドは、目の前のルインの体を両りよう腕うでで捕つかまえる。

　巨きよ体たいを誇ほこるルインだけは、体格を変化させられるペロや本体の菌きん糸し核かくがレスカの牧場の地下にあるマーゴとは違い、容易に運ぶのが難しい。

　そのため、アラドが気き遣づかいして運んでくれるようだが──

『ヴモォ～』

『我が運んでやる。ただし、暴れるでないぞ。うっかり空から落としても知らんからな』

　真竜の鋭するどい爪つめと強きよう靭じんな腕に押さえられ、アラドの威い圧あつ感かんを間近から感じて高所を飛ぶ、というルインが受けるストレスを想像する。

　後で突とつ撃げきによるストレス発散に付き合わないといけないな、と思いながらも俺やレスカ、ヒビキ、ペロとチェルナがアラドの背に乗り込む。

　マーゴは、既すでに菌糸の体を地中に沈しずめ、牧場町の方に新たな体を生み出して待っているのかもしれない。

『さぁ、摑つかまれ。町まで戻もどるぞ』

　アラドの掛け声と共に飛び立ち、その後ろからテレーズ王女たちを乗せた竜騎士のワイバーンたちが追い掛けてくる。

　上空から見下ろすダンジョンの跡あと地ちでは、空き地を埋うめるようにトレントたちが移動し、大地に染しみ込んだ魔物の血や肉を取り込み、葉っぱを生おい茂しげらせている。

　しばらくすれば上空からでは、ダンジョンの跡地の場所の判別が付かなくなるだろう。

















終章　左さ遷せん騎き士しと牧場町の花はな嫁よめ









【魔まの森】の奥地のダンジョン跡地から牧場町まで、アラドの背に乗って戻ってくる。

　牧場町の外周に広がる平原に降り立ち、摑んでいたルインを地面に降ろすと、涙目のままルインはレスカの牧場に走って行く。

「なんか、可哀かわい想そうだったな」

「えっと……ストレスでしばらくミルクが出ないかもしれませんね。あとでケアしましょう」

　気の毒そうにルインの後ろ姿を見送る俺たちは、続けてアラドの背から降りていく。

　テレーズ王女たちもアラドの後を追ったワイバーンたちと共に牧場町に舞まい降りる。

　アラドが飛び立ち、その後を追ったワイバーンたちが戻ってきたことで牧場町の住人がこちらの様子を確かめるために平原まで出てきている。

　そんな住人に対して、ワイバーンの背に乗るテレーズ王女は宣言する。

『町の住人たちよ！　守護竜りゆうアラド様が本日この場に降臨して下さった理由は、アラド王国との契約により、【魔の森】に魔物の脅きよう威いがあると伝えにきたからです！

　そして我らは、アラド様と共にその魔物を打ち払はらい、脅威を排はい除じよすることができました！　本日は皆で、それを祝い喜ぶ宴うたげを始めましょう！』

　護衛の騎士の一人が風魔法でテレーズ王女の声を牧場町に拡散させる。

　それと共に王女付きの侍じ女じよが【亜空間倉庫】から魔物の死体を取り出し、平原に並べていく。

　それを見た牧場町の住人は、驚くと共にテレーズ王女やアラドを崇あがめ始める。

　そして、テレーズ王女の指示で、宴の準備が始まった。

「テレーズ王女殿でん下か、そう宣言していいんですか？」

「噓うそも方便ですよ。本日は、真竜アラド様と面会して、魔物の脅威を伝えられ、協力して討とう伐ばつを行ったという筋書きです」

　俺が尋ねる中、テレーズ王女はそっと微笑ほほえみを浮うかべ、目の前の光景を見つめる。

「ほら、祭りの時の大おお鍋なべを用意して！」「アラド様に食べてもらうためだから、何度も作り直すわよ」「待っている間は、お酒を用意して待って貰いなさい！」

　テレーズ王女の指示した宴の準備は、牧場町の奥様方が中心となって行われる。

　旦だん那なや息子むすこに檄げきを飛ばし、収しゆう穫かくしたばかりの夏野菜を捥もぎ取り、秋の収穫祭に使う大鍋を持ち込んで料理を協力して行っていく。

　氷こおり漬づけの魔物に関しては、【火魔法】の加護がある親父おやじが氷だけを器用に溶とかし、解かい凍とうされた魔物も解体に回され、素材と食肉に分けられる。

「コータス兄ちゃん、レスカ姉ちゃん、ヒビキ姉ちゃん……おかえり」

「ジニー、ただいま」

「ジニーちゃん、ただいま」

　留守を任せていたジニーが俺たちを出で迎むかえてくれた。

「ジニーちゃん、ただいまー。お姉さん、疲つかれたから癒いやして～」

「うわっ!?　ちょっ！」

　そんなジニーに対して、魔法を使って疲ひ労ろうしたヒビキがジニーに抱だき付き、構い始める。

　疲れた様子を見せるヒビキを見てジニーは、仕方がないと言った様子で大人しく腕の中に収まっていた。

　残された俺とレスカは、ペロとチェルナと共に、ぼんやりと休んでいる。

　そして、最初の大皿料理が運ばれ、アラドが食べていき、解体で残った食材の一部も牧場町の住人やワイバーンたちにも振ふる舞われ始める。

　そんな中、氷漬けの魔物を解凍し終えた親父が俺の傍そばにやってくる。

「よぉ、コータス。隣となり、いいか」

「ああ……」

「…………」

「…………」

　互たがいに会話がないまま、牧場町の住人たちの動きを眺ながめる。

　レスカが気を遣つかい、そっと俺と親父から距きよ離りを離はなし、ジニーとヒビキたちの元に行ったところで、親父が口を開いた。

「その、すまなかった。テレーズ王女に売るような真ま似ねをして。子し爵しやく位の賜し爵しやくの話もなしになった」

「いや、別にいい。けど、なんで親父が協力したのか、分からなかった」

　権力欲よくなどない元冒ぼう険けん者が爵位を貰い、貴族になる決意をさせたのは、何か。

　それが最後まで俺には、分からなかった。

「言い訳になるが、一応俺は、お前の親父って立場だ。だから、俺の立場を使ってお前と縁えんを持とうとする奴やつが現れた。まぁ、俺の場合は、突つっぱねればいいだけだが──」

　言い淀よどむ親父は、深呼吸をして話してくれる。

　アルテナさんは、元は男だん爵しやく令れい嬢じようであり、その男爵家と縁のある貴族やまたはその貴族を伝って、まるで知らない高位の貴族から養母であるアルテナさんに俺との縁を取り持つように頼たのまれたらしい。

「お前が真竜と契けい約やくした後からそうした頼みが来たんだ。まぁ、王宮からコータスや真竜の雛ひなに直接関かかわるなとお触ふれは出たけど、間接的に俺やアルテナが受け持っていた。だけど、やっぱり家の柵しがらみとかあるのか、アルテナが体調を崩くずしてな……」

　あまりに煩わずらわしいことが多いために、子爵になると共にコータスとテレーズ王女を婚こん約やくさせて、王家の威い光こうでアルテナさんを守ろうとした。

　それに今回の避暑もそうした煩わしさを避さけ、穏おだやかに過ごすために計画されたらしい。

「まぁ、アルテナが体調を崩した理由は、妊にん娠しんしたための悪阻つわりだって言われた。それに貴族としての教育をしていないコータスに、政略結けつ婚こんを強しいることに対して懇こん々こんと説教された」

　俺は馬ば鹿かだよなぁ。と親父が再び深い溜ため息いきを吐はき出す。

「お前が俺やアルテナ、アポロのために高品質な守護のお守りを用意してくれたことを聞いて、目が覚めた気分だ。本当に、すまなかった」

　俺に向かって頭を下げる親父は、大おお柄がらな男のはずなのに、いつもよりも二回りほど小さく見えた。

「俺の方こそ、親父たちの状じよう況きようを正確に把は握あくできてなかった。その、色々と心配事を作ってすまなかった」

　俺も頭を下げ、親父も頭を下げ続けるので、互いにどう終えるか分からずに、吹ふき出す。

「なんか、男二人でこんなことやっていると、馬鹿っぽいな」

「まぁな。それより、互いに謝り倒たおすよりも乾かん杯ぱいをしないか？」

　俺が立ち上がり、宴うたげのために用意されたカップを二つ手に取り、酒さか樽だるからワインを酌くんで親父に渡わたす。

「アルテナさんの妊娠を祝って──」

「コータスとレスカ嬢じようちゃんの婚約を祝って──」

「「──乾杯」」

【頑がん健けん】の加護で酒精を分解して栄養として吸収するために、酔よえない俺だが、なんだか今のワインは美味おいしく感じた。

　その後、テレーズ王女が指示した宴は、魔物の解体を終えた男衆が、俺や親父たちと同じように勝手に飲み食いを始め、なし崩し的に始まった。

　その様子に、レスカたち女性陣じんから若じやつ干かん呆あきれられる中、主役である真竜アラドは、酒樽をジョッキのように握にぎって酒を飲み、祭り用の大鍋の料理を流し込むように食べる。

　アラドの威い圧あつ的な雰ふん囲い気きが和やわらぎ、各魔物牧場の魔物もこちらの様子が気になるのか集まり、ペロやチェルナ、マーゴたちと陽気に囀さえずっている。

　それを一歩離れた場所から眺めるのは、テレーズ王女たちである。

　また町の代官であるパリトット子爵は、リア婆ばあさんたち長老衆に混じり、自身の館やかたの裏手で栽さい培ばいした枝豆を採ってきて、塩茹ゆでにしたものを摘つまんでいる。

　そんな宴の翌日には、牧場町の男たちが二日酔いに悩なやまされ、アラドは、何な故ぜか牧場町にそのまま居座っている。

『チェルナを連れて帰れないのなら、少しばかり会う機会があっても良かろう。もうしばらくここに居させて貰もらうぞ』

　平原の一角に陣じん取どるアラドの真っ赤な体を拝むのが、最近の牧場町の住人の日課となっていた。

　そして、ダンジョンの討伐から一週間後──

「色々とすみませんでした。あの後の後始末をしておりましたので」

　再びテレーズ王女が侍女や護衛の騎士を連れてレスカの牧場にやってきた。

　前回は、俺との婚約に関して、妙みような緊きん張ちよう感かんを持っていた。

　現在は、互いに穏やかな雰囲気で話し始めることができた。

「先日は、コータス様方が討伐したダンジョンの戦利品について、住民を不安にさせないために、噓を口にしてコータス様方の功績を無くしてしまったこと、申し訳ありませんでした」

　ダンジョン討伐の功績や討伐した魔物の所有権などは本来、俺やレスカ、ヒビキたちが得るはずだった。

　だが、牧場町の住人を不安にさせないために、ダンジョンの存在は秘ひ匿とくされ、功績は無かったことになり、素材も全すべてテレーズ王女たちが買い上げることになった。

「いえ、俺たちも牧場町の住人を不安にさせるつもりはありません。それに──」

「私たちがダンジョンを攻こう略りやくした、なんて伝わったら、また厄やつ介かい事に巻き込まれそうなので辞退します」

　俺とレスカも互いにそうした栄えい誉よは要いらないために、素す直なおにテレーズ王女の筋書きに乗ることにした。

　そして、ダンジョンの存在の秘匿と素材の買い上げの清算に入る。

「それで買い上げたミノタウロス・キングとソルジャー20体を中心とした、食肉以外の魔物の素材とダンジョン産の魔物の武具の値段、そして破は壊かいされたダンジョンコアの欠片かけらを査定した結果──金貨１０００枚になります」

「なっ!?　金貨１０００枚！」

　ダンジョンを攻略すれば巨きよ万まんの富が得られると言われるが、それを目まの当たりにして、衝しよう撃げきを受ける。

　先日渡された金貨75枚だって大金なのに、桁けたが違ちがいすぎる。

「……どうする？」

「……正直、持っているのが怖こわいですね」

　俺とレスカは、根っからの小市民であるために、そんな大金を恐おそろしくて使えない。

　そんな俺たちの反応を予想していたのかテレーズ王女は、ニッコリと微笑む。

「私が責任を持ってお預かりいたしましょうか？」

「えっ？」

「確かに私は、コータス様との婚こん姻いんを諦あきらめましたが、アラド王家にコータス様の血筋を加えることを諦めた訳ではありません。コータス様の子どもの中の誰だれかが将来的に私の子どもと結婚し、生まれた孫が王家に嫁とつぐ。その際の支し度たく金きんの一部とすることもできますわ」

　テレーズ王女の新たな計画を聞いて、俺とレスカは啞あ然ぜんとする。

　俺との婚約が潰ついえ、ダンジョンが討とう伐ばつされても更さらに一手を打ってくるテレーズ王女の、王族の強したたかさに呆れてしまう。

「……その、もし子どもが生まれたら自由恋れん愛あいで頼む」

「では私の子には、お二人の子を確実に落とせるように教育しましょうかしら」

　苦々しく絞しぼり出す俺の言葉に、テレーズ王女が楽しそうに微笑ほほえむ。

　そして、子どもが生まれたら、の発言にレスカが顔をポッと赤くして、顔を俯うつむかせて照れる。

「さて、大金のやり取りに関しては証文を残しましょうか。お願いするわ」

「なら、私は、その討伐報ほう酬しゆうの権利を辞退する代わりに、金貨10枚貰えないかしら？」

　ヒビキがそう提案をすると、テレーズ王女が了りよう承しようして、証文の修正とヒビキに渡す金貨10枚を文官に用意させる。

　ヒビキのやつは、使えない金貨１０００枚を山分けする権利よりも目の前の金貨10枚を選び、面めん倒どうな大金を俺たちに押し付ける。

　テレーズ王女が金貨10枚が入った袋ふくろを渡すと、ヒビキはその袋から金貨２枚を抜ぬき取り、残りをレスカに渡した。

「それじゃあ、レスカちゃん。家賃と食費と諸もろ々もろの諸経費よ。これからもよろしくね」

「ふぇっ!?　ちょ、ちょっとヒビキさん！」

「私は、ちょっとしたお金があればいいから、また美味しいご飯お願いね～」

　そう言って、ヒラヒラと手を振るヒビキは、母おも屋やの奥の自室に行ってしまう。

　そんなレスカとヒビキのやり取りに、テレーズ王女がクスクスと笑う。

「本当に、自由な魔ま女じよですね」

「その、すみません」

「いいんですよ。とても新しん鮮せんです」

　修正された金貨１０００枚の証文が用意され、俺とレスカ、テレーズ王女の三名が署名して、三部の証文をそれぞれが保管することになった。

　そして、本日の本題として、テレーズ王女が真しん剣けんな表情になる。

「それでは、【真しん竜りゆう・アラドの角】の引き渡しをお願いします」

　俺は、ヒビキの【無限鞄かばん】に隠かくしていたアラドの角を木箱に収めて、それっぽく用意していたものをテレーズ王女の目の前に取り出す。

　取り出された真竜の角が本物であるか、【鑑かん定てい】を使える文官が確かめ、本物だと認められる。

「確かに、アラド様の角を受け取りました。私が責任を持って、国王陛下にお渡しします」

　こうしてテレーズ王女の全すべての用件が終わり、俺とレスカは、そっと溜息を吐き出す。

　すると、またテレーズ王女に笑われてしまう。

　涼すずやかな見た目で凜りんとした表情を作るテレーズ王女や【夢見】の悪夢で精神を消しよう耗もうした気け怠だるげな表情よりも、楽しそうに笑う今のテレーズ王女が本来の姿なのだろう。

　そして──

「さて、それでは私の用件は全て終わりました。あれ以来、【夢見】の加護でスタンピードの予知夢に悩まされることがなくなりました。ありがとうございます」

「そうですか、それは良かったです」

「その代わりに、新しい夢を見るようになりました」

　その一言に俺とレスカは、新たな危機的未来かと思い身構えるが、テレーズ王女は夢の内容を嬉うれしそうに教えてくれる。

「私が結けつ婚こん式しきを挙げる夢なんです。ウェディングドレスを着て、王城で祝われるんですよ。その時のお相手は、私の知らない素敵な男性でした」

「おめでとうございます。ウェディングドレスは、素敵なんでしょうね。平民には縁えんがないですけど、一度は憧あこがれます」

「ええ、とても素敵なレースのあしらわれた純白のドレスでしたよ」

　レスカは、テレーズ王女の夢に、素直な喜びと純じゆん粋すいな羨せん望ぼうを向ける。

　俺は、喜びよりも予知夢の内容を聞いて、安あん堵どする。

　テレーズ王女が再び【夢見】の加護で危機的未来を見なかったこと、俺たちがテレーズ王女との婚こん約やくに抗あらがったことで、俺ではない誰かと結婚する未来になっていること。

　そして、その未来に対して幸せそうに微笑む年下の王女の様子に、俺たちがやったことは、いい方向に向かったのだと確信が持てた。

「私たちの視察も既すでに終わったので、明日にこの町を離はなれます。これから町の各所に挨あい拶さつに参りますが、私はこの町の雰囲気が凄すごく気に入りました。また来たいと思いますわ」

「はい、また来てくださいね」

　テレーズ王女の言葉にレスカが応こたえ、俺も気に入ってくれたことを嬉しく思いながら見送る。

　翌日、テレーズ王女は、護衛の騎き士しや文官、竜りゆう騎き士しとワイバーンたち、それに避ひ暑しよのために便乗していた親父おやじたちと共に、牧場町を出しゆつ立たつする。

　その際には、牧場町の住人が朝の仕事を休きゆう憩けいして、見送りに来るほどテレーズ王女一行に対して好感を持っていた。

　俺は、牧場町の騎士として、住人がトラブルを起こさないように、先任騎士のバルドルと共にこの場所にいた。

「コータス、親父さんたちへの挨拶はいいのか？」

「いや、いい。職務の最中だからな。私情は挟はさまない」

　だが、義弟おとうとのアポロが俺に手を振ふってくるのでバルドルに肘ひじで小こ突づかれ、軽く手を上げるとパッと表情を綻ほころばせる。

　その後ろで親父やアルテナさんが嬉しそうに笑えみを浮うかべて、馬車に乗り込む。

　是ぜ非ひともヒビキの【お守り】が俺の家族を守り続けてくれることを願って、俺は見送った。

『さて、我も帰るか──』

　テレーズ王女が視察団と共に南の街かい道どうを進む一方、牧場町の平原に居座っていた真竜アラドも咆ほう哮こうを上げて飛び立ち、【魔の森】を越こえて住すみ処かと言われる北の霊れい峰ほうに向かった。

　こうして夏の牧場町では、人知れず強大な危機が去り、再びの日常が戻もどってくる。




　　　　●




　テレーズ王女の視察団が牧場町を去って数日が経たった頃ころ──

　俺は、日々の牧場仕事を手伝うと共に、アラドによって望まぬ空中遊泳を強しいられたルインのストレス発散に付き合っていた。

『ブモォォォォォォッ！』

「やっぱり、荒あれてるな。──《ブレイブエンハンス》《デミ・マテリアーム》！」

　俺は、身体強化と半物質化した魔力の籠こ手てを覆おおって、ルインの突とつ撃げきを受け止める。

　受け止める際に、鈍にぶい音がレスカの牧場に響ひびき渡わたり、ルインの突撃が止まる。

　そして、俺自身の変化にも、今いま更さらながらに気付く。

「また、俺の魔力量が増えてる」

『ブモモォ～』

　アラドから膨ぼう大だいな真竜の魔力を送り込まれた際、体の内側から軋きしむような痛みを覚えた。

　それにより、魔力を蓄たくわえる器官が強ごう引いんに押し広げられ、【頑がん健けん】の加護が適応することで魔力量の上限が増えたのかもしれない。

「とりあえず、使える魔力量が増えたのは便利だな。もう、何も驚おどろかない」

　そう呟つぶやき、今日の分のストレス発散に満足したルインの背中を撫なでると、ペロとチェルナと共に歩くレスカを見つける。

「コータスさん、ルインを見て頂きありがとうございます！」

「ああ、レスカの仕事も終わったんなら、少し休んだ方がいい。今日も暑いから！」

　レスカの広い牧場のために、互たがいに声を張り上げ、会話をする。

　そして、レスカが会え釈しやくして、ペロとチェルナと共に牧場の母屋に入るのを見送る。

「レスカと本当に婚約したんだよな。夢みたいだけど、これで終わりじゃないんだよな」

　レスカが俺の婚約者になり、横よこ槍やりが入る可能性もなくなった。だが、これからが本当の始まりである。

　レスカと心を通わせ、維い持じするためには、どうしたらいいかと考えている。

「レスカに贈おくり物でもするか。けど、レスカは、何を喜ぶんだ？」

『モォォォッ──』

　そんな俺にルインが、まぁ頑がん張ばれ、というように鳴き、地面からマーゴも姿を現す。

『コータス、レスカニ、キク？』

「確かに聞いた方が失敗はないが、レスカを驚かせたい。だから、みんなには内ない緒しよにしてくれないか？」

『ウン。ワカッタ』

　マーゴに口止めすると、コクリと頷うなずき、集まってくるコマタンゴの傘かさに乗って、レスカの居る母屋に向かう。

　マーゴには、こうして口止めしないと、牧場町のどこにでも菌きん糸しを張り巡めぐらして監かん視ししているので、容易にレスカに知られてしまうな、と苦笑いを浮かべる。

　そして俺は、レスカへの贈り物を思い立ち、すぐに行動に移すことにした。

「レスカ。俺は、少し出かけるけどいいか？」

「はい。気をつけて行って下さいね」

　俺は、母屋のレスカに断りを入れて、一人で牧場町に向かう。

　町中を歩いてレスカへの贈り物を探して、衣類や食べ物、小物などを見て回るが、レスカが喜びそうなものが見つからず、自然と牧場町の北側まで歩いていた。

「そう言えば、あの場所から始まったんだよなぁ」

　俺は、しみじみと呟きながら、目の前の牧場町の北側にある元騎士団の駐ちゆう在ざい所しよ──現在では、自警団の休憩所に向かう。

　自警団の休憩所に入ると【魔の森】を監視する当番である先任騎士のバルドルと自警団のオリバーを見つけた。

　バルドルは、オリバーに身体強化の魔法を指導して、こちらに背を向けているが、俺に気付き振り返る。

「おっ、コータス。どうした、今日は非番だろ？」

「バルドル、オリバー。少し相談があるんだけど、いいか？」

「「俺（様）たちに相談？」」

　バルドルとオリバーが訝いぶかしむ中、俺は素す直なおに二人に相談する。

「ああ、レスカに贈り物をしたいんだが、その相談をな」

　俺の相談に二人は、渋しぶい物でも食べたように顔を歪ゆがめる。

「なんと言うか、他人の惚のろ気け話を聞くのは、やっぱりしんどいな」

「バルドルさん。あんたもコータスと同じ程度で惚気てるのに気付いてるのか？」

　レスカとの関係を惚気たつもりはないが、二人はそう感じたようで、謝る。

「すまん」

「いや、別に良いんだが──そうだな。レスカ嬢じようちゃんへの贈り物かぁ、実用性があるものでいいんじゃないか？」

　包丁、まな板、食べ物、動物用の新しいブラシ、とバルドルが指折り数える中、それに対してオリバーが待ったを掛かけた。

「そんなん婚約者や恋こい人びとに贈る物か？　もっと花束や指輪、ドレスとかだろ」

「あー、まぁ貴族や金持ちの婚約者への贈り物ならそうだけど、ここは田舎いなかだしな」

　意外とロマンチックなことを言うオリバーに、一応貴族の子どもなのに完全に平民に染まっているバルドルが表情を顰ひそめる。

　確かに、バルドルの言う通り実用性も大事だが、オリバーの言うことも一理ある。

「……ドレスかぁ」

　そういえば、テレーズ王女との会話の時にレスカが、ウェディングドレスに憧れる、と呟いていたことを思い出す。

「いや、コータス。待て、落ち着け。レスカ嬢ちゃんにドレスなんて贈ってもそれで農作業させるわけじゃないだろ」

「流石さすがに、俺もそこまで馬ば鹿かじゃない」

　俺は、バルドルに胡う乱ろんな目を向けるが、いい話を聞けたと思う。

「ありがとう。参考になった」

「参考になったなら、いいさ。……俺も帰りにシャルラに何か菓か子しでも買って帰るかな」

「コータス。もし聞くなら、リア婆ばあさんに聞け。あの人は頼たよりになるからな」

「ありがとう。早さつ速そく相談してみる」

　俺は、オリバーの助言を受けて、リア婆さんの薬屋に向かう。

「お邪じや魔まします」

「いらっしゃい、ってコータス兄ちゃん。どうしたの？」

『にゃっ！』

　奥の調合室で簡単な薬を作っていたのか、エプロンを身に着けたジニーが火精せい霊れいのミアを連れてやってきた。

「少しリア婆さんに相談があってな」

「わかった。応接室でいい？」

　俺は、ジニーの案内で応接室に通され、ジニーがリア婆さんを呼びに行く。

　その際、遅おくれてついて行こうとするミアを手招きして呼び止める。

「ちょっとレスカへの贈り物の相談なんだ。ジニー経由で伝わらないように少し内緒にしてくれないか？」

『にゃっ』

　俺の頼たのみに、分かった、というように鳴いた後、ミアはジニーを追い掛ける。

　大体の口止めができたが、これで伝わったら仕方がないと笑おうと思う。

　そして、ジニーがお茶を用意してくれた後、リア婆さんがやってくる。

「どうしたんだい？　この前にレスカと一いつ緒しよに婚約の報告に来たばかりじゃないか」

「その、レスカに贈り物をしたいと思ったんだ。それでいい知ち恵えを借りたい」

「なるほどね。殊しゆ勝しような心こころ掛がけじゃないか」

　ニヤニヤと笑うリア婆さんは、早速俺に尋たずねてくる。

「それでどういう物を贈りたいんだい？」

「そのウェディングドレスを意い匠しようにした小物なんかを贈りたい。ドレス全部を贈っても迷めい惑わくになるだろうから実用性がありそうなものを」

　それにレスカが、ウェディングドレスに憧あこがれる、と呟いていたことを聞いたので、その気分だけでも……と尻しりすぼみの言葉で説明すると、リア婆さんはニッコリと笑う。

「なるほどねぇ。ちゃんと考えてたね。これで全部、あたしに任せようとしたら叩たたき出してたところだよ」

　カラカラと笑うリア婆さんを見て、どうやら失敗はしなかったようだ、と安あん堵どする。

　俺の相談を受けたリア婆さんは、そうさねぇ、と顎あごに手を当てて考え込む。

「ウェディングベールなんてのは、どうだい？」

「ウェディングベール？」

「そうさ。この牧場町の紡ぼう績せき業では、柔やわらかなシルキーワームの布も作るんだけど、その使い道を調べたら、貴族の日ひ除よけ帽ぼうやウェディングベールに使われてる。その時、簡単な作りも覚えているから全部牧場町で用意できるはずだよ」

　構造は、薄うす手での柔らかな生き地じと髪かみ留どめを組み合わせて作る。

　リア婆さんは、サラサラと手近な紙にどういう物か、書き記し俺に渡してくる。

「使い終わったら、生地を外せば髪留めに使えるし、布も別の使い道があるさ」

「なるほど、良さそうだ。早速ロシューと服屋に相談に行ってみる」

「気をつけて行くんだよ。それと成功を祈いのってるよ」

　リア婆さんに見送られ、ウェデイングベールの作り方の紙を折り畳たたんでポケットに仕し舞まい、次はロシューの工こう房ぼうに向かう。

「ロシュー、いるか？　すまんが作って貰もらいたいものがあるんだ」

「なんじゃい？　剣けんは作らんぞ。ワシは農具を作りたいんじゃが」

　夏の暑さの中、更さらに炉ろの熱気が店てん舗ぽまで広がっているのか余計に暑く感じる工房でロシューが煤すすけた顔で出てくる。

「ウェディングベールを作るために、こんな髪留めを作って欲しいんだ」

　先さき程ほど、リア婆さんから貰った紙をロシューに見せると、ふむ、と顎あご髭ひげを撫でる。

「レスカの嬢ちゃんへの贈り物か。まぁ、ドワーフとして彫ちよう金きんも嗜たしなんでいるからこれなら二日で用意してやるわい。この前、質のいい金属が誰だれかさんのお陰かげで手に入ったからの」

　そう言ってジッと俺の顔を見てくるロシュー。

「お前さん、ダンジョンの魔ま物ものを相手にしておったじゃろ」

「なっ!?」

　唐とう突とつにそう話を振ふられ、ロシューがふぅと溜ため息いきを吐はき出す。

「テレーズ王女殿でん下かが牧場町のために、格安で魔物が持つ武器を卸おろして下さった。その武器の質を見れば、ダンジョン産の鉱石か、ダンジョン産の高品質武器だと分かるわい」

　ロシューは、そう告げてくるが、まさかそんなところからダンジョンの存在を気付く相手が居るなんて思わなかった。

「誰かに言うつもりはないわい。それにもう終わったことじゃろう」

　俺は、とりあえず無言で首を縦に振り、肯こう定ていすると、ロシューは、厳いかめしい顔付きから一転、笑えみを浮うかべる。

「ワシは、楽しく農具が作れるなら、問題ないわい」

　ロシューとの間にあった妙みように緊きん迫ぱくした空気が消え、どっと背中から汗あせが噴ふき出す。

　この汗は、緊張が解けたためか、それとも工房が暑いためか、分からない。

「それにレスカ嬢ちゃんのためなら、嫌いやとは言わんわい。髪かみ飾かざりにも使えるものは、装そう飾しよく品。つまりは趣し向こう品ひんじゃから銀貨５枚になるぞ」

「ありがとう、その値段で構わない。レスカへのプレゼントをケチるつもりはない」

「全く、果実酒よりも甘ったるいことを言いおって」

　そう言ってロシューから、早く帰れ、と手を振られ、工房から追い出される。

　そして、しばらくして工房の煙えん突とつから熱気による陽かげ炎ろうの揺ゆらめきが見え、中で金かな槌づちを叩く音が聞こえ始めた。

　俺は、ロシューの工房を後にして、俺とレスカが夏服を購こう入にゆうした服屋に向かう。

　そこでウェディングベールの相談をした結果、非常に興味を持ってくれて、髪留めが完成した後、生地代と加工費を銀貨３枚でお願いした。




　注文から三日後、ロシューの工房で作られた髪留めを服屋に引き渡わたし、服屋から完成したウェディングベールを受け取る。

　それを汚よごれないように小さな紙かみ袋ぶくろに入れてもらい、レスカの牧場に帰ってくる。

　俺は、いつ、なんて言ってレスカに渡そうかと考えながら母おも屋やに入る。

「コータスさん、ちょっと来ていただけますか？」

「どうした、レスカ？　何か問題か？」

　俺は、レスカに食堂に呼ばれ、そこにはジニーとヒビキが集まっていた。

　ペロとチェルナは、大人しくジニーとヒビキに構われ、マーゴとミアが互たがいに牽けん制せいするように威い嚇かくするいつもの光景が広がっていた。

「それで、どうしたんだ？」

「なんだか、ヒビキさんが見せたいものがあるそうなんですよ」

　レスカが説明すると、待っていたヒビキが自じ慢まんげな表情になるので、俺とジニーは胡乱げな目で見つめる。

「ヒビキ、また何かやらかしたのか？」

「違ちがうわよ！　ちょっとした便利な道具を作っただけよ！　付いて来て！」

　胡乱げな目を向ける俺とジニーに、ヒビキがすぐさま否定し、俺たちをレスカの牧場の空き部屋の一室に案内する。

　ただ、ここ数日、ヒビキがなにやら細工していた空き部屋である。

　俺たちが使っている部屋と同じであるが、何な故ぜか部屋の中に新たな扉とびらがある。

　その扉の向こう側は、何もない角部屋となっている。

　なぞの扉の正面には、どこか見覚えのある半分に割れた紫むらさき色いろの結けつ晶しようが嵌はめられた円えん盤ばん状のドアプレートが掛かっていた。

　ドアプレートには黒い矢印があり、摘つまみを捻ひねることで赤、青、緑、白の四色に区切られたプレートが回転する。

　ヒビキは、白から緑にドアプレートを回転させ、扉を開く。

「はぁ？　平原……？」

　そこには、見み渡わたす限りの真っ平らな平原と太陽が見える。

　俺とレスカ、ジニーたちが扉の前で立ち尽つくす中、ペロとチェルナは、いきなり障害物のない広い平原を目の前に、早速駆かけ出す。

　ミアとマーゴも恐おそる恐る扉の中の平原に入っていくので、俺はヒビキに尋ねる。

「ヒビキ、これは何だ？」

「うん？　亜あ空間。これがあればレスカちゃんが今後魔物牧場を大きくする際に、魔物を飼育するスペースが確保できるわよね」

「いや、そうじゃなくて、なんでこんなものを作った。そして、作れた」

　俺は、こめかみを押さえながら聞く。

　レスカとジニーも驚おどろきすぎて、ぽかんと可愛かわいらしく小さな口を開けている。

　怪あやしいのは、ヒビキが操作したドアプレートだろうか。

　俺がそれを見ると、ヒビキが楽しそうに笑いながら説明してくれる。

「ほら、コータスが倒たおしたミノタウロス・キングに寄生してたダンジョンコアがあるでしょ？　コータスが真っ二つにしたコアの半分を使って魔道具化したのよ」

　ドアプレートは、ダンジョンコアが階層を生み出す能力を応用して、亜空間を作る魔道具となっている。

　三つの亜空間を作る予定だが、現在は、この平原だけらしい。

「とりあえず、ダンジョンコアの欠片かけらは、魔物を呼び出す力もないから安全よ。魔物の死体を活用するのと同じね」

　俺の心配事をヒビキは、全すべて先回りで説明する。

「ほら、私たちって何かと訳ありだし、もうこの【亜空間】があれば、レスカちゃんの夢の世界一の魔物牧場もできる気がするのよね。それに、必要なもの全部詰つめ込んだり、ルインたちを入れれば、身軽にどこでも行くことができるわよね」

　ヒビキの言葉に、レスカが大きく目を見開く。

「それは、移動牧場。……私のためですか？」

　そう尋ねるレスカのもう一つの夢は、調教師として魔物を戦わせることだ。

　牧場全てを移動させることができれば、各地にある魔物闘とう技ぎ場に行くことができる。

　そのことに気付いたレスカに対してヒビキは、ただニンマリと笑うだけだ。

「まぁ、義妹いもうとたちの幸せを考えるのがお姉さんの役目ですから。それにしても疲つかれたー。ジニーちゃん、母屋に戻もどって私を癒いやして～」

「うわっ！　ちょ、離はなせ、変質者！」

『ウニャッ!?』

　ヒビキに抱だき締しめられたジニーは、亜空間から母屋に連れ出され、火精せい霊れいのミアもその後を追い掛かける。

　そんなジニーたちを追い掛けて、ペロとチェルナ、マーゴも母屋に戻る中、俺とレスカは、ヒビキの作り出した【亜空間】に足を踏ふみ入れ、空を見上げる。

「なんか、凄すごいですね」

「……そうだな」

　ヒビキがレスカのために用意したという【亜空間】を見て、俺は敗北感と言う物を味わう。

　こんな凄すさまじいプレゼントの後でウェディングベールなど見せたら、霞かすんでしまうのではないか、という気持ちになる。

　そんな俺の内心に気付かないレスカは、不思議そうに俺を見つめてくる。

　確かに、ヒビキの作り上げた【亜空間】の魔道具には劣おとる贈おくり物を用意してしまった。

　だが、ここで渡さなかったら確実に、渡す機会を失う。

　俺は、意を決してレスカに向き直る。

「……レスカ、これを」

「えっ？　これ、ですか？」

　知らず知らずのうちに強く握にぎり、握っていたところに皺しわができた紙袋を受け取るレスカは、その中を確かめる。

　俺は、レスカが取り出したウェディングベールの反応を待つ。

　アラドと対たい峙じした時やダンジョン最強の魔物であるミノタウロス・キングと戦った時よりも強い緊張を覚える。

　ヒビキの【亜空間】と言う明確な比ひ較かく対象が存在し、いつも頼たよる【頑がん健けん】の加護の及およばない出来事に対する不安が強くなる。

　そして──

「──ウェデイングベール、素す敵てきです。コータスさん、ありがとうございます」

　ほんのりと赤らめ、目め尻じりに嬉うれし涙なみだが浮かび、満面の笑みを向けてくれるレスカ。

　そのレスカの笑顔に俺は、見み惚とれる。

「でも、なんでコータスさんは、これを選んだんですか？」

「テレーズ王女殿下の夢の話を聞いた時、ウェディングドレスに憧あこがれると言っていたからな。気分だけでもと思ってウェディングベールを作って貰ったんだ」

　俺は、ウェディングベールのチュール生き地じを止める糸さえ切れば、髪かみ留どめとしても使えることなどを緊張しながら伝えると、レスカが嬉し涙を浮かべたまま、何度も頷うなずく。

「ありがとうございます。素敵な贈り物です」

「……よかった。気に入って貰もらえて」

　そうだ。レスカなら、心の籠こもったものなら、喜んで受け取ってくれる。

　先さき程ほどまで緊張してウェディングベールを渡そうか迷っていた自分を恥はずかしく思う。

　そんなレスカは、嬉し涙を拭ぬぐい、ウェディングベールを手に持って俺にお願いをしてくる。

「あの、コータスさんが着けてくれませんか？」

「俺が？　分かった」

　俺は、レスカからウェディングベールを受け取り、レスカの頭に取り付けていく。

　こうしたことに慣れない俺は、ウェディングベールを壊こわさないか、ちゃんとレスカの頭に着けられるか、四苦八苦しながら取り付ける。

　その間、レスカは目を閉じて嬉しそうに口元で笑みを作っている。

「レスカ、できたぞ。おかしいところはないか？」

「ちゃんと着いてますよ。それで、どうですか？」

「可愛い、綺き麗れいだ。こんな月並みな言葉しかでない。すまない」

　一気に自分の語ご彙い力が下がったことを恨うらめしく思うが、レスカは気にせずニコニコと微笑ほほえんでいる。

　そして、レスカは、そっと目を閉じて、顔を少し上に向けてくる。

　その行動に経験はなくとも、なんとなく求められる行動が分かり、俺はレスカに顔を近づける。

　ほんの少し屈かがみ、自分の唇くちびるをレスカの唇に優やさしく押し当てる。

　ほんの数秒がとても長く感じ、離れてみれば、もっと触ふれ合っておけばと強く後こう悔かいする。

「えへへっ、なんだか照れくさいですね」

　俺の行動が正解だったのか、顔を赤らめるレスカは、嬉しそうに微笑む。

「さて、おやつの時間ですから私たちも母屋に戻りましょう！」

「そうだな」

　この贈ったウェディングベールは、もし次に使う機会があるとすれば、牧場町の秋に行われる収しゆう穫かく祭での合同結けつ婚こん式の時だろう。

　だけど今は、せめて家の中では着けていたいのかレスカは、そのままの状態で俺と手を繫つなぎ、母屋に戻るのだった。
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　初めましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座長です。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＯさん、作品に素す敵てきなイラストを用意して下さった夜ノみつき様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。

　また、弊へい著に『オンリーセンス・オンライン』シリーズもございますので、そちらの方も手に取っていただけますと幸いです。




　１巻のあとがきには、ストイックな主人公と甘やかし系のヒロインの組み合わせが上手うまく嵌はまったと書いたコータスとレスカの関係は、どうだったでしょうか。

　通常のラブコメのような甘さとハプニングは薄うすく、熟年夫婦的な穏おだやかな付き合い方から逆に甘い方向に踏ふみ込む二人の関係は、私の描えがきたかった物の一つでした。

　真ま面じ目めでストイックな奥手のコータスと勝手に幸せになると宣言できる自立心の強いレスカの婚こん約やく成立のやり取りを描くことができて、とても満足です。




　そんな一組のカップルが成立する陰かげで涙なみだを流したキャラとして、牧場町一番の魔ま物もの牧場の跡あと取とり息子むすこであるオリバーがいます。

　オリバーは、若くて青く、横おう柄へいな態度が目立つキャラで登場しました。

　若じやつ干かん、チョロい部分がユニークさを出しつつ、コータスに突つっかかり、レスカにアプローチをしても相手にされず、コータスとレスカが仲を深めるに当たり、失しつ恋れんしました。

　ですが、コータスの出現や失恋により、オリバーの心身が成長していく姿は、とても男らしく感じることでしょう。

　そんなオリバーは、ある作品のキャラを見て、こんな名脇わき役やくを描きたい、という意志を持ったことで登場しました。

　そのキャラは、『ゼルダの伝説スカイウォードソード』というゲームに登場するバドというキャラクターです。

　最初に、嫌いやみで横柄な態度で登場するバドは、ストーリーが進んでいくと共に、挫ざ折せつを経験し、その態度を改めて、自己を見つめ直して、主人公であるリンクを助ける。

　その心身が成長していく姿には、多くのプレイヤーがバドを見直したことでしょう。

　そんな名脇役とでも言えるバドのようなキャラを作りたい、そんな情熱を持って作られたオリバーは、失恋してしまいましたが、コータスとレスカにも負けない良いキャラクターになったと思います。




　このモンスター・ファクトリーシリーズを執しつ筆ぴつした一年と数ヶ月の間は、とても勉強になる一作品だったと思います。

　もしも次の作品を出版した際は、是ぜ非ひとも手に取っていただけたらと思います。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後に、この本を手に取って頂いた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。





二〇一八年　十月　アロハ座長
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─左さ遷せん騎き士しと牧ぼく場じよう町まちの花はな嫁よめ─








アロハ座ざ長ちよう
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